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住 宅 と 設 備と

f I 本 建 築 協 会

A R C H I T E C T U R E  A N D  S O C I E T Y  



高 分 子 化 学 が 生 ん だ 完 全 防 水 材

( E ・ P - T ゴムシート J

本1t-/レヌヤd 世j

- “ 万 能 合 成 ゴ ム " といわれる E - P ・T ( エ チ レ ン ・ プ 口 ピ レ ン ・ タ ー ボ リ マ ー ) ゴ ム の 開

発 に よ っ て つ く ら れ た ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ ー E B は 、防 水 の 問 題 を い っ き に 解 決 し ま し た

・ 工 法 は 簡 単 に 、 性 能 は 一 段 と 向 上 し ま し た 。

い ま ま で の ブ チ ル ゴ ム 系 、 ネ オ プ レ ン 系 の も の に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩 耗 性 、耐 破 断 強

度 は 特 に す ぐ れ て い ま す 。

. 建 築 物 の 屋 根 防 水 、 地 下 防 水 、地 下 鉄 防 水 、橋 梁 防 水 、 な ど 用 途 の 広 い 完 全 防 水 材 と し

て 好 言 平 を い た だ い て い ま す 。

三 ッ 星 ベ ル ト

ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会

札 幌 ( 株 ) 浜 遼

東 京 日 本 綜 合 防 水 ( 株 )

東 京 高 山 工 業 ( 株 )

東 京 ( 株 ) 三 柏 商 会

東 京 ( 有 ) 金 岡 興

静 岡 ( 株 ) 三 井 工 業 所

富 士 (株) 三井 工 業 所 富 士 営 業 所

名 古 屋 中 央 建 材 工 業 ( 株)

金 沢 北 川 涯 青 工 業 ( 株 )

福井北川涯青工業( 株) 福井営業所

富 山 北 川 漉 青 工 業 ( 株 ) 富山営業所

TEL( 0122) 26- 5  6  7  6 代

T E L  (03) 292- 2  6  6  1 代

T E L  ( 03) 25 1- 0161 - 3  1301- 2  

T E L  (03) 251- 7 5 17  - 8867 

T E L  (03) 363- 4  3  4  1  

T E L  (0542)85- 9  1  5  1  

T E L  ( 0545) 6 1ー 1 6  8  8  

T E L  ( 052) 251- 3  5  4  1  

T E L  ( 0762) 41ー 1 1  3  1 代

T E L  (0776)  23- 1  134 - 8847 

T E L  ( 0764) 21- 2218 - 41 - 0391 

新潟北川涯膏工業( 株) 新潟営業所 T E L ( 0252) 45- 0  9  8  1  

大 阪 ( 株 ) 久 保 商 庖 T E L (06) 364- 0  2  0  6 代

大 阪 ( 株 ) 木 下 謹 三 商 底 T E L (06) 443- 0  1  1  5 代

大 阪 日本綜合防水 (株 ) 大阪営業所 T E L (06) 329- 1  0  2  3 代

大 阪 高 山 工 業 ( 株 ) 大 阪 営 業 所 T E L (06) 364- 9  0  1  5  

大 阪 ネオ ・ルーフィング防水( 株) T E L  (06) 341 - 7  6  0  8  

神 戸 石 井 建 材 有 限 会 社 T E L (078) 51- 5  3  5  3 代

広 島 青 盛 建 材 ( 株 ) T E L  (0822)  21- 2  2  8  1  - 6  

岡 山 青 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所 T E L ( 0862) 23- 8 2 8 5  - 7  

福 岡 青 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 T E L (092) 28- 5  5  6  6  - 8  

福 岡 ( 株 ) 工 材 社 T E L (093) 38ー 1 4 6 8 代

松 山 ( 株)山 本 商 会 T E L (0899)  3  - 6  2  6  1  

企 三 ツ 星 ベ ル ト 株 式 会 社

本 社 神 戸 市 長 田 区 浜 添 通 4 T  E  L  ( 0 7 8)  67  - 5071 大 代 表

支 底 東 京 ・神 戸 ・ 名 古屋 ・福 岡 ・札 幌 ・大 阪 ・ 金 沢
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

. 4品は特に各部品11 の材料を l吟i床し 、 表面が錆

びないようボンデライジング加工を施した上

に防錆塗装 をしております 。

.  ;t; 't{ .J 塗装仕上製品の他 に、他の持出 し吊の! 腕

ti ll  ( i ! ¥込後扉から鉱 山1 る音11分) に S U  S 27 

( 18. 8) ステ ンレス製へアーラ イン仕 上 の化

相i カノ〈ーを付けてあります。

. 1"1'1岳部分にナイロンベア リング及びスラスト

ベアリングをほ人しであります。

• ｉ Ｉｬｊｩ ｕｾ の設ｾｩｉ Ｎｩ 製作］をも歓迎放します 。

- 唱 司 - = 内 町 、 玉川、 ' 1

• 

.. 

- 弊 社 製 立 粋 付

ピポ ットヒ ンジ

は. '

実 用 新 案 登 録

第 5173 16号 の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ませ ん 。

• 

う 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 っ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー〉

サ レ，z -r ・・ ・・

K
.〉

民

υ

-
b
 

牢軽快なワンタ ッチ

従来 のゴム 戸当 りと違 って、ワンタy チ

で軽〈接触するだ けで、 ホール ドします 。

本強い磁気力

磁気力が強力 なため 、風力 などであふら

れて離れるよ うなことは全然 ありません 0

. 設備場所を床 にお求め の場合、 床周デ

ザイン のものも用意して おりま す。

-同

-・

4  

• 

三 後 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪市 生 野 区 巽 矢柄 町一 五 一 番 地

大 阪 ( 7 5 1) 3  6  5  3  - 5  

2  
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日本建築協会会告

4 日本建築協会創立50周年記念

大阪城公圏内に建つ休憩所のデザインコンクール

主 催 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

協 賛 大 阪 市

募 集 目 的

今般大阪市の協賛の もとに，本会の記念事業の っと して「大阪城公

園内に建つ休憩所のデ叫jばインコンク - )レJ を行ないま す。

広く本会々員に呼びかけ その応募案のうちより優秀作品を選び， その

当選案のデザインを忠実に生かした実施設計図を大阪市に提供いたしま

す。大阪市に おいては，その設計図によ って早速着工され，完成しまし

た休憩所は大阪市民に愛用されるは もとより，設計を担当した本会! とと

っても怠義ある記念建造物として，いつま でも 残る乙とを目的とし てお

ります。

募 集 規 定

1. 設 計 課 題

大阪城公園 ｉ ￀ｪ ｉｃｾ つ 休態 ｊＹ ｲ

2. 設 計 要 件

a 建 設 地

b 而 紅i

c  

d  

(1)  

(5)  

(6) 

と。

大阪城公園内( 杉山地区) 公園計画図参ｊｴ ｴｾ

建築物の外郭の大きさは ，南北 11mX 東西20m

以内 le収める。ただし建築面積は 162nf とする。

鉄筋コンクリート造平家主主

￥ 4.5∞，∞0 ていど

公 園 計 画 図

5. 審 査

委員長

委 員

員 ( 50音)1頂)

岡 橋 作 太 郎 日建設社工務鮒専務取締役

足 立 孝阪大工学部建築工学教室教筏 ・エ1専

浦 辺 鋲 太 郎 側 浦 辺 建 築 事 務 所 長

小 川 正附竹中工務庖取締役開発計画本部長

加 藤 一 男 大 阪 市 公 園 部 長

後 藤 典 夫 大 阪 府 建 築 部 長

西 村 栄 一 大阪市建築局建築部長

西 嶋 徳 太 郎 l綱大阪建築事務所専務取締役

福 !日 朝 生 附双J l 1 社竹腰建築事務所代表取締役

森 忠 一 村 野 殺 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

6. 入選作品の数ならびに賞

当選案 l 点 賞状および:賞金

佳 作 3 点 H  

7. 締 切 期 日

IIfl 和42年 8 月31日

￥ 150.000 

各 ￥ 20.αxl

郵送の場合は同日付の消 印あの ものは有効とする。

8. 応 募 資 絡

本会の個人正会員 または准会員である乙と 。

9. 入 選 者 発 表

人選者には| 昭和42年 9 月30日ま でに通知し ，表彰式を催して賞状

な ら びに賞金を贈呈する。また ￭ｾ 築と社会 ｊ 11月号 IC発表する 3

入選作品は展示公開する。

10. 応 募 心 得

a  図面はケン ト紙中版 (750mm x 550 mm)  2 枚に収め，透視図

のほかは尽書とする乙と。プリン トは認めない。

b  凶而には氏名 ，暗号目印になるものをつけてはいけない。fこだ

し住所，氏名 ，勤務先( 学生の場合，在学校名 ，学年) を記入

した紙片を封筒 lζ 入れて街封し， それぞ、れの図 l釦ーの裂にのりつ

けすること。

c  応募作品は 1案 ごと に別包装と す る乙と。

d  共同作品の応募者名は代表者 1名とする ζ と。

e  応募作品は希望ｾ Ｎー には返送する 。 ただし入選作品は本会に本管

す る。

f  版権は本会は服するつ

11. 送 付 先

大阪市東区北i J { 3- 37 社団法人 H  本建築協会

記念事業デザインコンクー j レ係

12. お 問 合 せ 先

向 上 沼 大 阪 06-231-9649

位 置 図
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1=1 
年 度 決 算 報4 昭 和 4 1  

近畿建築会館 特別勘定
定勘般

表照対{昔貸
表照対{昔貸

II{j f11 42 {Io 3 刈 31 LI 現 在

1111 :j司 1 42 1r 3 月 31 日 現 イE
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方方貸方

'1. 501. 500 金平キ手+ る員目日

4. 887. 134 

375. 109 

170. 250 

1. 004.  490 

19S. 418  

106. 103  

400. 000 

47. 672 

202. 8801  

214，588 

107. 982 

347. 30 

金

A  

斗L?i 

木

;民

金

郵 便 振 倭 貯 金

J I' 

金

ノ、

以，:

征

人

f1i 

fII li 

J以

通

有

未

現

. W 

同

• 200. 000 

309.415 

7. 285. 000 

240. 000 

475. 701 

357. 821  

203. 026 

400. 000 

1. 493.  88ι 

81，5891  

金

金

金

入

ナム

父:

金

目見

)IJ 'N 

主ム

払

仮

j
n
d

H

J

 

式
口

f¥・

?i 11: 宮古
.."， 

. L、
9. 338. 047 

金

青|

633.193 ;と勘文収1. 891. 628 越主主ｪｾｊ＠前

合 18. 834. 706 
18. 834. 706 

994. 590 凶F¥I 在

表訳内支収

12、867，137  
12. 867，137 fi 

イ干

収 入 H付利 42 壬1:: 3 月 31 日 現 在

1， 500.  0001ム 200. 000

1. 800. 0001  

20. 0001ム 2. 913

3，320，0001  t:， 202. 913  

i首 ム 減予 算 額決 算 額仁1

自立会υ| 繰入金

出 料

収 入

11) 

第

ω
H

雑

録

3  )  J  31  11 引 (i

目産

lI {j 有1 '12 61  

財

• 
言¥'

ｾｬ＠之4長主ll'ij l  之産資

• 

1

J

l  JIl 決 算 古J! 予 算 額 上自ム減

借 入 金 利 チ 364. 250 368. 000 ム 3. 750  

，ey u  

気 料 120，850 108. 000 12. 850 

瓦 j折 代 152. 994 156. 000 ム 3. 006 

水 止‘Q ｦｾ＠ 6，684 18. 000 ム 11. 316 

l岱 j也 本} 724. 228 725. 000  L  772 

火 災 保 険 料 15. 200 15. 000 200 

公 Jぷ 176. 380 193. 000 ム 16. 620 

i彦 l!jj Ｑｾ＠ 172. 790 450. 000 ム 277. 21

人 V! 1- 11. 325. 470  300，000 25，470 

雑 Ｑｾ＠ 215，760 240 

ｾ物悩よｉｬ余 584，000 585. 000 ム 1. 000 

f¥ 深 江i 勾l 念 55.455 50. 000 5，455 

言| 2. 914，061 3. 184. 000 269. 939 

支 出

920. 4221  

47. 672 

347. 300 

建 築 会 館 益 金

建 物

建 物 償 却l 準 備 金

正 話 設 備 費

11 器

11 器 償 却 準 備 金

銀 行 1 : Q 金

税 金

未 収 入 金

一 般 会 計 繰 入 金

ｾ付 金

借 入 金

未 払 償 主 主 金

」ミ ナ ム 利 息

前 期 繰 越 金

収 文 勘 定

'1. 743. 793 :j( 

4即

2却0. 0∞0∞0叫:: f日| 滋 伯 A却Jt準隼 b似愉;;前u ｾ金金

1.7乃98.6ω901州11 ｩ故抜日 ｪ［ｾ泊向Ｎ Ｎ白向主 Ｑ当 Ｚｊ 目畔 、下ド氏Ｚ ｪＴＺμ 業資 金

184. 952;: ィlil

2. 048. 09111 米

33川 01; 似

200. 000 創立lL 1-年記念勘定
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:ji 業 準 {Iiii 金
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定勘般

表訳内支収

弘主

87. 790 

173.597  

19. 700 

287. 390 

6. 303 

658. 501 

2. 210. 700 

372. 100 

336. 327 

16. 137. 640 

802. 100 

74. 550 

868. 174 

19. 034. 138 

286. 464 

18. 753. 977 

A  

ム

ム

ム

額 1

8. 748. 000 I  

6. 280. 000 I  

432. 000 I  

696. 000 

16. 156. 00o _ i  

12. 440. 000 

.[.235. 000 

2. 100. 000 

700. 000 

16. 670. 000 

2. 500. 000 

4. 550. 000 

1. 085. 000 

44. 280. 000 

10. 000 I  

60. ω. 0 0 0  I  

昭 和 42 年 3 JJ 31 日 現 在
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16. 149. 697  

11. 781. 499 

2. 024. 300 

1. 727.  900 

1. 036.  327 

532. 360 

3. 302. 100 

11. 624. 550 

216. 826 

25， 2/[5. 862  
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民

政

政

政

計

会

会

〈

ム

{本

方

メ斗

:z;;; 

Ｑｾ＠

正

団

地

準

目

入収t'l 

科

会

誌 、 収 入

演 説 習 会 収 入

会 収 入

款 売 上 収 入

古 : 出 版 収 入

宅 相 談 所 収 入

員 名 簿 収 入

制f

雑

議

集

約

図

住

会

入収3長王f:;:

，. 

296，461 

41. 692， 023 

入収斜t入収雑

科 目 資 日 決 15 額 予 写E 額 i1ヨ ム
減

雑
守砂土じ、

'1!1 
13. 962. 896 13. 580. 000 

382. 896  

諮 演 ; 蒜習 会 主t 1. 611. 115 
3. 660. 000 ム 2. 048. 885 

:lli 会 '1!1 
2. 377. 046 

2. 400. 000 ム 22. 954 

図 者 出 l仮 世i 599. 061 
16. 100. 000  ム 15. 500. 939

事 業 ｾｾ＠ 調 査 't'i. 
197. 862 

200. 000 ム 2. 138 

住 宅 相 談所ｾＡＨ 2.970. 173 
2. 300. 000 

670. 173 

会 員 名 簿 発 行 政 4. 187. 538 
4. 350. 000 ム 162. 462 

新主 1. 363.  938 
1. 900. 000 ム 536. 062 

計 27. 269. 629 
44. 490. 000 ム 17. 220. 371

総 会 評 議 員 会 資 159. 776 
200. 000  ム 40. 224 

理 ヰト 会 ｾｊｪ＠ 58. 385 
80. 000  ム 21. 615 

笥i 会 '1!1 
30. 000 ム 30. 000 

会 議 史t 常 設 委 員 会 ' { l 1 402. 655 
420. 000 ム 17. 345 

特 別 委 員 会 '1!1 29. 771 
30. 000 ム

229 

審 議 会 担t

650. 587 
760. 000  ム 109. 413  

支 部
」ず で、

宇I 金 413. 267 485. 000 ム 71.733 

支 部 ｾ＠ 支 部 補 助 金 81. 750 
100. 000 ム 18. 250  

計 495. 017  
585. 000 ム 89. 983 

一 一

電 話 料 259. 975 360. 000 ム 100. 025 

通 信 '1!1 
844 12. 000  ム 11. 156 

旅 望t
ヲ3iて、

通 'ul 316. 625 300. 000 
46. 625 

事 務 'fl  

集 金 't'i. 759. 886 
832. 000 ム 72. 114  

印 局リ 物 'f1 127. 650 
240. 000 ム 112. 350 

文 房 具 'f1 103. 757 
120. 000 ム 16. 243 

雑 '1!1 227. 675 204. 000 
23. 675 

計 1. 826.  412  
2. 068. 000 ム 241. 588 

給 料 6. 194. 026 6. 195. 000 ム 974 

給 与

超 動 手 当 179. 725 
300. 000 ム 120. 275 

1): 与 1. 983. 200  
2. 065. 000 ム 81. 800 

計 8. 356. 951 8. 560. 000 ム 203. 049  

縫 康 {呆 険 料 217.815  250. 000 ム 32. 185 

厚 生 年 金 保 険 料 157. 843 150. 000 
7. 843 

l￥ 生 2ま

失 業 保 険 料 55. 394  50. 000  
5. 394 

労 災 {呆 険 料 19. 240 15. 000 
4. 240 

職 員 福 手1] 1主 155. 242 167. 000  ム 11. 758 

計 605. 534 632. 000  ム 26. 466 

償予賦会退館職手勘課定却備当繰桜入立 金金金金円 眠 課 金

32. 440 35. 000 ム 2. 560 

会 館 勘 定 繰 入 金 1. 300.  000 
ム 200. 000 

退 職 手 当 積 立 金 500. 000 500. 000  

什 器 償 却 金 22. 260 31. 000 ム 8. 740  

予 備 1Jj 1. 285.  000  ム 1. 285. 000  

支 出 合 言 | ー 41. 058. 830 60. 446. 000 ム 19. 387. 170
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特 別

( イ) 表彰候補者

推際委員会

( ロ) 会勢委員会

会員グループ

世話人会 3 回

( ハ) i 日本万博コン ストラクション ガイ ド」

作成委員会 2 回

( ニ〉 創立50周年記念事業委員会

委 員 会 小 委 員 会 等

1回 1回

1 回 51 回

--

官土製鉄株式会社

第 5回実務に直結 した建築工事別説明会

「無音無振動基礎工法・合成 コ.ム系防水工法」

3 月 8 日 於大阪科学技術センター 130名

協賛 円本 コ事ム株式会社

株式会社エパレヂン工業所

日本コンク リート工業株式会社

東作基礎工業株式会社

習

三主

E ヨ

至 昭和 42年 3月31 日

員

3@1 

? 阿

詰ニ

Eコ
年 度 事 業 報

. 6.  

=  
委

自 昭和 41年 4月 1 B  

昭 和 4 1  

財務委員会

総務委員会

記念号編集

委員会

記念出版

委員会

記念物建設

準備委員会

. 6.  

ココE

左官工事講習会

4 月 4 日 於兵庫建設会館

5 日 於洲本市民会館

唱砂

講

• 

• 

80名

少数のため座

談会 { C変更

6 日 於姫路商工会議所 70名

7 日 於虫岡労働会館 130名

25日 於愛知建設会館 150名

11 27日 於岐阜建設会館 150名

5 月26日 於金沢ピJ レ第 1会議室 180名

11 27日 於秋田県産業会館 120名

共 催 兵 庫 県 建 築 士 会 ，愛知県建築士会，

秋田県建築士会，兵庫県建設業協会

愛知県建設業協会 ，岐阜県建設業協

会，兵庫県左官業組合連合会，愛知

県左官業組合連合会，岐阜県左官業

組合連合会，石川県左官業組合連合

会，秋田県左官業組合連合会，兵庫

支部，東海支部

第14回現場実務講習会

自 6 月 13日 変 6 月18日 6 日明

各 日 共 自 午 前 9 時 至 午 後 51時

於大阪科学技術センタ ー 127名

第15回現場実務講習会

自 6 月初日 至 6 月25日 6 日間

各 日 共 自 午 前 ? 時 至 午 後 5 時

於大阪科学技術センタ ー 176名

左官工事講習会

7 月28日 於大阪科学技術センター 174名

9. 研 究 会 |

建築法規の研究と討論の会

「最近の法規をめぐっ て」

B 月2冶日 於大阪科学技術センタ-

10. 関 西 都 市 ， 住 宅 会 議

第 7回関西都市，住宅会議

「日本万国博覧会々場計画最終案の発表会」

10月26日 於国民会館 1. ぬ0名

共催 大阪府建築士会，日本建築学会近畿

支部， 日本建築家協会関西支部，大

阪建設業協会，日本建築材料協会，

70名

11 

11 

11 

11 

座談会

3 回

. 6.  

=  

第 1 回実務に直結した建築工事別説明会

「新しい防水工法と実例 ( 1 )  J  

7 月27日 於大阪科学技術センタ ー 137名

協賛 日新工業株式会社

鐙淵実業株式会社

山出興産株式会社

株式会社A B C商会

第 2回実務に直結した建築工事別説明会

「新しい防水工法と実例 ( 2)  J  

8 月24 日 於大阪科学技術センタ ー 175名

協賛 三塁ベソレト株式会社

日本涯育工業株式会社

日東む工株式会社

白鳥ノレーフィング株式会社

第 3回実務に直結 した建築工事別説明会

「新しい内外装材とエi去 ( 1 ) J  

9 月28日 於大阪科学技術セン ター 116名

協賛 日本屯気硝子株式会社

株式会社田島順三製作所

三協ア J レミ ニューム工業株式会社

第 4田実務に直結した建築工事別説明会

「新しい内外装材と工法 ( 2 )  J  

10月27日 於大阪科学技術セン ター

協賛 浅野 スレート株式会社

久保田建材工業株式会社

40名

2 回

万国博についての講演会

3 月 6 日 於大阪科学技術セ ンター 450名

共催 日本建築家協会関西支部，

日本建築学会近畿支都

大阪府建築士会

. 6.  

τ"" 

5 回

1回

3 回

J寅

明

議

説

( イ) 通常総会

6 月28 日 於 会 館 集 会 室 出 席 者 14名

議 事 ( 1  ) 昭和40年度事業報告承認の件

( 2 ) 阿和40年度決算報告承認の件

( 3) 昭和41年度収支予算承認の件

( ロ) 通常総会

2 月27日 於会館集会室

議 事 ( 1  ) 院事 1名選挙の件

( 2 ) 本部所属評議員56名選挙の件

( 3 ) 名誉正会員推挙IC関する件

2. 評

( イ) 定時評議員会

6 月28日 於会館集会室

出 席 者 委 任 状 共73名

議 事 ( 1  ) 昭和40年度事業報告承認の件

( 2 ) 昭和40年度決算報告承認の件

( 3) 理事 1:名補選の件

( 口) 定時評議員会

11月28日 於会館集会室

出 席 者 委 任状共69名

議 事 ( 1  ) 昭和42年度評議員選出数決定の件

( 2 ) 名誉正会員推挙lζ 関する 件

( ハ) 定時評議員会

3 月22日 於会館集会室

出 席 者 委 任状共64名

議 事 ( 1  ) 評議員会及び副議長互選の件

( 2 ) 昭和42年度収支予算承認の件

( 3) 副会長( 1名) 理事( 15名) 選任の件

( 4 ) 役員重任承認の件

( 5 ) 常務理事重任承認の件

( ニ) 技術部門評議員会 2 回

理 事 会

幹事会，小委員会

分科会，打 合 会

48回

34回

5 回

12回

l 回

31 回

9 回

8名出席者

.6ー

τ E  総

. 6.  

τ E  

(イ ) 定例理事会

(ロ ) 編集理事会

(ハ) 主計理事会

設 委 員 会

委員会

( イ) 事業委員会 11 回

( ロ) 編集委員会 12回

( ハ) 教育委員会 l 回

( ニ) 住宅委員会 9 回

( ホ) 法規委員会 10回

( へ) 出版委員会 l 回

図書編集委員会

( ト) 建材委員会 8 回

6  

員

12回

2 回

4 回

議

許，. ，

吊4. 



大阪住宅建設促進協議会，大阪市街

地再開発促進協議会

11. 若 い 会 員 の 集 い

•• 

千里ニュータウンを見る 会

「ニュータウン計画と建築」

見学の主な建物

南センタ ーピJ レ

古江台近隣センター

青山台近隣セン ター

中央公園展望台

7 月29 B 30名

ゲスト

杉 浦 修一氏

小田切陽三氏

太 田 隆 信 氏

大阪府総合青少年野外センタ ーを見る会

8 月27日. 28日 25名

ゲスト

井上部士、弘氏

太 田 隆 信 氏

三 平 規 夫 氏

住宅を見る会 「生 田邸」

9 月29口 25名

ゲ ス ト 彦 谷 邦 一 氏

植木と庭園を見る会

日の丸植物園，守旧盆栽及び春光悶

10月22日 40名

ゲスト

大上 清氏

三 好 武 一 氏

「モントリオール万国博建設工事の見聞談」

を聞く会

11月18日 於会館集会室 30名

ゲ ス ト 森 口 徹 弥 氏

。

• 
12. コ ン ク ー ル

第12回工高生デザ インコンク ール

設計課題博覧会場f L 建つゲー ト

募 集 9 月20日締切り

応 募 数 19校 106点

審 査 会 10月17日

入選作10点( 内最優秀作 1点)

表 彩 式 11月12日

13. 会 誌 「建 築 と 社 会」

• 
4 月号 建具金物

5 月号 建築法規

6 月号 国立京都国際会館

7 月号 第 13回青年建築家

8 月号 万国博会場計画

9 月号 造 園

10月号 最近の地下工法

11月号 市街地改造

12月号 公害と都市 ・建築

1月号 国立劇場( 本号よ りA 4 版の大

型化となる)

2 月号 建設機械

3 月号 創立50周年記念号 (50年の歩み1

14 図 書 出 版 |

左官工法指針

出版委員会編 2，0∞部I曽刊

ａ Ｕ 判 Ｈ Ｑ ＴＸ ｘ Ｒ Ｑ Ｐ ｾ 弘 Ｉ ・ Ｙ ポイン ト 活字

一段横組 350頁

定価 350円 会員特価 3∞ 円

昭和 41年度会員名簿

A 5 判 492頁 7，∞0郎

定価 ￥5∞ 会員無料配布

15. 見 学

. 6.  

=  

朝 日新聞本社地下工法見学会

4 月 7 日 84名

国立京都国際会館見学会

4 月 9 日 142名

東洋棉花株式会社本社 ビル見学会

4 月30日 61名

甲南大学体育館見学会

6 月25日 25名

二条陣屋，南禅寺， 円通寺見学会

7 月 5 日 45名

塩野義製薬株式会社杭瀬工場見学会

7 月15 日 40名

大阪化学繊維会館新築工事見学会

7 月23日 30名

新 ガスビルディング新築工事見学会

( 日本建築学会近畿支部，

大阪府建築士会共催〕

8 月 6 日 98名

阪急梅田駅拡張第一期工事 ( 仮称矯真工法)

見学会

8 月 8 日 55名

キリンビ ール尼崎工場見学会

8 月27日 35名

京阪天満 ピル見学会

( 日本建築学会近畿支部，

大 阪 府 建 築 士 会 共 催 )

9 月10日 277名

ドアーオペ レーター製造工程と紅葉パラダイ

ス ( 新建材) 見学会 ( 建材委員会)

?月 13日 10名

中日ビルと明治村を見る会

10月16日 26名

イト ウピル見学会

10月25日 30名

奥能登の風光と 民家見学会

11月 6 日， 7 日 15名

ゲス ト 林野全孝氏

千里メゾネット住宅と公団住宅見学会 (住宅

委員会)

12月 7 日 15名

白鶴酒造株式会社製品庫新築工事見学会

2 月25 日 20名

ホテルエ コー オーサカ 見学会

2 月28 日 ω名

大阪銀行協会見学会

3 月4 日 165名

( 日木建築学会近畿支部，

大阪府建築士会 共 俄 )

16. 午 餐 会・ 懇 親 会

役員委員の見学と懇親会

4 月16日 於京都 89名

建築 6団体会長午餐会

9 月21 日 於大阪科学技術センター

忘年怒親会

12月 14日 於太閤箇 490名

建築 6団体合同新年交礼会

l 月 4 日 於国際ホテ l レ 484名

新年午餐会

1月 12日 於大阪建設会館 Ｕ Ｑ ｾ ，

会長 ( 在東京団体) 懇談午餐会

2 月 10日 於東京会館 13名

丹下健三氏を囲む懇談会

3 月 6 円 於大阪1 ' f"[': 技術センタ- 22名

17. よ ろ ず 住 宅 相 談 展 覧 会

問 7 月14日 至 7 月19EI 6 日間

於阪神百貨庖 8 階ホーノレ

入場者 23，517名 相談件数 1，722件

18. 意 見 書 提 出

建築士法改正について

12月 3 日 建築行政協会宛

19. 役 員 ・ 委 員 推 薦

大阪商工会議所議員

会 長 東 畑 謙 三 氏

大阪市街地再開発促進協議会調査研究守門委

員 理 事 政 岡 基 次 氏

20. 創 立 50 周 年 記 念 事 業

東京の新建築見学会

3 月22日. 23日 138;Y，

懇親 ゴルフ大会

3 月29日 於鳴尾コツレフ倶楽郎 104名

記念式典1

f 於太閤国 183名

表 彰 式j

祝 賀 会 於太閤園 245i'，

3 月30日

関西の建築50年回顧展

自 3 月30日 至 4 月 4 [1 

於 阪 神 百 貨j苫2 階 ) Li"¥'副総

21. そ の 他

( イ) 他国体との共同活動

建築国際連絡協議会

( ロ) 会館建設借入金の償還

日本建築学会に50万円のほかjll1せーんK より

50万 5 千円を償還

( ハ) 会計監査

4 月25 日. 27日. 30 口及び 5 刀 l 仁! の 4 日

7  

〆"



間公認会計士宮島事務所によって昭和40"!o

度決算の会計監査を受く

I  ＲＲ 三会 が λ ， ｾｖ 品白体 ｼ
大阪商工会議所

関西経済迎会会

大阪市街地開発促進協議会

大阪住宅II 設促進協議会

大阪府社会保険協会

建築行政協会大阪市支部

日本コンクリー卜会議

東区納税協会

23. 後援または協賛 した 会

異形鉄筋コン クリ ー卜 設計法講習会

主 催 鋼材倶楽部

8 月25 日 於大和証券ホーノレ

9 月 1 1司 於名銀ヒツレ? 階ホーノレ

1/  

2 日 於関電ホー J レ

〆ノ

6 日 於香川県農協会館ホーノレ

/ /  

8 日 於広島商工会議所ピノレ

/ /  

10日 於明治生命ホー J レ

大阪地盤講習会

主催 日本建築学会近畿支郎ほか l 団体

10月 3 日 於大阪科学技術センター

砕石コンクリート講習会

主催 日本建築学会近畿支部ほか ＲＱｾｪ 休

10月 7 日 於大阪科学技術センター

「住宅団地に建つ鋼構造高層アパート 」設計

競技募集

主 催 鋼 材 倶 業 部

募集期限 l 月31111坂

G H構造デザインマニアールと講演会

主催 日本建築学会近畿支部

11月25 日 於初口生命 8 隣ホーノレ

「合板型枠」施工技術講習会

主催 ￭ ｬ Ｊ 建築学会近畿支 ｾ｜ｩￎ

2 月 15円，16日 於大阪科学技術センター

24. 会 Jiil 動 態

年 間 入 会 年 間 退 会 年 度 末 現 在

正 会 員 790ノ¥ 628ノ、 4，15 8 A  

問休会日 48件 30件 ω 5f'j: 

(ω 仁1) (43ロ) ( 1，63811) 

地方会員 ω 人 36人 303人

J詮 会 員 192人 450ノ¥ 506人

〈訂正おわび〉

先月 号の 27瓦に所般の 「 放古林義教氏略挺J のうち ， 1- 十

五位勲五等双光組日貨J は「従五位勲五等双光胞 n賞 」 の 誤

りでした。 以上つつ しんで訂正いたしますとともに ， おわび

申しあげます。
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4 通 常 総 会 決 議 報 告
日本建築協会会告

昭和42年 6 月 16日近級住築会館において開催されました日本築越協会通常総会で，下記の議案が

それぞれ原笈のとおり承認決議されましたので，乙こに会告申しあげます。

記

1. 1昭利41年皮事業報告承認のf ' I : (J Jljftl) 

1. 昭和41 f ! 三度決幻ー報告承認の件( 別掲)

1.  1I[l和42年度収支予算承認の件 ( 4 月日向，liQ) 以 l

社f1j 法 人 白 木II 築協会 会長 Q.[ 焔 謙 一

ー険

4 第 4 回 「よろず相談住宅展」開催

過去三回にわたり実施した，住宅よろず相談をql 心とした1M覧会は ，回を豆ねるどとに好評を博

し，今や年[11

行事として，木年も下記のとおり開催する乙とになりま した。

われわれはとのー速の相談所行事が，住宅を求め悩む大衆の切笑な要望を満たす
- J l)J となり，ま

たj折界K 住宅相談所開設の気速を盛上げた乙とを自負するとともに，今後さらにその形式や内界を

充実して，それらの指標たるに相応しいものにしたいと念ずるも のであります。

会 期
1I[l和42年 7月13日( 木) - 18円( 火) ・ー . 6 日間

会 場 阪神百貨応 8 階第二催場

4・主 催
社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

後 援
大阪府 ・大阪市 ・住宅金融公庫 ・日本住宅公団

内 容
イ) 住宅 lζ 関するよろず相談所 ロ) 分譲会社の相談コ ーナー ハ) 新建材の展示

コーナー ニ) 阪神百貨庄の住宅インテリア相談コーナ ー ホ) 住宅の諸問題 lζ 関

するパネル展示 へ〕住宅筏型および参考資料の展示

‘ 寄 附 金 の 受 領

株 式 会 社 久 保 尚 j占 殿

故久保事一氏ど逃士、によるヨ11i付金卜記の通り受領いたしました。誌して感謝申しあげます。

一金 250，0∞円

叫 創 立50周 年 記 念 事 業 資 金 受 領 報 告 ・ その 5 ( 6月 1 日迄分)

• 
50周年記念事業資金を下記のとおり受領いたしました。厚くお礼申し上 げます。

記

し { 士 製 鉄 株 式 会 社 誕 生 50，∞0円 松 弁 昭 光 殿
5∞ 円

大 阪 瓦 斯 株 式 会 社 殿 5，α)() 円
相H 原 清 { 言殿 5∞ 円

能 勢 建 築 事 務 所 殿 5，α)() 円

好 歓 之 進 殿 1，∞0円
合 計 62，51

∞ 円

西 村 英 雄 殿 5∞円 累 計 5，727，αわ円

4 建 築 と 社 会 「日本建築協会 創 立50周 年 記 念 号 」

( 昭和42年 3 月号) についてお願い

先般発行いたしました「日本建築協会創立50周年記念号」 に対する皆さんの ど意見，本文記事に

ついての誤払訂正および追補がありま したら事務局までお知 らせ願いたく 存じま す。それらをま

とめて「建築と社会」昭利43年 3 月号，日本建築協会創立50周年記念事業報告号IL掲載する予定で

す。なお，同記念号は，関西の建築50周年の歩みを知る上にとっても貴重な資料と存じております

ので，ど入用の方は，事務局までど注文 (￥ 3∞. 送共〉くださ い。

送 り 先 大阪市東区北浜3- 37 社団法人 日本建築協会編集係宛

• 

4 創立50周年記念事業特別講演会開催延期お知らせ

6月23日開催予定の特別講演会は都合により延期いたします。
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東 ・ 西 ア ス 協 組 統 一 年 限 仕 様 確 立f T、

、ｾｾ
特 i 言午
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界
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九

O

%

以

上

を

し

め

る

合 j日成I戎文純 繊の イ不不， 織 布 に ア ス 夕 イ トを夕、ツy フプ。1リj と 含 j浸受させた特持三寸百許午製

J品11山1

被 膜 〉 ともいえる防ノ水ド同宇補市強材 の 決 定 j版坂 でで、す 。

F地 rll 裂 に 順 応 す る 延11判 長 の ほ か 、 低 机 で も JJ f o : 化しない柔軟性、

粘 り と強 制 作1:: 、! 釘一朽 ・老 化 し な い ず ば ぬ け た 耐 候 ・耐 久11' . など

補 強 材 として. E1H;tLl的 な午':'); '，牲 を も っ て い ま す 。
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ま
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ｾｾｦｊ＠ ｾＧ， ιｹ イド

⑫ d 秒

司.  

.... 

料 殊 な 製 法 に よ っ て っ く り だ さ れ る 最 高 の 防 水 材 で 、 一 般 の 合

成樹 ｊｈ Ｇｩにもまさる ｩ ｪ｝ｪ ｷｮＨ ｉ Ｏｾ な特 性 を も ち 、〈黒 い プ ラ ス チ ッ ク 〉 と

も い え る も の で す 。

耐 候 . I1耐久" 旬、 討' ，iU度交によ つ て R硬及毘I 化 . 可軟次イ化七 し な い l申幅ド隔高広しミ吋t温且度持i性生

加 熱安: 定A占占剖E乞引，性!

て安嬰. 求されるあらゆる 特 iγ門'1竺1:: を そ な え て い ま す

争 1

?ヲtφ イト

争 1

• 

す ぐ れ た " 性 能 の ア ス タ イ トと、 特 許 ・ 補 強 材 強 力 ギ ル ソ イ ド を

組 み 合 わ せ た 防 ノ 判 官 ; は 、 そ の 相 乗 効 果 に よ っ て 、 ど ん な き び し

い 自 然 条 件 に も よ く 耐 え て 、 老 化 ・変 質 す る こ と な く 、 破 損 -

iA雨水 な ど の 事 故 を お こ さ な い 〈最 高 の 防 水 層 〉 で す

ｾ，，，＠ ＮＱ￞ ｾｾｴ［ 宅前

的 特

ア ル ト 事 業 協 同 組 合

ル ト 事 業 協 同 組 合

東 日 本 ア ス フ

西 日 本 ア ス フ

建設省東計65号認可

• 

11 

T E L  代 表 ( 866) 6  1  0  1  

T  E  L {-史表 ( 441 )  5  9  5  1  

名 古 屋 ・ T E  L  ( 571 ) 6361 

岡 山 . T E  L  ( 24)  2692  

ア

京 ・千 代 田 区 岩 木 11I J 3 の 1 1 の 1 3  11 1  ，fゐ 応 間 内

阪・ 大 阪 市 西 区 点 IIIJ 明 1 の 7 4  

幌 . T  E  L  ( 22 )  6038 仙 台 . T  E  L  ( 22 )  6413  

岡・ T E  L  ( 28 )  2807 広 島・ T E L ( 21)  2281  

建設省阪建22号認可

東
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唱量

読者の頁

役稿をおまちしております。縄織の

分には粗品進呈いたし ます。

口 「建 築 と 社 会」 に 一 言 口

協会も50周年の年をむかえいろいろあわただ

しいととも多くあると思います。「建築と社会J

も数多く発刊された乙とでしょうが，乙のどろ

の内容を見ると多少マンネリ化を感じます。大

版になりましたが，それとて重要な意味がある

とは思えま せんし ，もう少 し特色とい うか，協

会カラ ーとい うものをうちだしていただきたい

のです。読みたいという気のする雑誌となるよ

うにいろんな努力をされているとは思いますが

今一歩 。表紙もなんとかなりませんか ?

思、いつくまま勝手な ζ とを書きならべま した

が，失礼をおゆるしください。

( 神戸市兵庫区荒閏町 2 丁目 62の 2 山陥電気鉄道服建築謀

森田 茂 夫)

「あんさ ん」 の 死 を 悼 む

一福知秀夫君の本葬を終えて一

鷲 尾 健 一

故福知秀夫氏略歴

明治39年 3 月15日生。

昭和42年 5 月16日死去。 61才。

本 箱 大 阪 市 東 区 南 新 町 2 丁目 33
0

昭和 5 年 京都帝国大学工学部建築学科卒。

昭和 5年 9 月 大阪市司辞職，建築局学校鐙綾部

長，営繕郎長を経て，昭和38年 6 月建築局長。

昭和40年 7 月退職。その後大阪市住宅供給公社

専務理事。

E のIUJ. 大阪市不動産評価得議会妥貝( 昭和

38年) . 大阪市不法建造物等処理対策安員会安

貝 (昭38年) . 大阪府建築審議会費負( 昭38年) .

大阪市総合計画審議会幹事( 昭39年) . 築港深

江線路投本部長( 昭39年〉等を歴任。

口 明 治 建 築 ・ 土 木 史 年 表 ・ 関 西 篇 ( そ の 6 ) 口( 自明治11年 7 月 3 日 ~至同月 11 日)

明治

11年 7 月 3 日 「石油会社」とアメリカ人技師ダンとの聞に係る給料延滞三万円に及ぶ民事紛争は

「石油会社」の石坂社長が倒産して解決のメドがつかなかった所，旧薩摩藩士海江

田信義が聞に立ち ，ダンに規定の延滞金を払って解決したが，その金の出所は岩倉

具視だったといわれていた。

ゆき' . り

/ 1 / 1 11 一時熊本地方に不穏の噂があったが何事もなく ，谷干城鎮台司令官は上京して，市

ぐ ぷ

ヶ谷士宮学校の明治天皇天覧 lζ 岩倉，大|技，川村，大山 ，徳大寺，吉井な どと供奉

している 。乙のとき語長を得た生徒の中 lζ ，石本新六( 後の大将，陸相) . 上原勇作

( 後の元自IjJ . 陸相) などの名が見える 。

11 11 7 日 大阪砲兵支庁より山口県の小銃製造所へ職工数名派遣。急ぎ銃器の製造にかかると

いう 。

11 11 8 日 三菱会社社長岩崎弥太郎。西南戦争lζ 官軍につく した功績により勲四等旭日小綬章

を受く 。

あげだい るん

/ 1  / 1  10日 京都島原の太夫の揚代金( 花代) は，従来一昼夜 1 円80銭だったが，以後昼夜別勘

定として昼 l 円。夜 l 円となる 。

11 11 11 銚子で利根川の}iT芸美( 船) を営む常盤屋徳三郎が新興の「通運会社J の通巡丸にすっ

かり客を奪われたので，権利金を払って通運丸の運航中止を申入れたといわれた。

ぜい- 1ん

常陸屋の持船育連丸外一般はともに| 日隊摩務島津公の持船で，常陵屋が 3 千 5 百円

で払下げを受けたものだったo

/ 1  / 1  11 日 諸宮庁; Q時間となり ，乙の日より 9 月 10 日まで一斉に朝 8 時開業正午終了とす。

1/  11 11 京都西本願寺飛雲閣の近く で越後の門徒某か清浄な大水脈を発見したが，井戸招抜

器械の経質が莫大なので，更に慎重に其偽調査中という。

( 須 藤 欣 ニ)

「あんさん」が逝くなった。 われら昭午会の呑兵衛 3 勇士の l 人， 爆笑の中心でもあ った

「あんさん」が. 1年程の長い闘病生活のすえ，死んで しま った。惜 しい。ほんとに残念だ。

「あん さん」は，あま り頑丈な方ではなか ったという。しか し，ながらく寝込んだという話

は， あまり聞かなかった。だから ，乙んどの最後の闘病は，なれない長さでさぞしんどかった

乙とだろう 。万全の看護にあた られた ど家族も大変だったろうが，精神的にまいってしまい勝

ちの長い闘病生活 1<:. 儀後まで希望を持 っているら しく，あま り泣言をいわなか った「あんさ

ん」に，ぼくの胸はつまった。 rあんさん」の今度の病気は，ぼくにはかなり早くから，何か

案じさせるものがあった。その後，不治らしいが，最後ま で「おやじ J IC希望を持たせておい

てやりたいと， 長男の修君からうかがって，ギクリとなった。 rあんさん」は，その後，予想

を裏切 って，何度か死線を越えた。間にあ うかと 案 じた初孫、もできた。その上，孫のコ' ン cm

を私共はそう呼んでいる) は，黄痘が進行して異様になった「あんさん J IC手を出し ， じじを

喜ばせたようだ。そ のゴンの可愛い引伸写真を病室に飾 って眺め，そのゴン IC見守 られて 「あ

んさん」は死んで行った。

「あんさん」の可愛がったゴンは，生後 9 カ月 ，おそら く，何も覚えていないた‘ ろう 。 しか

し， 隔世巡伝というか ら.rあんさんJ の良 さは，ゴンに引き継がれているはずだ。今すでIC，

ぼくには有望に見える 。残ったわれわれは，ゴンが立派1<: 育つように協力を惜しまないつも り

だ、。 rあんさん」よ ，安心して見ていてくれ。

協会誌12月号クラス ・メート のための写真撮影は. rあんさん」にはしんどか った乙と だろ

う。すまなかったが， あれは，実は， もう最後かと思ったぼくの， 皆をだましての企画だっ

た。しかし ，元気な顔にとれ.rあんさん J IC も喜んで貰えたので，満足以上だった。今日も，

「あんさん」 の本葬に集まった昭午会の仲間で，落付いたら「あんさん」追悼の会をしようと

話合った。 rあん 怠ん」よ，追悼の会だけでなく . 11百午会には， 天のど乙か らか，必ず，いつ

ものようにやって来てほしい。待っている 。 c昭42 ・5 ・23夜〉
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ニュース原稿をお送りください。

. .6.  

ココE

ス

圃 G L デザイン・コミッティ主催

によるパネルディスカッション

インテリア ・エレメントを主 とした すぐれた

デザインが広く深く建築空間へ参加て・きるよう

に. アーキテク 卜とデザイ ン ・メーカーとデザ

イナーの交流を はかり，デザインをセレクトし

社会に紹介し ，デザインの広範な実用化を示唆

し批巡するというプロテ' ューサー集団ができ

た。乙れが< G L デザイン ・コミッティ >。

構成メンバーは，岩本博行，百li 辺鋲太郎，岡

村実 ，ＱＮｾＱ 永正三 ， 富家泰宏 ， 西沢文隆 ， 浜口隆

一 ，il ま谷邦一，増田友也の各氏である。

事務局は京都市東山区四条通紙図石段下 . G

L インテリア相談室内( 屯京都 075-55-0274)

においている 。

乙のたび，乙の G L デザイン ・コミ ッテ ィに

よって「現代インテリアデザインをめぐって」

のバネノレディスカッシヨンが，企画され，去る

5 月18 日，国立京都国際会館で開催された。パ

ネリス トは

剣 持

村 尾

岡 村

日 家 宏

西 沢 文

叱i 凶 友

勇氏( 剣持蔚デザイン研究所)

栄 氏 ( 竹 中 工 樹 脂 )

実 氏 ( 日 ill 設計工初)

*氏 m家組築1)1務所)

隆 氏 ( 坂 合 理i三越築研究所)

也 氏 ( 京 都 大 学 )

浜 口 隆 一 氏 司 会 ( 浜口隆一事務所)

の各氏で，インテリアと建築との接点などの問

題やインテリアの諸問題について討論された。

参加者約ω名。

. 昭和42年一級建築士試験の施行

総築士法( 昭和25年法律知202号) 第 13条の

規定 !Cより ，昭和42年一級建築士試験は次の と

おり施行される。

1. 試験地 . 札幌市，浦和市，市川市，東京都，

横浜市，長野市，富山市，静岡市，名古屋市

京都市，東大阪市，神戸市，広島市，高松市

福|潟市，熊本市

2.試験日及び時間割

14 

昭和42年 8 月 19 日( 土l既日〕

午前 9 1時20分 午 前 1111寺

正午. . . . . . . ー 午 後 11侍40分

午前 2 時10分ー午後 31時50分

|府和42年 8 月20日( 日限日〕

午前 9 1時20分ー午前 11 11寺

正午・・一 - ー午後 4 時30分

3 受験申込手続

建築計画

建築施工

建築i法規

建築構造

建築設計製図

(1)受験申込書受付 期間 1昭和42年 6 月 15日

( 木曜日) から 1111和42年 6 月23日( 金曜日)

まで

(2)受験申込書受付場所住所地の都道府県建

築主務課

(3) 受験申込書等の交付 ・受験申込書，受験案

内等は. 6 月 7 日( 水曜日) か ら各都道府

県建築主務課で交付する。

4. 受験資格( 省略)

5. 合給者の発表 H召和42年 12月中旬

6 建築設計製図の設計課題 「従業員のための

保益所」

'111111111111川11111 書
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ニ工
ク な 都 市 分 散

E . A ガドキ ン ド著 日笠嶋，渡辺俊一. 森戸哲訳

『都市一文明史からの未来像一』

著者は ，ペンシノレヴァニア大学の都市問題研

究所の教俊で，建築 . '/;1lrli .r1匝i. 社会学に歴史

学を学び， イギリスおよびヨーロッパで， 建

築 ， 都市計画の実務にたずさわった経歴があ

る。 したがって，本舎の全編にわたって流れて

いる都市像は ，社会学芸; であり歴火にも深い理

解をもっ著者が，都市計聞研究の実務体験を通

じてっくりあげてきた苛学である。一見無謀に

思える「非集中化と分散」理論も ，著者の ヒユ

マニティ !C宮んた‘ 歴史観から ，現代都市の欠陥

を批判していく過程で生みだされてきた主張で

あり ，ユニークな都r ! H命を炭JJI4している 。

今日 ，大都市における極々の幣害は誰 しも指

摘し うる乙とがでt きるが，それへの解決策 とし

てとれからの都市構造はどうあるべきかという

問に ，数多くの都市lζ 関する本は出版されてい

るが説得力ある解答はなかなかえられない。乙

れ と 告 と とョ手者は一つの新しい概念と して，

「無中心地域」を導入する。人類が都市ら しき

ものを形成して以来5∞0年の歴史の中で‘ つちか

われてきた都市構造の既成概念をうちゃぶるも

のとしてだされてきたものであり ，大都市など

の都心あるいは都市境 といった概念に疑問符を

投 げかける 。そ れは ，イギリスなど で手がかけ

られて きた ニュータウンの手法も 従来の中心地

に依存しており ，何ら有効な方法とならないと

し，既存の都市構造の何ら手直しとならないア

ーバン ・リニュアーノレに対する批判としてあら

われている。 r無中心地域」とは ， 世界の 趨

勢，都市集中とそれを肯定する都市計画家とそ

れに関心ある人々への轡告として受けとれよ

う。それは結局，物的にも文化的にも ，大規模

かつ組織的に非集中化し ，分散しなければなら

ないとされる。

第一f;tは，都市の歴史を概観する ζ とにより

未来に対する提案の土台となっている 。古代都

市，中世都市，ノレネッサンスな らびにバ ロック

三ゐ、

両問

都 市

都Tli. そして近代都市をながめ ることによって

現代布ijS r! i のもつ構造の矛応を切らかにする。

?l' l二立は . 1誌も近代的な可能性と手段( コミ

ュニケーシヨン ， 交通， 公共サ ービ ス， 工業

など) とを手に し， 爆発的な人口明加に直而し

ている現代，いまだに乙れらを伝統的な解決案

( 大占Ism依存) !ζ 結びつ けよう としている 。そ

乙lζ 大きな危機がある。いまや，大占ijSrtiーが地域

のl ↓i心となるべき l時代ではなく ，巨大なスケ ー

ノレをもった「無中心地域J の時代であり ，その

ために ，非集中化と分散の必要性を大都市依存

と集中化の もたらす諸矛J n を指摘しなが ら説い

ている。そして今や「盟想地域」の時代であり

過去の人々が| 剥心をもっていた「型恕占ijSrljJ の

設計a と，i;i; 設i時代ではない と言う。より広い展

望と ，より広い生活領域，つまりわれわれの生

活環境はどんとん広がっているのだという認識

とそれへの対策乙そ重要だとする 。

第三1k ， きたるべき予想される「線中心地

域」のために ，われわれがしなければならない

ζ とは， 大ざっぱにいって，まず第ーに失われた

既成市街地では ，都市の人口密度と建物密度を

減らすことによって変えてし、く 。第二に，未開

発であったり ，開発が十分でなかった地域を ，

新たに増加する数百万人の居住空間にあて る。

第三IC. 広い地境におよぶ乙れらが『旧の住宅地

域を有機的に統合する。 ζ れへの目標となる原

則が. ｾｉ￴ 集中化と分散である。その手段として

は，都市計画，地域計画，および国土計画であ

り，各々の独自性を明らかにし ，上位計画と下

位計画とのつながりの必要性を述べる。

論旨に一部飛躍があ るけれど も，往々に して

近視眼的になりがちなわれわれにと って，巡っ

た角度からながめた都市論は興味ある存在であ

る。好訳であり ，内容を理解するのに大変役だ

っ。 ( A5 ) 仮，￥9ω 日本評論社発行)

( アトリ " AR P A . K地峨計画建築研究所 浅田恵弘記)
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園田本建築協会50周 年 記 念 慰 霊 祭

標記慰霊祭が. 去る 4 月28日，大阪中央公会

堂において，縁故会員のど遺族や日本建築協会

の関係者ら約 140 名が参集して，お乙そかにと

り行なわれた。

今回新らたに合犯された毘は 105 柱である 。

( 昭和37年 4 月の45周年記念慰安祭では 126柱

をお紀りし. 1昭和27年 4 月の35周年記念慰窓祭

では 567 柱をお紀りした) 。

. 万国博跡地利用のシンポジウム

一一学術会議近畿地区一一

1970年の大阪千里丘陵で開催の万国博会場の

跡地はとのようにすべきかについてのシンポジ

ウムが，日本学術会談近畿地方区によって，去

る5 月22日午後，大阪市北区の大阪国際貿易セ

ンタ ーで，開催された。西山卯三( 京大工学部

教授) . 坂井利之( 同) . 石谷清幹( 阪大工学

部教授) . 矢口孝次郎( 関大経済学部教授) の

各講師がそれぞれの立場から発言されたが，乙

乙で強調されたと とは. i 跡地は西日本の科学

情報 コンビナ ー トに利用すべきだ」ということ

であった。
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空 間 の 論 理 に 新 ら し い 光 を 与 え る も の
主主，轟空間 的毒 事唱、ｾ

上 回 篤 著

『生 活 空 間 の 未 来 像』

本書の題目は「生活空間の未来像」である も示されてはいる。が，乙れには問題がないて、 というやり方である。 新しい空間計画は， 乙の

が，その中心課題は . i 空間構成の原理J i空 はない。日本海沿岸地域の開発構想の可能性と 連環計画体系の中の，国土計画から 施設設計 fC

閣の秩序」をうみだすシステム一一「空間の計

画科学J fC もとづいた地域空間の迫求にあると

い ってよい。

こんにち ，さまざまな未来学派的ロマンチシ

ズムの発想による都市像が提案されているけれ

ど， それらは，そうじて都市空間 ・地域空間を

構成するいろいろの因子をどう分析し ，どう総

合化し て，そ乙 lζ 貫かれているであろう「空間

の論理」をつかむ乙とか ら出発す る姿勢が欠け

ている。

本警は，乙うした未来学派的発想ゃあるいは

現状の延長主義や成長論の立場にたつ未来像 lζ

対して密告を発しているとともに . i計画科学」

いう . すぐれて重要な問題点を，新 らしい展望

の上にたって検討する点が欠けていると恩われ

てならない。

本書の圧かんは ， 何といっても ， 第 2 部の

「計画科学へのみち」にみられる。乙乙では ，

空間の矛盾の共存という認識をふまえた上で，

お互いの人びとの一致点をみつけていく，そう

いう制度を確立すべきであると強調している。

「空間の論理」の追求. i 計画の方向」での問

題提起は ，きわめて重姿である。 i 新 らし い計

画の方向は， ・…ー ー人びとが一致して支持で

きる計画を見つける乙 とである。そのために ，

人びとの知恕を結集 した数多 くの計画案をつく

いたるすべての段階の計画における ，共通の計

画方法として考えられている。

さいどに ，乙ういう空間計画を作成し実行し

ていく組織として . i建設計画本部」を設ける

べきだと提案しているのは ，検討すべきことが

らである。ぜひ ，国，地方自治体で実現させて

もら いたい ものだ。もちろん， ζ の実現に は体

制の権力という問題をぬきにしては考えられな

いし，その民主化を斗いとっていくなかで，建

設計画本部の構想を位置づけていくべきであろ

つ。

「構想‘ 」という項で，矛盾の摘出たる地獄絵

と. 構惣計画たる極楽図の必要性についてふれ

を中心においた空間計画を提案している。 り，それと計画後果とを比較検討しながら ，す ている点は ，すでに西山卯三教授によ って提起

内容は ，第 l 部. 計画の理慾と現実，第 2 部 べての人びとが賛同する計画を見つけていく乙 されたすぐれたプラニングの姿であるが，現在

: 計画科学へのみち ，第 3 部 回生活空間の未来 とを考える J と著者はい っている。「人びとの の国土破域と矛盾の拡大，つぎたししかできな

像から成立っている。

第 l 部の「計画の理想と現実」では ，マスタ ー

プランの破綻，成長論や延伸予測にもとづく現

行のビジョン論に対する批判のなかから ，新ら

しい計画に必要なものは ，全体計画と状況の変

化に対応してゆくフレキシブイティをもった計

画であり ，とれが現在の空間計画 lζ 欠けている

と指摘している。いわば，本書としては ，ζ の

第 l 部は「計画科学」へ導入すると乙ろの ，現

行計画 iζ 対する批判前奏曲である。

第 3 部の内容は ，すで Iζ 「新建築」誌や「世

生活が真に豊かになる新らしい社会は ，ー

科学によって哀つ司けられた計画社会でなければ

ならないが. r計画科学』はそのような計画社

会へのみちすじの中で次第に明らかにされてい

くものであろう」と ，計図科学の提起を行なっ

てい る。そして . i 計画の構成と体系」の項で

は，人びとの意志と ，科学のカと，数多くの発

想という内容を新しい計画行為と考え ，そのよ

うな計画行為が何らかの形で計画のなかにくみ

入れられる乙との必要を考えている。乙の発

想，科学，窓志の三つの計画行為は ，それぞれ

い開発政策， 政策というよりむしろ政策不在

の，住民不在の計画 とビ ジョンが横行するなか

にあって，きわめて重要な意義をおびていると

いえよう 。

新建築家集団 ( NA C) も「新らしい地域の

計画科学」の必要性をあ きらかにしてきた( 本

誌1967年 4 月号「社会 と建築との つながり」参

1¥日) 。本書は， 乙うした地域要求にも応えて

いる 空間の科学の手引書であり ，空間の論理に

新 らしい光をあてた本である。著述も分りやす

い表現で好感がもてる。ねがわくは地域要求と

- 界J fζ 発表されたものの加筆であるので，関係 構想( 空間モデノレ) . 計画案の作成，計画の段 計画との連関にもっ とつつ乙んだものがほしか

者にとってはすでに知られているものである 階に対応し ，乙の段階は ，絶えず修正される， った。乙んどさらに研究を深められん乙とを期

が，あらためて読みなおしてみると ，計画科学 限りないサイクノレ式の空間計画のプロセスであ 待 したい。

の展開例としてうけとる ζ とができる。そ ζ で るという 。 乙んどは， もう少 し視野をひろげ ともあれ，計画の関係者はもとより ，一般の

は， 生活空間の国土的変遜 と生活の将来のピジ て，国土全体の計画の相互関係，生活空間の計 建築技術者. さらに ，地域開発 K 関心を もっ人

ヨンを通じて，国土における生活空間の三元モ 函体系という ものを考え . i ピラミッド型の計 々におすすめ したい本である乙とは ，まちがい

デJ レ一一コ ンビナー ト都市，ひろば都市，にわ 函」に対置する「述澱計画体系」の問題提起を ない。また，それだけ得ると ζ ろのある本でみ

都市一ーを追求している 。「二核の国土像J . す している。 ζ れは計画を実行に移しつつ計函の る。( 紀伊国屋新書版，定価: ￥ 3∞， 発行:

なわち関東と瀬戸内の二大生活空間の開発構想 チェックをやり ，一回 ごとに目標を上げていく 紀伊国屋書庖) (松 弁 昭 光記)
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー 卜

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ
、

γ

h

 

、れ

司

、必

依

‘

品

川

町

偽

w
t

ハ

c

p

u司

1

1

1

1

1

1

車至 量 (比重 0. 5コンクリ ー 卜Mの重量)

断
熱 ( コンク リートの 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 キオ 料)

. シポレックスは工場、住宅から超高層ビルまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

‘ 併

工期短縮を要するすべての建物

，2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

• 

ー・・・・

和歌 山薬品本社ピル

設 計 坂 倉 準三建築研究所

施 工 株 式 会 社 青山工務庖

使 用 場 所 外 壁

唖至亙亘P

5Pポレ11/ ' 7ス 販 売 株 式 会 社

• 
本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16 ( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125 ( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4 2 1  
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口 写真 と慨』止 をどしどしお送リくださいa

凡WJI :  a. I叶{ o血 b. 也築 [(t I h' (  c  延1師日t d  

235.  費E

ノ

本 県 庁

，、1

=  
c  

ぷ ，;1 久 米 建 築 事 務 所

馳以二 鹿 島 建 設 K. K  

a  1m ｾ＠ "j  :H 水 田r ｾｉＧ＠ 本

c  議会'H( 5. 027m " 1可'.iit虫r:37，558m :l 

'1'; /01( 2，359m'  ，11'44，944 m'  

d  'M J5'I* S H C ， s 2 ，13F  

t議会似 HC . 3 F ， 'lil ，IU也F

e  IIs .flJ 40i
j' . 8 J  1  - II({ 制142$1' 2  JI 

238. 京 都 y W C  A  ( 増築)

ぷ，， 1 宮 家 建 築 事 務 所

地_ [ 戸 田 建 設 K. K 大 阪 支 庖

a  京都 di j.. ，;i; 区宝田I辿:H水 Ic1c

c  1.498 .23m辺

d  H C ， 5 F  

e  II( {制141i l' lOJ I - IJ({.f lJ 42
i
j'. 5 )1  

241 西 大 寺 駅 前 市 街 地 住 宅

ぷ ，， 1 近 畿 設 計 事 務 所

施工 大 日本 土 木 K .K 大 阪 支 庖

五、 良 di J叫 大 品 目I

3 .75. 1.4 101 之

16 .292 .25 m '  

RC ， 7F ， 庁)S i;l ，附与抽 I火附i立

c  1I{ {f1l 41J
ド2 J I - II( {.f 1142il' . 2) 1 

236 日 本 近 代 文 学 館

ふ， 1 他. l : K.K 竹 中 工 務 庖

ｾ Ｈ，［ＨｲＮ ｉｉ ｉＮｉ ＮＧＮ ｊ Ｎ｜Ｑ 孟駒場回 ｲ 861の l

4.  112m'  

4，75001 '  

H C ， s 3，2 F ， P l  

239 .  

e  1I ({f I140$1' . 8 JI - II 日制14211'-4 JI 

大 津 市 庁 舎

説，， 1 大 津 市 役 所

( 佐 藤武男建築事務所 )

地工 。清 水 建 設 K . K  

滋1 ' 1: ｖｉ ｾ 大 ｩｬｴ di 

2，09501 '  

11. 906m之

S H C  

e  lI({.flJ 40i l三12川- 1I({.f 1142$ド5 JI 

- 圃・圃・・・圃園圃・園田・- 園町昌園 置 園田・ ・ - 園 田 園 画 面 画

237.  キ申 栄 ビ J レ

ぷ μ| 地工 K.K 竹 中 工 務 庖

事Iqi di 生田 区京国r 7  7 の l

795.4 m'  

c  5，438， 2m'  

d  S H C & H C ，s l ，7 F  

e  ｉｉｻ ｾ 利 Ｑ Ｔ Ｑ Ｄ ド Ｑ J- I - II日制J42J 1  4  J  1  

240. 大 阪 芸 術 大 学 ( 二 期 )

ぷ，ir 第 一 工 房 構 造 計 菌 研 究 所

地工 大 成 建 設 K. K 大 阪 支 庖

大阪府南河内 lnli河市町金岡IJ ti

2 ，245 .94  m三

c  4  ，2口o.00m'  

d 鉄筋コン; ; '1 ー トP S 川iiz

渓 P. C . L 24m

e  Il{{仰41$1' 9  JI - lI llf 1l 42
i
l'  3  JI 

242. 日 本 勧 業 銀 行 阿 倍 野 橋 支 底 I 243 鹿 児 島 県 文 化 セ ン タ ー

ぷ，:1' ' 地工 。戸 田 建 設 K. K  

a 大l坂ilil ;，f!，，1!fI正1;，f! I¥野i i )j H U11

c  1，481m'  

d  S R C.  s l ，2 F  

e  1I {{f lJ 41年 9 J I  - 1I( {f1l 42.i1'. 3  JI 

設 111 臼 建 設 計 工 務 K . K  

施工 . 鹿 島 建 設 K . K  

鹿 児 山 市 山 下 田r 5 の 3

3. 237. 4m'  

9. 837.  3m'  

H  C ，一 部 S ， s  1 ， 4  F  

e  11丹羽140年 7 月- II s f U41
i
H OJ I

大ホ ル，プラネタリウム . 化学

' k験室等 大ホ ー ル 1， 700l ，y; 



ＲｾＮ 生手 責

3 段 積 可 能

大 形 ビ ル な ど の 400V級配電方式に・. .  

H 重 量 旭 日r"". ぐ面五E 音対iJ)

・お問合せは・・・・・・…・・・

電 源 分 岐 室 用 乾 式 変 圧 器 ( 実用新案・意匠・商標) 申請中

. 400V級 配 電 の 変 圧 器 で す 。

く ブランチャ > は、 4 0 0 V級 配電 を 100V級 200V級 に 円 滑 に

降 圧。三相 20 0 V級と 単 相 100・115V の同時使用ができますので

ピル・ 工 場 ・学 校 ・病 院 な ど の 400V級 配 電 方 式の 合 理 化 に

大きく 貢 献 し ま す 。

・ 積 重 ね 式 が 特 長 で す 。

分 岐室 を有 効 に使用するため 、難しい条件の不貴重 ね 式 と 結 線

方 式の 技 術 を 解決 、イ ンピー ダ ンス 電 圧 と位相角 を 合せて、

異 種容量 ( 5 K  V  A と10K V  A ) 及 び ( 2 0 K V  A と3 0 K V  A ) の

並 行 運 転 が で きます 。

圃 諸 経 費 も 割 引 さ れ ま す 。 配電方式の合理化に

より材料 費 ・工事費が減少 。 また、小形で取扱いが

簡単なため 設備費・保守費も大へん経済的です 。

三相・乾式 Ｈ ｈ 種ＭＪｾ縁Ｉ ・ニ巻線変圧器容量 Ｕ ・ ＱＰ ・ Ｒ Ｐ ・ ＳＰ ・ ＵＰｋ V  A  

一次電圧 4 4 0 V  (60%)  4 1 5 V  ( 50<i色) 二 次電圧 210 V - I 0 5 V  

結線方式ムー Y ノーヒューズプ レーカ、防震 コ‘ ム取付可能

札 幌 ( 24 ) 9271  東 京 ( 453) 3111 富 山 ( 21 )  8561 名古屋 (951) 6211 広 ぬ ( 41 ) 5111 小 倉 ( 53 )  5221  

松 下 雷 雲仙 台 ( 25 )  8111 積 浜 ( 68 )  0743  金 沢 ( 61 )  2125 大 阪 (362) 5151 高 松 ( 2 ) 1194 1.鹿児向 ( 3  )  0671 

字 郷宮 ( 3  )  3235 静 附 ( 54 )  1241 新 潟 ( 45  )  6386  神 戸 ( 39 )  8011 福 岡 ( 28 )  3331  
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• 
クラス メート

25 ( 神戸高等工喋学校・神戸大学 昭和 4 年~昭和2伴 牢〕

前 列 左 よ り ( 晦っている人 )

米 国 浩太郎 ( 野村桂芯て軍側工務部u 昭和 10年 制

キ申 田 省 三 ( ( 附! I 制l常務取締役 昭和 4 q 平)

浅 野 繁 ( 兵1;11也 酬 取 締 役 l日教授)

大 熊 久 雄 ( 側熊谷*11大阪支山挫築部町{ 拘I l O' P r- )

北 里子 正 雄 ( 附中丙挫築事務所長 昭和 11年平)

後 列左 よ り は っ て い る人 )

岡 本 行 善 ( 側昭和設計 '1' 務所長 町i 相 23' 手卒)

武 田 彦 蔵 ( 武悶挫Ht附取締役社長 昭和 14年平)

黒 田 勝 也 ( 側 約 凶lf開 部 長 昭和 15年卒)

• 久 森 秀 一

( 日本住宅公聞大阪支所分般住宅必l正 昭和23' 1'平)

吉 村 晃 一 畑 町 村 制 設 計 '1' 務 所 長 昭 和 19梓 )

中 ロ 昌

( ( 仰明和工務11 : 取締役官童部民 昭;f!1l 0年卒}

山 浦 f言 ( 附劇 I1*1 l 大阪支1川 町 都 民 U!I 布123年卒)

t扇 国 昌 彦 (正11 他 築 設 計 問 所 取 締 役 昭 和 12' 1明

岡 原 茂 ( 洋 酒 パー「 山小屋J 昭和 16年卒)

西 林 豊 ( 附酎本建築酎ドl' 務所長 昭和 11年平)

野 田 武 雄 (三機工 盤 側 大 阪 支 町 長 代 時 昭 和 l抑 制

大阪新阪ｾｾ，ホ テル にて

ｾ＠

e・〆

人生わずか 50年と 言われたのは昔の話、現在では 人生50か らと 変り ま した。 旧神戸

高工および神戸大学工学部建築科の同窓会 を木南会と 称し、 卒 業後約30年の 12 ・ 13回

生は丁度 50オを wたところです。 これよ り真の 人生 が始り 業界で 活躍する のも これか

らです。 そこで在阪神 の 12 ・13回生が集ま り、 クラス会を昼食会の 形で始めたの が昨

年 2 月のことでした 。

総ては 1 から 始 ま り、石の上に も 3 年と 申 します。会の 名前 も12 ・13の数字を 取り

入れ、 「木商会ひふみクラブ」と 命名しました。 このような会は線香花火 のよ うに立

消 えるのが普JWですが、 何 とか永続きさすのがわれわ れの念願 です。 そこで会 を有意

義 にするため、卒業年次を fljlJ 限せず 、京阪神在住 の木商会員の有志に 範囲 を拡げまし

た。 そして現旧教授にも 出席 して頂き 、広〈木南会員が交わ り、 いわば木南会の ロー

タ リーと言った クラブに致しました 。 ただロータ リーと違う点は 出欠自 由であ り、日

時 は奇数月第三土 III'i 1日13 .00- 14 . 00の昼食会とし当 日の都合で支障のない者がフ リー

に出席 し、また会子干の内容も 仕事ばか りでなく、家族の就 職 、縁談、 求人 その他話題

も範囲を拡げ、非常 に気楽な会合であることが特長です。 ただ困難 なことは 、出席人

員が掴めないことと会 場 の選定に 困 ることです。 そこで考 えた のが、ホテルの ロビー

に 集 令した上、ホテル 内 の会楊を選ぶ方法です 。 そのため こ の会の第一条 件 は ｬｉ ｾ �間厳

守です。 このようにして、 この会も今 回は10回 目を 迎 え今後 もますます発展す るも の

と確信してお ります ( 野田 記)
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浦 辺 鎮 太 郎

浦 辺 建 築 事 務 所 長

金 多 潔

京 都 大 学 教 授 ・工 博

矢 野 豊 作

旧 〈 藤 木 工 務 局 常 務 取 締 役

桜 川 貞 雄

東 洋 陶 器 l部 顧 問

1月号より本号まで上記

の4 人の執筆者で担当し

てもらいました。

7 月号より新しい執筆者

で担当してもらいます。

. 俗 説一進 歩 と 調 和

五郎君は小柄だが，天馬空を馳けるが如き江戸つ子古美術商。居番は叔父さんに任せて ， 日

本中か ら世界を l投にかけて飛びまわっ ている。も ちろん ，目も きき j腕も 立つ。商売度胸は天成

のものがある。竹腰元会長にその人柄を愛せられて，時々お宅で彼の気焔万丈ぶりに接す る乙

とがある。叔父さんは E 五郎，お客さんにすー っと売れるものを買っ ておいでよミと 言 うそう

である。ととろが彼も 一国一城の主一一自分で面白いとか ，おか しいとか言 う品物を買うのが

先に立って，叔父さんの 言う通 りに行くとばかりは 11良らない。東西古今の古陶磁，古銅を自分

の鑑識を押し通して買って来ては倉に積む。普通ならば， 乙ζ l ζ 悶着が起ると ζ ろだが， お互

に長所は賞 め合って居るし ，欠点はかばい合っているから ，良いお客も増えて屈は益々繁昌し

ている らしい。人間何が長所で何が短所か，など割り切るのがおかしいのではあるまいか ?

( U )  

. 1 0年後の「建築の眼」

テレビの人気番組「繊堀川」も終りになったが，あの 中で歴史的に/ 1 頂を追って登場した幾つ

かのシ ー ンの背景は私ども戦前 ・戦中派には実感を伴 って興味深か った。 昭和20年の夏，大阪

駅のプラットホームから南に拡がる一面の焼跡が速く心斎橋から ナンパ辺りまで眺められ，再

建された直後の通天閣に昇れば，大阪にはようやく復興の兆しは見えたものの，まだ空地が至

る処 lζ 残 っているように感じら れたも のであった。

現在の日本ではもはや戦争の面影はほとんど消えてしまっている。それだけの多くの建築計

画が個々に進められ，結果的には大規模な建設の仕事がなされたのである。わが国の建設界の

もつ乙の大きなエネルギーが今後いかなる形となって発展して行くか ，10年後の建築の姿はど

んなものであろうか ? また 10年後の「建築の眼」の話題は ? 想像するのも一つの楽しみで

ある。 ( K )

. 街 の 色 へ の 郷 愁

昔，建築がその土地土地の石材，木材 ，粘土材などの素材のみで構成されていた乙ろは ，街

の色調は自然 IC制約をう けて， ロー7 の色，パリの色，京都の色などがあった。ととろが材料

生産技術や交通の進歩した現代では ，用材は多種多様となり，色彩も好き勝手なものが使われ

ど乙もあらゆる色が氾離し混乱している。

アメリカの街を歩いていて，日本にいるような錯覚をおこす乙とがあるが，それはf誌に氾濫

する色彩がよく似ているととからくるものと思う。戦後，わが国の街は全く無抵抗にアメ リカ

色に侵食l ! された。日本人は元来音痴が多いが色痴iではなかった筈だ。乙のごろ少し日本性をと

りもどしたようだが，まだまだなさけない現状だ。

昔の面影を残した地域にたって，昔はよかったなどと街の色への郷怒にひたっている問は非

がないが，感激のあまり ，それを他へ借用していたずらに色の混乱の種をふやすのは罪深い。

( Y )  

- し り ぬ ぐ い

排便のあと 始末はたいてい用紙でやっているが，あ れで締麗になるのかしら。回教徒は便所

にはいる時に水のはいったびんを持って行き ，用が済むと乙の 71 < を背中の方から流しながら左

手で洗い ，最後に残りの 71 < で手を洗う慣習である。大川でけつを洗うという言葉があるくらい

で， 乙れならサッパリするだろうが， 日本人にはできそうもない。乙れを自動的に解決したウ

オツシュエヤ シート という伎座をわれわれの社から売出 して いるが，少々お高いので一般には

お勧めしかねる。しかし用紙でII 盗く始末したあとを水( 冷くてよい) でぬらした別の用紙でふ

くだけでもかなりサッパリするものだ。日本人には 3 人に 1 人 の割で痔が悪いそうだが， 乙う

すれば予防にも治療にも役立つ。手洗兼用の洗浄タンクがあり ， 乙の目的には好適だが，普 通

の使所 lζ 水が出るようにしておいても らう とたい へん衛生的だと思う。 ( S )
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梅雨晴れのアルハンフラ宮殿 (スペイン・グラナダ)

長谷部鋭吉先生から* 最も感激した建築は、アル

ハンブラ宮殿だったt とお話を伺ったのはもう古

い昔である 。

その事実を私の昌でたしかめようと、ここを訪れ、

私はそめ中てもこのパテオのほとりにしばし Rた

ずんだ。
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- 股計者のニとぱ

私 が 母 に 作 っ て も ら っ た 小 さ な 弁 当 箱 を ぶ ら さ げ て 、 嫌 々 な が ら

幼稚園に通っていたのは、 35年 前 の こ と で し た 。 つ い 二 三 年 前 ま で

私 の 子 供 た ち が 、 幼 稚 園 に 通 っ て い た の さ え 、 速 い こ と の よ う に 思

える近頃の私には、それはさらにずっと速いおぼろげな配憾. でしか

あ り ま せ ん 。 し か し 設 計 の 打 合 で 、 幼 稚 園 に 訪 れ る 機 会 が 多 く な っ

た 近 頃 、 園 児 た ち の は し ゃ ぎ 廻 っ て 遊 び に 熱 中 し て い る 姿 を 見 つ め

て お り ま す と 、 そ の 盗 に 重 っ て 、 自 介 の 幼 か っ た 頃 が 鮮 明 に 思 い 出

さ れ て く る の で す 。挨 の や か ま し か っ た 幼 稚 園 に 、 し ぶ し ぶ な が ら

通ったこと・ ・。 そ ん な こ と よ り 泥 舗 と り や 、 業 種 畑 の 中 の 兵 隊 ゴ

ッコの方がずっと面白かったことeto..... 。 し か し ま た こ の よ う な 大

人 の 追 憾 の 中 の 感 覚 は 、 今 私 の 目 前 に 遊 ん で い る 現 代 の 子 供 た ち の

感 覚 に そ の ま ま つ な ぎ 得 る の で あ ろ う か 、 と 私 自 身 心 の 対 話 を 繰 返

さぎるを得ませんでした。そして例え糸のように車田いつなが η にせ

よ 、 子 供 た ち と の 感 覚 の つ な が り を 情 じ な け れ ば 、 幼 稚 園 の 設 計 は

ス タ ー ト で き な い の で は な い か と 私 は 考 え た の で す 。

夙 川 幼 稚 園 は 、 夙 川 短 期 大 古 学 の 附 属 幼 稚 園 と し て 新 し く 設 立 さ れ

ました 。 各 保 育 室 に は 、 手 洗 便 所 を 般 け 保 育 時 間 中 の 保 母 の 監 督 を

容 易 に し 、 採 光 は 両 面 採 光 の 他 に さ ら に ト ッ プ ラ イ ト を 補 足 し ま し

た 。 そ の 他 落 書 鳳 板 、 玩 具 入 な ど 子 供 た ち が の び の び と 遊 べ る よ う

に 、 各 デ ィ テ ー ル に 心 を 配 っ た つ も η です 。 ( 三国泰路記)
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夙 川 学 院 短 期 大 学

附 属 幼 稚 園

殺計施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

所 在 地 西 宮 市 神 間 町 1 2  

規 模 鉄骨造平屋建

面 積 床 面 積
480.  92m

2  

ピロテ ィー 83. 60m
2  

延面積 564.52 m
2  

工 期
41 年 12 月 l 日- 42年 4 月7 自

主要仕上 外装. 屋根 / 18_ 木毛板下地、長尺亙

鉛鍍鉄板瓦榔聾O P 外壁 / モルタ J レ

ハケ引き 色 モ ルｾｽレ吹付建具 Ｏ 木

製サッシュ oP .  

保育室. 天井 / 有孔プラスタ ーボード

O P  墜 / ヰ晶ベニヤ張円 L E P 巾木

/ 槽ステインラック 床 / パーケット

ホール・廊下 天井 / プラスタ ーボー

ドO P 援/ プラ スター塗L E P 、一

部クロス貼円 巾木/ 槍 V P 床/ セ

キスイユータイル
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寮重

• 

- 設 計 者 の こ と ば

当 敷 地 l立 山 陽 線 垂 水 と 舞 子 の 約 中 間 に 位 置 し 山 陽 電 鉄

かすみがおカ、駅より徒歩にて約 5 介 の 地 で 、 国 鉄 線 路 の

す ぐ北 の 高 台 に 位 置 し 、 瀬 戸 内 海 を 眼 下 に 一 望 し 、淡 路

島 を 遠 景 に 配 し て 全 く の 絶 景 の 地 に 位 置 し て い る 。

160人 収 容 の 寮 で 将 来 銀 行 の 幹 部 に な る 人 の 憩 の 場 で

あ る と と も に 、書争力、に勉学にいそしむ場ででもある 。

この敷地に 160人 収 容 さ せ る に は 中 廊 下 型 式 を と ら ざ

る を え な か っ た 。 軌 を 東 西 に す れ ば 、 南 側 と 北 側 の 室 と

はあま η に も 不 公 平 に な り 過 ぎ る 。 そ の た め 納 を 南 北 に

し 、 東 西 に 寮 室 を 配 し た 。 こ の 敷 地 が 海 岸 線 の 出 張 り の

部 分 に 位 置 し て い る た め 、 東 西 い ず れ の 寮 室 か ら も 海 が

充 介 眺 め る こ と が で き る 。 夏 の 朝 日 、 西 日 を 防 ぐ た め 、

寮 室 に は バ ル コ ニ ー を 設 け た 。

この絶景を居ながらにして充介満喫て' きるよう 、 プラ

ン ニ ン グ の 上 で も 努 力 し た 。 1 階 の 食 堂、 ロ ビ ー 、 集 会

室 、宿 泊 室 等 は 開 放 的 に し 南 面 さ し 、 ロ ビ ー の 前 菌 に は

ピ ロ テ ィ を 設 け て 憩 の 場 所 ど も し た 。 また玄関 、 ホ ー ル

か ら も 海 が 眺 め ら れ る よ う 、 ロ ビ ー 、 図書 室 側 の 壁 も 透

明 硝 子 入 η の ス ク リ ー ン と し た 。 浴 室 は 見 は ら し の 一 番 14

よい 2 階 中 央 部 に 設 け 南 側j は 全 面 硝 子 張 り と し て 、 入 浴

中 も 瀬 戸 内 海 の 夜 景 を 楽 し む こ と が で き る 。

床 は チ ョ コ レ ー ト 色 の タ イ ル、壁 、天 井 と も 薄 ク リ ー

ム 色 一 色 に 統 ー し て 、 落滞 きと i育 楚 の 感 じ を 出 す よ う 努

力 し た 。 ( 佐4 木 明 夫 記 )
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- 設計者のニとば

大 空 間 を 持 つ 建 物 で 、 建 設 費 が 安 〈 、 し か も 設 備 ・ 仕 上 と も に 高 級 な も の と す る た め 、 従 来 の

工 法 に と ら わ れ ず 、 思 い 切 っ た 工 法 を 取 っ て み ま し た 。

ま ず プ ラ ン ニ ン グ に 当 旬 、 充 分 な 構 造 計 画 の も と に 出 発 し ま し た 。 構 造 計 画 で は 、 I 型梁・ I

型 柱 の 連 続 と し て 大 ス パ ン を 造 η 、 な お 耐震 計画としては、 X Y 方 向 と も 充 分 な 耐 震 壁 を 設 け ま

しt: 。

設 備 計 画 で は 、 空 調 用 ダ ク ト を 廃 止 す る こ と を 大 方 針 と し て 、 壁 、 床 板 の 構 造的 に 必 要 度 の 低

い 部 介 す な わ ち 、 応 力 の 小 さ い 部 分 を 中 空 と し 、 そ の 中 空 の 箇 所 を ダ ク ト と し て 利 用 し ま し た 。

ま た 、 空 調 機 械 室'を 外 壁 ( ポ イ ド 埋 設 ) 菌 に 接 し た 位 置 に 設 け 、 空 調 機 械 よ り 直 接 壁 画 ポ イ ド に

接 続 し 、 こ の ポ イ ド ( 中 空 ) で 目 的 位 置 に 導 き 吹 出 す 梅 造 と し ま し た 。 レ タ ン も 同 様 な 扱 い で す 。

こ れ 等 の 工 法 を 取 っ た た め 、 次 の よ う な こ と が 言 え る と 思 い ま す 。

① 各 階 平 面 計 画 の 自 由 性

② 柱 の 無 い 事 務 室 は 、 机 の 自 己 列 の 自 由 性 と 有 効 面 積 の 増 加

③ 限 ら れ た 階 高 内 で 天 井 高 が 高 く と れ る

④ ダ ク ト 工 事 費 が 逓 減 で き る

以 上 の こ と に よ り ま し て 、 初 期 の 目 的 通 り 同 一 予 算 内 に 於 て 、 通 常 の 構 造 の 場 合 よ り も 仕 上 ヱ

事 面 で 程 度 を 高 く す る こ と が で き ま した 。

こ の 建 物 の 設 計 に 当 り 、 上 記 の よ う な 従 来 の工 法 と 全 〈 異 っ た 工 法 を 取 る に 当 η 、 建 築 主 の 深

いこ' 理解と廻りの方喝のご協力を深く感謝致 し て い る 次 第 で す 。 ( 森 秋 孝 記 )

佐 渡 島 金 属 本 社 ビ ル

大 成 建 設 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 鰻 谷 東 之 町 7 番 地

1. 029. 00m'  

506. 02m'  

1，815. 76m'  

鉄筋コンクリー ト造( ポイド工法)

地下 l 階、地上 3 階、塔屋 l 階

渚 エ 昭 和41 年 9 月 7 日

媛 エ 昭 和42年 4 月初日

屋根。アスフアルト防水 γ ンダー押え

モルタ J レコテ押え、目地切仕上 外壁

南北面/ アルミスパンドレル、ジュ

ラクロン仕上 東西面 / エコンタイル

貼り マド / アルミサッシュ 、ジュラ

クロン仕上。

務室. 床/ 塩 ピ 系 タ イ ル 壁 / ゾラ

コ ー ト 吹 付 天 井 / プラスターボード

V . P  

役 員 室 関 係 床 / ジュウタン及び塩ピ /  

系タイル 壁 / ヰリ付ベニヤ貼円及び

布貼町 天井/ 布貼円 。
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床板、 ポイ ド配管後上端筋および スタラ

ップ配筋中の

なお、 J.i. 手に立っているポ イド および配

筋 は外明です。
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生 活 環 境 の 現 状 と 改 善

関 西 大 学 教 授 ・工 博

野 々 村 五 四 男

「神は田園をつくり ，人間は街をつくる」とは，いまだ Ur ban

(都市的〉がUr bane ( 優雅な〉とほとんど同じ意味に使われ

ていた 18世紀の乙ろ ，ある ヨー ロッパの詩人がいった有名な言

葉である。日本の都市の大半が，市民不在の軍事的な城下町か

ら発展してきたのと違っ て，西欧の都市は ，確かに人聞がとの

土地の上にっくりあげた，最も高度に発達 した文化景観であっ

た し， また市民たちも都市を造形的に優美なものにするために

努力してきた。と ζ ろが，皮肉にも 2 世紀をへた今日 ，社会主

義国と資本主義国の区別なく ，人間が逆に過大化 した都市 lζ 苦

しめられている。

とりわけ ，わが国の都市の場合その大半は ，前記のように 明

治になって，封建制の城下町の上 lζ 近代都市が継木され，さら

にその後の近代産業の発展過程のなかで，社会資本の蓄積は相

対的にきわめて貧弱で，その造成は産業上，軍事上効果の明ら

かな部分 lζ 限られ， しかも不十分に しか行なわれておらず，国

民の生活施設については ，その大半が個人の次元でしか考えら

れて乙なかっ た。

それらのととは，た とえばわが国都市の道路率が先進国に比

べてきわめて低い とと ，あるいは木造住宅の密集 して いる都市

において当然行なわれるべきであった住宅の不燃化が手をつけ

られてい な か ったこと， 都市生活 lと絶対必要であった し尿処

理， 下水道の整備な どの事業もほとんど行なわれなかった 乙

と，また都市の庶民住宅供給は全く民閣の零細資本に依存され

てきたと と，ζ のために ，その規模 ・構造 ・設備の水準のきわ

めて低い とと，な どに明 らかに現われて いた。その上戦争に よ

って，たとえば住宅に ついては全都市の 3 分の l I e 及ぶ膨大な

損耗を 乙う むり ，状態は一層悪化 した 。

近年になっ て，経済の高度成長と と もに ，その立ち遅れは徐

々に取りもどさ れようと しているが，蓄積の貧弱，スタート にお

ける立ち遅れが大き い上に，経済の発展 lζ 対応 しうる生活への

投資が十分でなかっ たた め，問題はかえ って深刻化し てき た。

工業の発展は ，従来から排気，汚水などに対 して十分な環境

保全対策を講じな いで生産活動を行なうととについてあや しま

なかった生活への無関心 さの 上に，随所に河川・ 水路の汚染，

36 

悪臭，騒音などの公害問題をひき起乙して都市環境の悪化を生

みだしている。また，用水施設の不備なままに無制限に地下水

を汲みあげてきた慣行は ，地盤の著しい沈下を起乙してさまざ

まな障害と環境の悪化をもたらしている。

また，最近のモ ータリゼーションの驚くべき進行は ， もとも

と狭隆な道路の上に ，急激に高まった交通需要を押し込む乙と

によって，各地における交通まひ，交通事故の激増を起乙してい

る。また工場の排気と激増する自動車の排気ガスはスモッグを

発生させるなど，生活と経済の上に重大な問題となっている。

また，都市の生活環境の整備も立ち遅れ，用途混合や過度の

密住から生ずる環境の悪化が進行し ，一方都市から溢出させら

れた人びとは ，時間と エネルギーと家計 lζ 過重な負担を伴う遠

距離通勤と ，生活サ ー ビスの不十分なととろでの居住を しいら

れ，それは同時に都市の乱雑な外延的拡大に拍車をかけ，土 地

政策 ・住宅行政 lζ 対する適切な対策が行なわれないまま le ，そ

れに結びつく環境悪化を生みだすと同時に ，それはまた ，おび

ただしい周辺農地の潰廃による良業環境の悪化をもひき起こ し

てい る。

乙のような状況は ，経済の開発が生活環境条件の絶対的な悪

化を進行させているというべきであり ，最近になって，生活は

経済に優先する ， とのととが改めて認識せられ，各方面で生活

環境の問題が とりあげられている。

とのような ζ ともあって，生活環境という言葉は ，今日 ，広

く各分野にわたっ て使われている。と乙ろが，その意味は，使

う人 と場合によっ てさ まざまである。

ひとくちに生活環境 といっても ，都市 と農村 とでは ，その様

相が著 しく異なっ ている ことはいうまでもな い。 都市か農村か

を区別するのに ，人 口の集中畳や人 口密度などが用 いられ，ま

た各種の施設の有無などが目安となっているように ，現段階に

おける自然、的 ・社会的 ・経済的諸条件の両者聞の差異は ，非常

に大きい と1みる乙 とカもできょう。 ; したがっ て， 農村について

は，その環境条件の取り上げ方にも ，都市 とは追った面からの

検討も必要である 。

r  
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とはいえ，総じて段村の生活環境施設については ，都市と比

較して格段に劣っているととは明らかであって， とくに民村に

おける最近の著しい生活構造と農業構造の変容とともに ， ζ れ

ら出村の生活環境に関する問題も きわめて重要である。 しか

し， 近年における大都市へのおびただしい人口の集中に伴う ，

市街地の拡大はきわ めて急テンポであり ， それにつれて起とる

生活環境の悪化もまた 著 しく急ピッチであり ，一日もゆるがせ

にできない。そ乙で， 乙とではとくに大都市付近における生活

環境に限って考えてみたい。

また ，生活環境は普通，物理的形態的環境と社会的精神的環

境とに分けられる。住宅設備と関連して生活環境の改善を考え

るためには ，物理的な環境施設を取り上げ，それらの整備を問

題にしなければならない。そのため ，大都市地域の ，住居を中

心とした日常生活圏における物理的形態的な生活環境に限らな

ければならない。

そうしたとしても ，それらの生活環境は きわめて広範にわた

っている。というのは ，そのような環境施設としては住宅のほ

かに ，供給 ・処理 ・収納 ・交通 ・連絡 ・伝達 ・保安 ・集会 ・保

健衛生 ・教育文化 ・社会福祉 ・倶楽ーなどの環境要素 Iζ 関連し

て，多種多様な施設が考えられる。

しかし ， ζ れら多くの環境要素のうち ，現在とくに重視しな

ければならぬものは ，産業経済の発展の結果かえって悪化し ，

しかも ，生活の向上lζ 伴ってアンバランスがいっそう拡大され

るような ，比較的限られた環境要素であろう ， と考えられる。

乙のような考え K 基づいて，住居を中心として供給 ・処理な

どを要素とした生活環境をとりあげる ζ とにした。他面また ，

乙れらの生活環境は ，経済企画庁の行なった「国民生活改善 lζ

・ 関する世論調査J などの結果にみられる ，不満のいちばん多い

事項とも一致する ，からである。

、.  

• 

• 

人間生活の基地ともいう べき住宅の問題を，個人の次元で考

えるのは後進国ほど多い ， といわれている。わが国の場合，新

住宅 5 カ年計画をみても ，その6096の建設置が国民の自力建設

に依存していたり ， 住宅は原則的 lζ 世帯が需要単位であるの

に，いまだに i 1世帯 1 住宅の実現」が歌い文句になっている

ように ，住宅対策は ，ただその必要量を満たすのに力点が置か

れ，質的側面の向上改善を図るほどに至っていない。

以下， とくに住宅設備と ， それに関連する生活環境の現状

と， 乙れらの改善について考えてみよう。

1  ) 燃 料 設 備

近年，わが国における都市ガス ・プロパンガスの普及は急激

に高まり ，都市ガスの普及率は都市で38$ぢ，プロパンガスは農

村で66961ζ も達し ， との両者を合わせると ， ガスを炊事用燃料

として使用している家庭は ，都市部はもちろん，庄村部におい

てもほとんど70- 80% となるものと考えられ，ガスは今日 ，炊

事用燃料の主体となっている。

たとえば，大阪付近の都市ガスの最近の普及率は ， 表 1 Iζ 

示すとおりであり ，また ，大阪府の昭和38年「住宅統計調査報

告」 によれば， 表 2 Iζ 示すように ，おもな炊事用燃料と して

都市ガス ・プロパンガスによるものが大阪府で約93$払 大 阪 市

で約949的ζ 達している。

また ，大阪付近におけるガス器具( 都市ガス ・プロパンガス

用〉の使用は ， ス トー ブが最も多く約 60 96，次いで湯沸し ・

テーフソレコンロ ・炊飯器のそれぞれ約 50必前後， ガス風呂の

3596， レンヂ ・オーブンのそれぞれ約15$ちくらい と見込まれて

おり ，ガス風呂の普及が著しい乙ともしられる。

しかし ，住宅設備としての浴槽の有無については ， 表 3 の

とおりであり ，借家で浴糟をもつものは ， きわめて少ない。

2  ) 電 気 設 備

N H Kの生活時間調査〈昭和40年〉結果によれば，前回〈昭

和35年) と比較して，われわれの生活時間構造は夜おそくまで

起き，朝おそくまでねる傾向がいちだんと進行し ，乙れは大都

市に おいて特に著 しい，と 報告 している。生活環境の中 におけ

る照明の問題が，それだけ重要になってきた，といえる。

表 1 都市ガスの普及率

大 阪 府 7 1. 296 

兵 県 庫
6  4.  7  

尽
都 府 7  2. 1  

大 阪 市 7  9. 4  

神 戸 市
7  7. 7  

京 都 府 7  2.  1  

資料は大阪ガスによる。

表 2 おもな炊事用燃料

地 域
都 市 ガ ス |  プロパンガス の 他

大 阪 府

大 阪 市

6 9 9 6 1  2 4 7ぢ

8  6  I  8  

7  96 

6  

資料は大阪府の「昭和38年住宅統計調査報告」による。

表 3 浴槽の有無別 ・住宅の所有関係別割合 ( 必)

あ る | な し

全

持

借

住 3 2 5ぢ

5  2  

1  7  

6  8  96 

4  8  

8  3  

宅

家

家

資料は，昭和38年大阪府「住宅統計調査報告」による 。
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表 4 部屋どとの l 室あたり平均灯数( 灯/ 室)

二ご坦

居 住 室 その他の部屋

都 市 | 郡 部 都 市 | 郡 邸

ｾｴ＠ 海 道 1. 2  1. 1  o. 9  o. 9  

東 北 1. 1  1. 0  o. 9  o. 8  

東 京 1. 5  1. 2  1. 0  o. 9  

ｾｴ＠ 陸 1. 2  1. 0  1. 0  o. 9  

中 部 1. 0  1. 2  1. 0  1. 0  

関 西 1. 3  1. 2  o.  9  o. 9  

中 国 1. 2  1. 1  1. 0  o. 9  

四 国 1. 1  1. 1  1. 0  O. 9  

九 州 1. 2  1. 1  O.  9  O. 8  

表 5 1畳あたり光源平均 ワット数 (W/丑)

居 住 室 その他の部屋

都 市 | 郡 部 都 市 郡 部

北 ?毎 道 8. 4  7.  2  1  O. 8  8.  5  

東 北 8.  0  7. 0  1  o. 3  9. 2  

東
尽 1  O. 1  8.  5  1  3. 6  9. 7  

ｾ ｴ＠ 陸 8.  1  6. 4  9  .  7  6.  2  

lわ 古:jl 7.  2  7.  9  6.  0  

関 酋 9. 7  8.  3  1  2. 2  7.  5  

中 国 8. 7  7. 5  9.  3  

四 国 8.  8  7.  8  1  1. 2  9. 4  

j L  j H 9. 2  7. 7  6.  4  9. 1  

資料は，前表とともに照明学会「中学生の勉強するときの照明の実

態調査J より

表6 耐久消費財の普及率( 昭和40年 2 月) ( %)  

n  

口口 自 | 全 世 帯 |勤労者世帯 | 農 家

ル ー ム ク ー ラー 2. 0  O. 8  

扇 風 機 7  O. 7  6 8.  2  

包 気 乙 た つ 6  6.  6  6  o. 9  

石 油 ス ト ー ブ 4  5.  5  3  2. 6  

ガ ス ス ト ー プ 1  8.  8  1  5.  3  

fE 気 ス ト ー ブ 1  2. 9  9. 3  

危 気 冷 蔵 庫 6  2. 4  5  7. 5  

換 気 ｉｾ 吉 7.  7  4. 3  

ステンレス Mt し台 2  O. 4  1  4.  3  

ガ ス レ ン ジ 2  9. 0  2  3. 8  

食
主主 セ .;; 

ト 1  6. 2  1  5.  8  

応、
接 セ γ  ト 1  6. 5  1  3. 7  

洋 f:'" ん す 7  2. 9  7  3.  1  

th 気 洗 濯 機 7  2. 7  7  1. 3  

? 占 気 掃 除 機 4  1. 4  3  6. 2  

ア レ ビ 9  O. 3  9  2.  0  

ス ア レ オ 1  7. 2  1  3. 0  

r'4v-3  e.  

話 3  4. 0  1  5. 1  

資料は経済企画庁「消践者動向予測調査」による。
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3  3.  7  

3  7. 4  

1  9. 4  

2.  8  

2. 0  

2  5.  7  

6. 3  

5  3.  9  

5  8.  6  

1  o. 6  

8  9. 2  

5. 0  

1  2. 0  

照明学会の照明普及会の実態調査( 昭和39年 4 月- 6 月〉結e

果の報告によれば，住宅の 1 室あたりの灯数については ，表 4

のように 居住する部屋は ，都市で 1. 0 - 1. 5灯，郡部で 1. 0 - 2  

灯であり ，大都市付近でも 1. 5 灯となっ ている。

また ， 1畳あ た りの光源の屯力については ，表 5 のように居ー

住する部屋は ，都市で 7 - l OW ，その他の部屋で10- 14Wとな

っている。

乙の調査結果によれば，照明学会の現行の照度基準 lζ 達しな

いばかりか，住宅における照明の実態はきわめて低い現状であ、

る， とい える。

一方，近年の家庭用電気器具の普及は ，いちだんと高率を示

し， 最近における経済企画庁の「消賀者動向予測調査」によれ

ば，表 6のとおりである。乙れによれば，電気器具の普及率は

テレ ビの9096，屯気乙たつの67必，屯気冷蔵庫の6296，扇風機ー

の71必，電気洗濯機の73;; 弘 m気掃除機の417弘 そ の 他 電 気 炊

飯器 ・スト ーブ，ス テレオ ，)レ ーム クー ラーなどの普及を考え

れば，住宅 1戸あたり コンセント 口数平均 4 個， 1室あたり平ー

均 0. 5 個の現状 ( 関屯資料) は ，当然いわゆる「タ コ配線」と

いった状態をひき起乙している乙とが，容易に推測できる。

関西屯力が41年11月になった「従E 灯需要の実態調査」結果

によれ ば，住宅 l 戸あたりの沼気設備容量は大阪 ・京都 ・神戸

市内では，電灯で平均30 0 W，家庭用電気器具で3，000Wと報告

されている。乙れは ，少なくとも屯灯用 l 回路，器具用 コンセ

ント 2 回路が必要な容量である。と ζ ろが現状は ，電灯 ・コン

セント 用を含めて 1 - 2 回路といった住宅が大部分であり ，負

荷が著しく大きくなり過ぎている ，のが現状である。

3  ) 給 水 設 備

保健衛生上清潔で安全な水を必要量だけ供給するためには ，

上水道施設によらなければならない。大阪における住宅の給水

設備の現状は ，表 ? に示すとおりである。乙れでみれば，上水

道と簡易水道とを合わせて，約95必の住宅が水道設備をもって

いる。

一般家庭では ，ふろ用の水を除いて飲用 ・雑用水として ， 1  

人 1 日50- 100&といわれているが，7.1<の使用畳は生活程度によ

りかな り大きい差があり ，生活水準の向上 lζ 伴って ， 乙れら 7.1<

の使用品は年 々上昇 している 。

大阪の場合，幸 lζ も水源を淀川水系 lζ 求められるので，潟水

'  

• 

• 

の心配はないが，問題は最近における上流地域の工場排水と下 @  

水による ，汚濁の著しい進行である。乙れに対しては ，流量調

整による浄水法が真剣に検討されているが，第ーには ，上流地

域における汚水処理の問題である。

4 ) 下 水 処 理

上水道を生活環境施設における 動脈にたとえると ，下水道は

静脈に相 当するものである 。とζ ろが，わが国都市の下水道の普



表 7 往宅の所有関係別の給水設備現状 (%)

給 水 設 備 の 種 類 専 ・共 用 別

水 道 1動4ノ 力打- 1+官「iヂ/ 1手る動ベ井ポ戸ン1

全 住 宅 9 5 96 2 ノ96 2  96 1  〆96ノ 9  1  ｾぢ 9 9g 

持 家 9  1  5  3  1  9  7  3  

{{日K  家 9  7  l  2  8  5  1  5  

‘' 
資料は昭和38年大阪府「住宅統計調査報告」による。

表 8 世界主要都市下水道普及率 (1964年〉

国 名 都 市 名 普 及 率

+

4

λ

 

1  0  0  96 

1 0 0  

1  0  0  

1  0  0  

7  8  

1  0  0  

7  9  

9  4  

2 4  

2  1  

6 3  

2  6  

5  4  

2  0  

国 ロ ン ド ン

7 ンチェスタ ー

サンフランシスコ

パ ル チ モ ア

ス ト ッ ク ホ J レム

チ ュ ー リ ッ ヒ

11 

ア メ リ カ

ノ/

ス エ ー デ ン

• ス イ ス

ツ

ダ

本

イ

ン

ド

ラ

西

オ

日

ボ ン

ア ム ス テ J レ ダ ム

東 京

横 浜fノ

11 
名

京

大

神

屋

都

阪

戸

古

ノノ

11 

11 

( 注) 普及率は，排水面積/ 市街地面積。

表 9 住宅の所有関係、別便所の現況

1  8  ｾぢ

2  

2  9  

水 洗 非水洗 共 用

• 全 住 宅

持 家

借 家

資料は，昭和38年大阪府「住宅統計調査報告」による。

• 

及状況は ，表 8のように先進諸国と比べて格段に低率である。

いま ，大阪における便所の現状をみれば，表 9 のように水洗

便所の比率は ，わずか K 187的ζ 過ぎない。 し尿処理は ，下水処

理に よる乙とが本則であるが， 乙れが上記のとおり ， きわめて

立 ち遅れている現状である。くみとり便所の し尿処理は ，計画

収集によって，下水道投入，消化槽処理，海洋投棄などが行な

われている が，大都市付近で も不衛生処分を行なって問題を起

したり ，他方では浄化槽処理場の建設に地元の反対，財政難な

どで進行をはば まれている現状である。

5 ) じ ん 芥 処 理

われわれの生活は ， さまざまなじん芥を汚 物とし て排出して

いる。と れら じん芥の不完全な処理は ，悪臭 ・飛 じんを発す る

ばかり でなく ，ネズミ ・ハエなどの発生を促が し生活環 境を著

しく悪化 させるものである。

近来，都市のじん芥畳も著 しく増加 し，わが国都市で は 1人

1 日あたりのじん芥の発生畳は ，平均600- 800g といわれてい

る。 ζ れらを計画収集 して処理されているが，処理法 と しては

投棄 ・埋立 ・焼却などがある。肥料化と焼却法 との組み合わせ

ての工夫も試みられているが，比較的水分の多い乙と ，金属 ・

ガラスなども多く ， さら H':: 多くの研究と工夫が行なわれねばな

らない。

4  

以上のように ，大都市地域での住宅設備とそれに関連する生

活環境の一部についてみてきたが， それらの立ち遅れの現状

と，その整備改善の一 日もゆるがせに できな い状態である乙と

が，改めて認識される。

ζ れら現在にお ける生活環境 〈住宅設備も含め て〉の整備改

善に関する問題は ，一面では生活構造内部での環境施設と生活

革新とのアンバランスとして，また他面では国民経済内部での

産業施設との矛盾としてとらえられる。そ して， その背景に

は，政策基調における生産経済重視の方向性 と，それを容認 し

た国民の生活環境κ 対する無関心さ ， さらには生活意識の低調

さなどが，横たわっているといわねばならない。

最近になって，生活は経済に優先しなければならない ζ とが

叫ばれ，政策の面でもいわゆる社会開発の重視によって，生活

環境の整備改善が行なわれているととに目をふ さぐものでもな

く，産業経済の健全ないっそうの発展を望まないものではない

が，現今，ややもすれば産業基盤と比較的関係深い生活環境の

基幹施設についての整備改善が進められてはいるが，往生活と

直結する末端施設に近付 くにつれて，それらの多くはいまだ取

り残乙された状態であるのが目立っている。

いうまでもなく ，生活環境の改善整備は ，まず第ーに生活の

基地である住居を中心とした ， 日常生活 lζ 直結 した生活環境が

健康的で、かっ安全 ・快適である乙とが保障され，順次より高次

の生活環境の改善 lζ 手をのばされるのが) 1 頂序であろう。

日常生活の場である住居と ，その内部条件である住宅設備の

整備改善を図るにも ，それらの多くは ，それと直結 した生活圏

の環境整備が行なわれない限り ，個人の次元で単独にそれが達

成できるものでない。

乙の意味で，生活環境を主題と して考究 したとき ，今日 ， ま

す ます 「建築 と社会」の重大な意義を認めずにはおれ ない もの

がある。
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住 宅 の 建 築 設 備 一 費 用 と 方 式一

日建設計工務株式会社取締役工務部長

菅

田

士

ロ 志 乃 武

回 ま え が き

建物の歴史は信仰の対象の保護と個人の住居{ 乙始まり ，当初

は雨露をしのぎ，猛獣などの外敵から自分を護るためのもので

あった。 したがって 小鳥や動物のように ， 日の出とともに起

き， 日没とともに眠る生活から ，灯を造り出 し， 乙れは現在の

照明技術まで発展し て， 夜の生活活動を可能とならしめた。山

の水 ，)11 の水，雨水を使用していた時代から井戸を掘り ，水道

の水を使うように進展した。大自然の環境 lζ 満足していた時代

は過ぎて人工の環境を作り外気の寒暖にかかわりなく ，室内を

快適な温湿度条件につくるため ，空気調和設備が設けられる乙

ととなった。乙の照明 ・給水衛生 ・空気調和等の人工の環境を

造る要求の一部として建築設備が誕生した。

回 住宅建築設備の現状

戦争で焼失した日本の住宅は戦後とにかく数を充足するとと

に専念し現在も ζ れはまだ継続しているが，一方，次第に数だ

けでなく ，広さ設備ともに質的にも向上を要求し始めた。ただ

衛生設備は大分完備され始めたが，暖房や冷房はまだまだの感

じで，石油 ・ガス ・電気ス トー ブ等直接放熱幅射方式のものが

全盛で， しかも防寒の乙とのみで，一部の住宅 lζ パッケ ージや

ウインドク ー ラ ー が設けられているに過ぎな ｾＧｯ またウインド

クー ラーやパッケ ージの設けられた住宅も暖房はというと ，相

変らず個別 lζ スト ーブや矩燥に頼っているとい う状態である。

しかし案外早い時代に冷暖房のみでなく ，空気調和まで完備さ

れた住宅が要求される時代が近づいている。

自分の住宅を建てるとき ，今までなら最も環境の良い室を客

間として計画し ， 日常の生活の場が犠牲とされる乙とが多かっ

たが，住宅はあくまで他人を招いたり ，見せたりするものでな

く，住むためのもの と考える ζ とが当然の ζ とである。

回 建物の保温 と断熱

住宅の暖冷房を考える前! とまず考えるべき ζ とは ，建物の保

温，断熱である。一般に乙のことが考えられている実例はほと

んどないといえる。屋根 ・床 ・壁 ・建具等から入射してくる

熱，あるいは反対に室内から逃げ去ってゆく熱を防ぐ ζ とであ

40 

る。とくに暖房や冷房の設備をしない場合でも ，断熱や保温を

するととによって室内の環境は向上できる。そして乙の断熱保

温された室を暖冷房する場合，熱負荷は非常に減って，最初の

設備費も ，その後の維持費も非常に割安となる。乙の乙とは一

般に建築家の人たちも案外知識が低いと考えられるので，次 lζ

試算を して比絞 してみよう。

解りやすくするため木造で柱 10cm角の壁について考える。

外側はモノレタノレ厚さ 2 7 mm内側はシックイ 2 4 mmが塗つである

大壁を考え ，壁厚 10c mは中空となったものにロックウ ーJ レを

断熱材として2 5 mm充填した場合を@，充填しない場合を③と

する。熱貫流率の小さいほど熱の移動が少ない。

③の熱貫流率は O.  97kcal! m
20

C  hr・

⑧の熱貫流率は 3. 50kcal! m
20

C  hr 

暖房期間を 120 日

外気温度を 5

0

C  

室内温度を 18

0  

C  

として

③ (18

0  

C  - 50  C )  x  O. 97x  120日 x 24hr =  36， 316kcal  

③ (18

0

C  - 5

0

C )  x 3.  50x 120 日 x 24hr =  131， 040kcal  

したがって， 失なわれる熱E は③では約 36，000kcal、 ③で は

131，000kcal と約3. 5倍の熱損失となる。ガスを燃料として，こ

の担失熱量を補充すると考えた場合 ，@は約180円、③は 655円

で，その差額は 475 円となり ， ロックウ ーノレの価格は2 5 mm厚

で 1m
2  

250円- 300 円ぐらいであるから ， 1 年 ( 1 冬〉もしな

いうちに利益となり ，その後は毎冬 3. 5 倍の燃料を使わねばな

らないと ととなる。ただし 今全部監 ・床 ・天井が断熱された場

合の箱状のもので試算しているので，実際は隙間風や建具 ，窓

等の損失があるから燃料自は 2 - 2. 5 倍と考えてよいと思う。

ｾ＠ .  

• 

• 

回 住 宅 の 建 設 費

住宅の建設費はその規模，構造，仕上げ，使用材料と設備内

容により大幅の差がある。したがって一律にその比率を示すこ

とは危険である。 ζ れを 2 ， 3 の実例により推測する乙とは可

能であるが，暖冷房設備を行なう場合，その建物の全館に計画

されたものであるか，あるいは特定の数護のみに計画されたも

のであるかにより ，全体の坪当り単価を出すととは乙れまた危

険である。資料のーっとして今全館 lζ 完全な暖冷房を行なった

.. 
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乙の建物は鉄筋コンクリ ー ト造，延床面積27 5 m
2
の一部 2 階

場合の実例の比率を示す。

付，主 として平家建であり ，仕上げ程度は高級，照明はほとん
6896 建 築 工 事

ど白熱灯を使用し ，庭園灯は水銀灯 4 灯，衛生空調用動力と通
996 電気設備工事

信信号等の弱電工事を含み，単相三線210/ 100V，動力三相三線

41  

三相負荷 9漏電瞥報器付で単相負荷約l OK V A，220 V引込，

守%

16必

衛生設備工事

空気調和設備工事



某 R C 造 住 宅 の 電 気 設 備

匂

. - - - - _J  

島

' - 一ー ーーーーーーーー

K V Aである。

衛生設備については ， 洋風便器 2 ， 和風大便器 2 ， 小便器

1 ，洗面器 2 ，洗濯流 1 ，瞬間湯沸器 1 ，ガス外釜 1 ，手洗器

1 をもち ，給湯は熱源をガ、ス湯沸器によっている。浄化槽は既

設のものを流用し ，屋外には撒水栓を 5 カ所設け ，と の水源は

敷地内に別途工事として井戸を掘り乙の水源を利用した。

空気調和設備については ，熱源を白 灯油 による 竪形 ボイラー

( 全自動式) ，冷却水は冷却塔による ウォータ ーチリンク自ユニ

ット，各室の空調はファン コイノレユニット によ り，計 8 台で床

置型 と天井吊型を併用し ，別 lζ 厨房 とリビングキッチンにはパ

ネルヒ ーテイ ングを併用した。また運転はできるだけ自動によ

る乙ととし ，互冬ともにタイマ ーによりクツレ ーフ。起動停止を行ー

なわせ操作の簡便を期した。自動と手動と何れも選択できるも

のと した。

42 
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融業器 1

ーでヴごニ三ζ 立と三平二土: T

毘

:;〆

/  

¥- - - 一一ーーヱ三三"三人→ 一 一 /

電気 と衛生設備の内容の比率は次の通りである。

1  ) 電灯差込配管配線材料
2096 

動力配管配線材料
2196 

通信信号警報配管配線材料 Ｑ Ｔ ｾ ぢ

照 明 器 具 賀
1096 

配管配線器具取付工費
2896 

運 賃 雑 紫
796 

2 ) 給 水 設 備 ＳＲ ｾ ぢ

井水給水設備
596 

排水通気設備 ＳＵ ｾ ぢ

衛生器具設備 ＱＰ ｾ ぢ

ガ ス 設 備
11必

諸 経 世
796 

3  ) 空気調和設備主要機器
4596 

プ

/  

.-

• 

• 

• 



某 R C 造 住 宅 の 空 調 設 備
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その他工事( パルプ付属品ダクト等) 41必

団 住宅の暖冷房の方式

• 
住宅に完全なる l底冷房を行なう場合，採用可能の方式は次の

ものが考えられ，かつ乙の併用もあると思う。

低速単ーダクト方式

ユニ ット方式

騒射ノマネノレ方式

ファンコイルユニット 方式

1  ) 低迷単ーダクト方式とは ，冷熱源 lζ ノマッケ ージ ・温水ボ

イラ ーまたはオイノレファ ーネス等を用い ，空調器より各室 lζ ダ

クト lζ て冷風または暖風を送る方式で，事務所建築でいう同名

の方式とは若干異なったものであるが，一般には ，パッケ ー ジ

とファ ーネスの組合せが多く ，またパッケ ージに電熱のヒ ータ

を入れたものも使用される。

2) ユニッ ト方式とは各室に ウインド クーラーやエヤロマ ス

ター等をおき個別に各室が単独で遂転できる方式であるが，暖

房時の熱源としては ， もっとも施工の容易な電気 ヒーターが組

込まれるが，維持費は若干高くなる。

3  ) 幅射ノf 才、ノレ方式は床 ・壁または天井等 lζ 温水配管を行な

い， 乙のパイフ。からの幅射により室温を上昇させる方法で，他

の方法に比し室内温度が 3 - 4

0

C 低くても ， 実効的 lζ は 差 が

ないのと ，室内のど乙にいても温度むらがないので， もっとも

快感を感じる。ただし冷房時には結露の問題があり ， 乙の同一

パイプに冷水を通すわけにゆかないので，別に ファンコ イノレや

43 



ウインド クーラ ーを併用する要があり ，当初の設備費が割高 と

なる。

4 ) フ ァンコ イル ユニット 方式は 4 室以上の室に冷暖房を行

な うと きに採用 される方式で，冷熱源 とし ては ， ウォ ーターチ

リングユ ニット と温水ボイ ラーにより ，冷温水配管を して 同一

管内 に夏は冷水，冬は温水を通し行なう。最近小型の ボイラ ー

も各社で製造されており今後も発展すると思う。 ζ の方式によ

るときは ，個室の制御や単独運転もできて， 1 ) の方式よりは

維持費は庶い。型式は床置型 ・天井吊型と露出型 ・陰蔽型の 2

種 2 型がある。

回 井水と太陽熱の利用

井水が得られる場合は ，パ ッケー ジや ウォーターチリ ングユ

ニット 等の冷却水として利用する ζ とは ，冷却塔や空冷による

よりも有利となる。また冷凍機を設けて ヒート ポンプ方式によ

り，冷温水を造る ζ とは実例もありまた研究も続けられている

が，住宅用として使用するには暖冷房負荷が小さい割 lζ 設備費

が大きい。太陽熱を利用し て温水を取り蓄熱槽を大きく取っ て

冷温水を蓄える ζ とや，深夜電力を利用して夜間蓄熱槽 lζ 温水

や冷水を蓄えて，必要時 lζ 汲み上げる方式等を採用すれば，維

持賀も旅くできる見込みである。太陽熱を集める コレ クタ ー も

種々研究されているが，設備がかなり大きくなる ζ とと ，蓄熱

槽の大きなものが，必要なので最初の設備費はかなり割高とな

る。

回 住宅の冷暖房 維持 費

前述のように ，各方式によって維持賀は一概にいえないが，

ファンコイルユ ニ ット方式で，灯油焚小型温水ボイラ ー とウォ

ターチリングユニットを使用した 場合が一般的で廉いと思う。

住宅の場合は一般事務所建築と運転時聞が迷うので，乙の点を

考えて計算する要がある。すなわち ，わが国の経済情況では終

日運転はまず考えられず，経済的な理由から ，夕刻から夜にか

けて数時間の運転が多いと思う。したがって冷房期間より暖房

期間の方が外気負荷が大きくなり ，一般事務所建物では冷房期

間の方が高いが，住宅では必らずしも夏季の方が高いとは限ら

ず，冬季の方が高くなる ζ とが多い。第 4 節で述べた実例 lと納

入された機器とその夏冬各 1 カ月の運転費を試算してみると次

の如くなる。
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温水ボイラ ー

バ ー ナ ー

ウォ ーターチリングユニット

ポ ン フ 。

冷却塔ファン

ポ ン フ。

S K O G- 2  

0. l KW5. 7e/ hr  

U W P-53A3. 75KW 

0. 75KW 

0. 3 K W  

1. 5 K W  

ファンコイ J レ S  C  R - 200 22W 

S  C  R - 300x 2  32W 

S  F - 300 32W 

S  F - 600 60羽r

S  C  R - 600x 2  60W 

S  F -800 40Wx 2  

1  ) 暖 房 時 灯 油 320e  x  16円/e= 5，120円

電 力 単 相 100V 180KWx l l . 60円= 2，088円

電力基本料金 374.5円 x 5 K WX 1/2= 936円

合計 8，144円

2 ) 冷房時 電力は小口電力を引込むので基本料金が加算さ

れるために ，使用置により相当の差額が出るので，一 応

1 カ月 150時間運転として計上する。

電 力 三 相 500KWx 4円= 2，000円

基本料契約 5K W  x 374. 50= 1， 872.  50円

単相 180 K W x  ll. 60= 2， 088円 計 5，960円

3  ) 機器の選択は冬季運転を要するものはすべて単相運転が

可能な機種を選択し ，夏季のみ運転のもののみ三相とす

る ζ とが必要である。冬季の電力使用量は三相を写と

し，基本料金が半額となるよう計画したほうが電気料金

カＺ￬｛［￬ｾい。

回 住宅の衛生設備

日本の住宅の衛生設備は戦後アメリカ箪が進駐して，兵隊た

ちの兵舎や住宅を日本人が建設して後，急速に発達した。アメ

リカ軍は建物がどんなに立派であってもその中で能率的に衛生

的! と快よい環境を作り ，生活を Enj oy できるものでな ければ

house でも home でもないという考え方 lζ 立って，111物はバ

ラックでも諸設備はあまり差のないものを要求した。外国とく

にアメリカや英国， フランスなどでは給湯の ない 住宅はほ とん

どないと聞いている。日本ではガスの瞬間湯沸器が最も多く使

われているが，最近小型の各種ボイラ ーが輸入や開発され普及

しつつある。ただ手洗i洗面等使用水置の少ないものに一台の瞬

間湯沸器から配管で導く乙とは ，管内の水が排出されるまで湯

が出ないのと ， 途中の熱損失が大きいので ， 精々 Ｒ ｾ Ｓｭ 位ま

での配管 とし ，それ以上長い l時は別 {ζ 小型瞬間湯沸器を設ける

方がよい。

厨房もマスプロによるステンレスのユニットキッチンが多数

市販されており ，今後は注文品でなく既成品の組合せ方式が多

く使われると思う。住宅は個人の好みや敷地の大きさ形などで

ー率にまとめる乙とは不可能であるが，厨房，便所，浴室など

用途の決まったものは ，< スプロ製品を使ったり ，ユニッ ト形

式のものを使うほうが，注文品よりも良いものが安く手 l( 入る

時代 となった。

'γ 

‘  

• 

• 





住 宅 に お け る 設 備 共 同 化一 地域暖冷房を中心としてその現況と将来

地主主計画 ・建築研究所所長

輪 泰 司

「住宅における設備共同化」というのが与えられたテ ーマである。住宅の設備が共

同化の方向をとるというととが前提のようである。住宅の設備には ，電灯，給水，排

水，ガス ， じんあい，し 尿処理等々から l麗冷房の問題まで非常に沢山の種類がある。

ζ れらの設備が「共同化」の方向をとるのが乙れからの姿であろうか，何が，どのよ

うに共同化するのか， 共同化しないものもあるだろうか。 ζ のあたりの疑問から考え

ておかねばならない。

住 宅 設 備 共 同 化 の 論 理

もう 4 年前になるが，ソ 連圏内を旅行 したとき ， 極東の中心都市ノ、ノイロフスクで市

役所を訪れ，副市長のラウリ レツ エワ女史 lと市の建設計画をきいたが，その時，住宅

建設，福祉施設建設とともに全市の暖房計画が重点政策になっていて 1963 年中 lζ 完成

し，市内にある 300余の煙突から煙を一掃するとい うζ とを教えられた。実際市内では

直径 1 m以上もある巨大な給湯パイプの布設工事が進んでいた。ソ連の乙の種，地域

暖房ではほとんど熱湯を使い， 火力発電所の廃熱を利用している場合が多く ， 乙のハ

バロフスクでも市の東部にある火力発電所で熱湯をつくり加圧調節して全市の住宅に

均一な温度の湯を供給するという計画であった。おそらくいまどろは ，婦人副市長の

言うように人口40万人のハパロフスク市では ， 厚いレ ンガ造の建物の上 lζ ニョ キニヨ

万 台 万 戸

700  70 

600 60 

500 50 

400 40 

300 30 

200  20 

1  ) 建設省計画局調査統計線 「建築統計年報」

2  ) 通商産業大臣官房調査統計部機械統計調査室「機核統

針年報」

( 表- 1)  

キ出ていた 煙突は無用 となり ， 冬の町も煤煙で空がよどれるとともなくなっている ζ 延床面計

100" 聞

とであろう。

給水量 電力協KWH

100ちm
3 100000 

ηz  

その後スウェ ーデン のストックホノレム 郊外の有名なファノレスタ団地 もみ たが， 乙ζ

では団地から小高い丘をへだてて， 4 k mほどはなれたオ ーガスタにある原子力施設か

ら熱湯を送り ，各アパー ト棟の地下にある熱交換室で 温湯を作り 暖房や炊事， シャワ

ーに使っていた。

巨大な花岡岩の山をくりぬいてつくられた原子力施設は天然ウランを燃料にし ，重

水を減速剤と冷却剤 lと使ったどく一般的な型の原子炉で熱出力 6 万キロワッ ト，比較

的小型であるが， 出力の内 6 分の l は発電用に ， 他はすべて暖房用にしている 。乙れ

で人口 3 万人のフアルスタニュータウンの暖房，給湯をまかなっていわけである。

わが国では地峨暖房は米軍基地や学園 ， 病院など特別なと ζ ろを除いてはほとんど

例がなかった。

昭和47年に冬期オリンピックの会場となる 乙とが 決っている札幌市では市の中央部

を地域暖房にする計画をたてている。

工場の煤煙， 自動車の排気ガスなど都市の空気をよどすものがふえてゆく なかで無

視できないのが， ビソレ，住宅の暖房用の石油，石炭燃焼である。

厚生省は束京の新宿副都市を手はじめに地域暖房の推進を考え， 建設省も公団住宅

に地域暖房をとり入れる方針を考えている。公害追放の機運 とともにに わかに地域暖

房が脚光をあびてきた感じである。
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1  ) 建役省計画局調査統計課 「建築統計年報」

2) 通商産業省公益事業局公益事業調査部「電気事業要覧」

3 ) 通商産業省公益事業局ガス課 「ガス事業統計年報」

4 ) 日本水道協会 「上水道統計」

( 表- 2)  
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主 要 府.県 水 道 普 及 状 況 ( 昭和37年度末)

現在給水人口 普及率( 必)

全 国 57，492，633  60.4  

東 京 8，563，578 83. 5  

神 奈 )11  3，116，516  82. 8  

愛 知 3，361， 375 75. 6  

京 都 1， 563， 536 77. 2  

大 阪 5，632，886 94. 5  

兵 庫 3，064，386 75.4  

福 岡 2，490，748 61. 1  

厚生省環境衛生局水道課

( 表- 3)  

テ レ ビ 受 信 契 約 数 ( 昭和34- 38年度〉

年 皮 末 契 約 数 (1，000) 普 及 率 (96)

昭和 3 4  4， 1  4  9  23.1 

3  5  6， 8  6  0  33. 2  

3  6  1  0， 2  2  2  49. 5  

3  7  1  3， 3  7  9  64. 8  

3  8  1  5， 6  6  3  75.9 

37年以降はテレビと ラジオ契約数

日本放送協会広報室「受信契約数統計要覧」

( 表- 4 )

表- 1は，昭和30年から昭和38年にいたる聞の住宅建設戸数

と主要な家庭用電器製品の生産台数を同じ表に収めたもの，表

- 2は同じ期間の住宅着工延床面積と ，電灯，水道，ガスの供

給量を同じ表に収めたものである。当然の ζ とながら ，住宅の

建設とこれらの要素の聞には密接な関係がよみとれる。

昭和 ＳＷ 年度末の水道普及率は全国て Ｇ ＶＰＮＴ ＹＶ ， 大阪府 ＹＴＮ Ｕｾ ぢ ，

京都府 ＷＷ Ｎ Ｒ ｾ ぢ Ｈ 表 ー の であり ， 昭和 ＳＸ 年のガス普及率は ， 全

国で ＴＶ Ｎ Ｓ ｾ ぢ ， 京阪神地区で ＶＷ ＮＱ ＹＶ である。電灯はほとんど ＱＰＰ

% である。テ レビの普及率はこと 4 年聞に 3 倍以上になった

( 表- 4 ) 。

戦後，国民の住生活様式はあらゆる場面で、急速 lζ かわってき

た。とくにいわゆる高度経済成長政策が大衆消費時代といわれ

る現象を引きお こし てきた昭和31年ころから ，電気洗濯機，電

気冷蔵庫， 電気掃除機のいわゆる家庭電化製品の三種の神器

が， さらに昭和36年 乙ろからは J レーム ・クー ラー， カラ ーテ レ

ビ， カーの 3 C が急速に住宅の中 lζ 入り乙んできた。

それにともな って，電力 ，71<，ガスの消費が急速にのびたの

は当然である。従来は住宅の電気設計で， 1 戸あたり 10アンペ

アもあれば十分であ った電気容量が，公団住宅でも 15- 20アン

ペア で計画 しなければならなくなってきて いる。

都市施設計画の中で，交通施設，公共施設等とともに ，乙れら

上下水道，電気，ガス等の施設の計画が重要な部品を占めるよ

うになってきた。

乙れらは従来から 利用者が広域にわたり ，また設備投資が大

きいなどの点から ，経営形態としては公共事業の性格が強か っ

た。公害対策を直接の契機としてうかび‘ 上 って きた地域暖冷房

も，おそらく乙れらの事業と閉じような形態をとって，新 しい

都市と住宅地の脈絡施設と して大事な要素にあるであろ う。

住宅ない し住環境を物質主義とでもいうよ うな立場からみる

と，r 設備」は空間を構成している特別な「部分」 あるいは「附

属品」としてとりあっかわれるが，他の立場一一都市なり建築

なりを形成する物質ではなくて，そ 乙にいる「人間」に主体を

おいて眺める ，そういう立場からすると ，設備はイレモノと し

てのシェ J レタ ーと同格の位置にあって人間の生活に奉仕する機

能とみる 乙とができる。事実， 設備はただ一方的に建築空間

( シェ J レタ ー〉に規制されるのではなく ，設備そのものの進歩

がシェノレタ ーの形や大きさを規定し ，あるいは新しい可能性を

与えている場合が多くある。

乙れが建築から飛躍して ，住宅団地など，地域的広がりの中

で，生活空間をみる場合，設備は工業化という生産様式と結合

して，豊かな可能性を空聞に与えるという乙とがー屈はっきり

してくる。

メカニズムのある部分が量産化一一工場生産化される乙とに

よって ，共同化，集中化を促進する。

乙の場合，共同化の設備体系が普及し一般化するかどうかの

チェックボ ー ドは ，かつて藤井厚二教授が鋭く指摘されている

ように ，設備が自然の条件をどのようにうまく建築の中にとり

入れるかどうかという乙とであろう。

うまいアイデアのようだが，やはりビルの中の釣掘は永つづ

きはしないのである。

「地域暖冷房」も人聞のために青空とおいしい空気を回復し

たいという姿勢から出発し ，それをそ乙なうものとの斗いの姿

勢を貫くならば，大いに意義のある発達をと げて，人間のまた

新しい進歩を記念するととになろう。

設備共同化 と地域暖冷房

地域暖冷房 (Di str ict Heating， Cooling)  は都市のビノレ街

や，近郊の住宅団地などを対策として，中央のプラン卜から熱

を供給して暖冷房を行なう方式で，すでに欧米では一世紀以上

の発達の歴史がある。

現在最も地域暖房の普及しているのはアメリカであるが，18  

87年にはじめて数戸を対象としてつくられていらしり熱発生装

置の進歩に伴って規模も大きくなり ，ほとんど集団住宅地には

地域暖房が行なわれ，全米で 150 以上の都市に普及している と

いわれている。
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ヨーロ ッパでもっとも古いのはドイツで，アメリカよりも古

く1875年に最初の建設が行なわれてい る。現在ではドイツの主

要都市の大部分が地l或l暖房を行なっており ， 乙とに ウオ J レフ ス

フツレグはフオノレクス ・ワーゲン 工場の大発電所の凝縮用水を利

用して全市街地の地域暖房を行なっているので有名である。

今やヨ ー ロッパで‘ は ，個別暖房から集中暖房 (Cent ral Hea-

t i ng) へ，さらにそれも古くな って，町ぐるみをひとつの暖房系

統でう けもつ地域暖房の時代へと移りつつある。わが国でも ，

新設され る住宅団地あたりから ， この方式を真剣に検討し ， と

り入れ るべき時期にきているのではなかろうか。

地域限冷房が重要視される理由は ，一般に次のような点にあ

ろう。

L  設備効率の増大

0 住宅や小ビ J レlζ 能率のよいボイラ ーを個々におくことは経

済的に困難であるが，中央化する乙とによって大容量，高

効率のボイラ ーを設備でき熱効率を向上できる。

o : t R 中化により尖頭負荷を緩和できるので ，個々に設置する

機械の全容量より小さいものでよく ，またピ ー クも容易に

予測できるので経済的運転ができる。

2. 単位出力あたりの設備費，労賃の節減，燃料の節約

0 個々のボ イラ一 室，煙突，燃料貯蔵所等がいらないので ，

建物の有効面積が増す。係員の数も少なくてすむので ，人

件 ｾ Ｑ が節減でき る。

0 燃料を大81ζ 購入できるので ，単価が安くなる。供給量が

まとまる ので ，発電所，焼却炉のj支熱の利用ができ ，国家

経済上有利である。

3.  煤煙の集約処理，空気汚染防止

0 燃焼の管理がゆきとどき ，煤煙の| 徐陸，洗線装置の完全と

りつけができ ， スモッグ禍を絶滅できる。

0 間接的には ，火災原因となる個別のボ イラー がへるので災

害予防 lζ も有効， また ，燃料，残灰の処理が集中化するの

で，交通E を緩和する 役にも立つ。

スモッグになやむイギ リスでは ，すでに 1942年から戦後の復興

計画に地域l医房をとり 入れて いるが， 乙の国ではスモッグが直

接，間践に及ぼす被害が年間500億円にも達し ，1952 年には ロ

ンドンでスモッグが直接の原因で 4，000 人 も死んでいるとい う

から切実な問題であったといえる。

東京における石炭，石油消費量と亙硫酸ガス濃度

江 東 区

千 代 田 区
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石炭，石油消費量 |亜硫酸ガス濃度 ( P P M)  

(  1 日平均 t ) I  

瓦j羽 冬期 | 昭和40年冬 2 週間平均

6.800 

500 

7. 000 

1. 800 

( 表- 5 )  

O. 0  8  

O. 1  2  

わが国 でも昨年の東京都の大気汚染調査 lζ よると ，表- 5の

ように都心のビルの多い千代間灰では ，工場の多い江東区より

燃料消 費量が少ないのに ，大気rl- l の亜硫酸ガス濃度が高く ，暖

房が大気汚染の有力な原閃である ζ とを示している。

また ，消防庁の「火災年報」によると ，出火原因の中でスト

ーブによるものが，昭和36年1，621件，昭和37年2，398件，昭和

38年2. 623 件 と激増しており ， 冬期暖房が国民の健康 と財産を

そこなう原因 として比重がましているといえる。

札幌市では冬の間 ， ビノレや家庭の 1122房装置から発生する煤煙

が空をおおい落下する煤燃の E は，昭和39年冬の測定では ，全

市平均で l 平方キ ロにつき 12 トン ，中心部では ，29 トンlζ も達

した。最近はボイラ ーの燃料がむ炭から石油 lζ かわり ，iJL腹の

虫( ま減ったが，逆 lζ 亜硫酸ガ、スの濃度は念、泊している。

札幌市は対策 とし て大ビソレの集中している中心地区約135ha

を地域暖房の対策とし ，乙のうち 104ha を第 1 期計聞として ，

昭和46年までに事業費14{立円で着工する方針を出している。

経営主体は ，国，北海道庁，本L$Jt市，民間の出資金 7 億円で

設立され た熱供給公社で， ｴｦ ｾ＠ U 羽の計画によると ，熱プラン 卜

から各地区までの本管( 直径200- 500 ミリ) はのべ5. 3km，本

管からビノレ入口 までの文管( 直径80- 130 ミリ〉 はのべ12 k mIC

及んでいる。各 ビノレで は従米の| 毘民システ ムを そのまま 利用で

きるように計画されてい る。

熱湯の販売価格は千キロカロ リー当 り3 円50銭の予定である

といわれてい る。

地域暖冷房の現状と将来

i也峻1122冷 房 は 送熱媒 体 の 極 績 に よ っ て 蒸 気 方 式 (St eam 

Heat i ng Syst em) と，熱A<プj 式 (Hi gh Temperat ure  Hot 

Wat er  Heat i ng Sys t em ;  H.  T.  W)  1ζ 区別される。 アメリ

カではぷ気方式が多かったが，その後，熱水方式へと移行し ，

今では熱水方式の方が蒸気方式より多くの点ですぐれていると

いう ととで ，熱水方式が主となっている 。

蒸 気 とは一般に中等程度の圧力 ( ゲー ジ圧力10気圧前後) で

温度180

0

C 位のものをいい ，熱水とは ，ゲー ジ圧力 7 - 1 0気圧

程度，温度300

0

F  (149

0  

C ) 以 上180
0

C 位の水と 定義され，い

わゆる温水 とは 区別されている。

蒸気を熱媒 とし て使うときは ，1底冷房目 的には ，大部分，そ

の蒸気の もっている 潜熱を利用 するの で見掛け比熱は熱水の そ

れに絞べて大きく ，従って閉じ熱誌を送るにも流量は少なくて

すみ，流速 も大きくすること ができるので配管径は細 くてよい。

しか し， トラップ，減圧ステ ー ションなど余分な設備を要 し，

また還水管は腐蝕しゃく ， しかも逆勾配にする ζ とができない

ので，地形の起伏の多い住宅団地などでは施工がむづか しい。

また配管 lζ 破損，漏洩があった場合，蒸気であ ると ，触れた
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物体にその顕熱を放するので危険である。熱水はむ しろ潜熱の

一部を吸収し低圧の蒸気に変るので危険の度合は少ない。

また ，重量あ たりの保有熱量は蒸気の方が多 いが，実際の設

計ーにあたっ て重要な容積あ たりの保有熱畳は熱水の方がはるか

lと大きいので ，ボイラ 一能力は蒸気の場合の普通15- 2096小さ

くてよいとされている。

その他，将来の拡張，増設が容易なと‘ 熱水 の方が有利で ある

ので， もっぱら熱水方式が普及しつつある。

夏期の冷房対策であるが，乙れは圧縮式冷凍機を用いず ，ガ

ス冷蔵庫の原理と同じで熱水で冷房できる。すなわち ，熱水の

もっている熱，あるいは高い圧力を利用し て水，またはそのt也

の液体を低い圧力の下で蒸発させ，その時に対象物からうば う

潜熱を冷房の目 的 lζ 使う わけである。 とれには吸収式冷凍機 と

か蒸気l噴射式冷凍機がある。乙れらの冷凍機はいづれもその装

置自体 lζ 可動部分が少なく ，運転白が安く てすむ。

熱水方式の場合供給範囲は半径 6 - l Ok mまで可能である。

経済的 [ζ 採算の とれる 規模は ，それぞれの設置する場所で とと

なるが，大体，暖房能力 25T/ H  (1， 650万K cal/ H) 暖房面積

約80，OOOm 2 ，冷房能力2，500U  S 冷凍 トン以上といわれている

から ，24戸建 ， 1 戸当り 60m
2

の居室の集合住宅で、 55- 60棟以

上であろう。

利用のしかたは ，普通，高圧熱水の熱 エネノレギーを熱交換器

によって比較的低温，低圧の任意の温水または蒸気にかえ ， と

れらをそれぞれの目的に使う。 ( 図一 1)  

実際 lと住宅団地に応用 した例をあげて おく。 ( 表- 6)  

ヨーロッノペ ソ連で‘ 熱心にすすめられているのは ，はじめに

のベた国家経済上の問題からも重要視されているが，火力発電

ホイうーザプライヘ"，，; :'

補 給水ポンプ

直! 日出 jz…
:: 」;:L4

l似官ピ払Jムべ いいιん い テ 日 … …- →引サレげ汁ヲチJ一

N2 膨張 9 ン?

住 宅 戸 数

延 床 面 積

( 教会，学校を含む)

暖 房 負 荷

熱 媒

ボイ ラ一定絡出力

筏 湯 温 度

返 湯 温 度

燃 料

( 図ー 1)  

コング ・フラウ ・ゲレ |関 東 村

ンデ団地( スイス) I  ( 東京，調布市，米軍用)

1. 200戸

110. 000m
2  

13. 200.  oooK cal/H  

熱 水

10Gcal/ H  

110

0

C  

70

0

C  

S 重油 ( C 重油相当)

( 表- 6)  

880戸

147. 8371η2  

11 .  500.  OOOK cal/H  

熱 水

8. 5Gcal/H  

148
0

C  

130

0

C  

N S  F O  ( 重油)

所の廃熱やじん芥焼却場の熱を利用する 乙とである。乙れは都

市なり住宅地の総合的な供給処理システムという面からも将来

の都市構成施設計画の上で，興味のある テーマである。

ロン ドンのピムリ コ地区はイギリス最初の地域暖房の住宅地

であるが，乙乙では火力発電所から熱湯の供給をう けている 。

発電所のボイラ ーで作られた高圧 の蒸気はまづ発電用のタ ー ビ

ンを回してから熱交換器に入り ，水を加熱し ，できた熱水は高

圧をかけて 100- 130

0

C  !C高め ，団地内の施設ま で地下のパ イ

プで送る。暖房用に直接各戸に熱水をおくる他，地下の熱交換

器室で シャワ ーや台所につかう温水をつくる。団地のはづれに

高さ 40数mの円筒形の建物があるが， 乙れ は熱水をためておく

蓄熱塔であ る。 ζ れで発電量の ムラによる熱水のっくりすぎや

不足を調節するわけである。と乙では 8 - 11階のアパー ト数十

棟合計 3，200戸 lζ 熱を供給している。

パリ市では ，イッシ ・レ ・ムリノオ ，サント ・オーエン ， ロ

マンビイユ ，イブリ の市周辺 4 カ所にあるじん芥焼却施設が有

機的 lζ 連結 してパリ市の蒸気供給網へ蒸気を供給 してい る。互

場は ，サン ト・オーエン の設備だけでt 充たされてい るが，冬場

には全施設の他 lζ いくつかのボイラ ープラントがー絡になって

需要 lζ 応じ ， 最大ピ ーク約 1，200t /H をまかなっている。

ヘノレシンキで も1961年 !c 24時間に 200 トンの焼却能力をも っ

設備 2 基をもっじん芥焼却プラ ント が完成し ている が，23t/H  

の発生hl をもっボイラ ー 2 基をもち ，250

0

C の蒸気を市のヒ ー

ティング ・ステ ーション ( 3 カ所ある) に送り ，乙れで全市の

暖房を行なっ ている。

ウィーン のじん芥焼却プラ ント は2ケ所の病院，と l つの洗濯

工場へ蒸気を供給，一部所内用 lζ 発電に つかい ，さらに焼却残淳

年間 8 万 トン の中から約 2，000 トンの鉄 クズを回収し ，70，000 

トン のクリ ンカ ーを人造建材として利用するという徹底ぶりで

ある 。乙 ζ の場合は ， じん芥焼却より余熱利用を主として計画

され，夏期の熱のあまる時はじん芥をもやさずにすてている。

わが国でも横浜市清掃局鶴見工場では焼却余熱で熱湯をつく

り， 1 日約10 トンの熱湯を無料で サー ビスし ，付近の民家約20

世帯が風呂 や洗濯に佼っている。

関東学院大学の木村宏教授の計算によると ，乙の工場で 1 日

300 トンのゴミをやくと ，54，000m
2

の暖房，まfこは 36，000m
2

の冷房をできるだけの余熱が発生する。乙の余熱を十分に利用

して恭気を つくり 1 キロ 3 円27銭でうると約10年で維持賀 と 7

億 3 千万円 の設備償却世まででるという 乙とである。

大阪市清掃局西淀工場は 1964年 9 月に完成したが， 17t/H ， 

350
0

C のボイラ ー 2 基をもち ，2，7 0 0 KWターボ発電機 2 基で

発電を行ない ， ζ れを関西電力 lζ 売って運転費の一助にしてい

る。その他， 乙の種の施設は ，表一 ? のようにかなり普及して

し、る。
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じ ん 芥 焼 却 炉 の 余 熱 利 用 例

プ ラ ン ト 名

J ミ J レ ン

ブ ラ ッ セ ノ レ

へ J レ シ ン キ

ヴインタ ーツアー

デュッセノレド J レフ

ジ ュ ネ ー プ

フ ラ ン ク フ J レト

ノ、

グ

設 備 体 系

l 次 設 備 体 系

2 次 設 備 体 系

焼 却 能 力 | ボイラ 一容量 余 熱 利 用 状 況

l OOt x  2  

200t x  2  

200t x  2  

100t x  2  

240t x  3  

200t x  2  

300t x 2  

300t x 3  

8t/ H x 2  I工場，駅，病院，直接蒸気供給，

一部発電 (20 0 K W)

予備ボイラ ー. 40t / H x 2基

日 t/ H x 2 I電力会社 (400mはなれた) へ供給，

4. 000KWの発fE

2附 x 2 I市有ビ、ヒ ーテイング ・ステ ーシヨ

ンへ供給

13t/ H  I石けん工場，カンヅメ工場へ供給

16t/ H  I 工場へ供給( 発i 'J 用)

24t/ H x 2  I  発電. 5. 0 0 0 KW発危機を併設，

一部所内暖房用

32t/ H  x 2  I ヒート パワ ーステ ーションへ供給，

蒸気，7dカ，熱湯として新設住宅

団地へ供給

35t/ H x 3  I市有パワ ーステ ーションへ供給，

発電 ( 11. OOOkm)  

〈表- 7)  

供 給 ・処 理 系 交 通 ・通 信 系

屯力 ，ガス . 7.1<.  

じん芥焼却，汚水処理

道路，沼市民主，欽軌道

通域暖冷房，サニタリ ープラント | 装置道路，自動制御列車

( 表- 8)  

これからの居住環境整備計画

1967年 ，大 阪 で 開 か れ る 日 本 万 国 博 の 会 場 に は ， 本格的な地域冷房の設備が計画さ

れている。

「未来都市のモデノレ」を標ぼうする万国博の会場計画は基本方針で次のようにうた

っている。 i良好な居住環境を確保する乙とは ， 乙れか らの人類社会の大きな問題で

ある。特に都市化が人類社会の向うべき方向であるとすれば， 都市環境の悪化を防止

する ζ とは. 20世紀後半の最大の課題となるであろう。その基本的な方向は ，自然の

正 しい サイク J レを尊重しつつ人工との調和をはかる乙とにある …… J ( 会場基本計画

第一次案説明書より)

汚水処理施設も ， 好気性パクテリヤの作用をたくみにとり入れる ζ とによって，水

と窒素の自然のサイク J レを人工的 lζ 制御する技術が進んでいる。

また，道路 lζ 交通置の多寡を識別し ， 流れを誘導する信号を設したり ， あるいは ，

すすんでエネルギー源をすらビノレトイ ン する乙とによって， 全く新しい流通設備をっ

くり出すととができる。

従来の屯気. 7.1<. 汚水処理ゃ，道路， 鉄軌道といった設備が， 人間の居住環境を形

成する ，いわば一次設備体系といえるものであった とするなら ， いまや乙れらを複合

した質的にちがった働きをもっ ， いわば 2 次設備体系とでもいえるような地域暖冷房

や装置道路の時代が到来しつつある。 ( 表- 8)  

居住空間の計画は乙うした空間構成の諸要素の発展についての正しい見通しなしに

はありえないのである。 ( 67. 4.  )  
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設備に関するユニットの量産化

可'

ー

大阪市立大学教綬 ・工問

上 林 博 雄

1 . 建築 の 工 業 化 の 諸 段 階

建築の工業化が脚光をあびたのは第 1 次大戦後の 欧州の住宅

問題 ・新建築運動などと関連が深い。したがって工業化への提

案ないし実験住宅は C I A Mの初期に数多く討議された。たとえ

ばドイツの 卜ロッケン ・パウ( 木造乾式構造のプレファブ化) ， 

l レ・コj レビジェの大型コンクリー卜 版構造，北欧の地方的材料

利用の建築部品化， フランクフノレト ・アン ・マインに おける住

居付属生活機器の標準化など， 多くの注目すべきものがあっ

た。 1930年代になってナチズムの勃興とともに国際協力の風潮

は破れ，以後は欧州各国では建築生産の基本的テ ーマとして定

着はしたが，見るべき進歩はなくなってしまった。そして建築

の文化的後進国であったアメリカにおいて広く建築の部品化

が，構成材 C o mponent s にまでお ζ なわれるようになった。

戦前よりアメリカの建築設計は座右の書としてカタログをおい

てお乙なわれるといわれてきた乙とは ， 乙の事情を示してい

る。一方彼の固において B . フーラ ーなどの個人的提案が建築

のプ レファブ化について数多くなされてきた ζ とも周知のとお

りである。

建築の工業化を生産技術や生産組織からシステマチックに理

@  解するためには ， 工業化の諸段階についての認識が必要であ

る。第 2 次大戦後の建築， とくに住宅の生産革新の国際的な気

運のなかにあって，一方ではモデュ ーノレの検討が精力的 lζ 進め

られ，他方では広く建築の工業化についての国際会議がもたれ

るようになってきている。たとえば1965年にもたれた第 3 回の

C I B の総会におけるテーマは “ T o wa r d I ndust ri al i sed B u-

i l di ng" 一一 建築の工業化へーーであった( 乙の会議には筆者

もわが国の代表団の一員として出席した〉。それより先 ，1956 

年には欧州生産性本部 ( E P A) の建築セクションは ，建物のモ

デュラ ー ・コー ディネ ーションの検討において，建築部品の工

業化における諸段階について提案をお乙なっている。その後，

ー

広瀬鎌二氏などもわが国において再三提案をお乙なってきた。

しかし各研究者，たとえば東京大学の池辺陽氏，同大学の内田

祥哉氏などの工業化の段階における用語は微妙にくい違ってい

て統一的になっていない。私の研究室においてもとのような混

乱した用語の概念規定を再整理するために研究をお乙なってき

た。

〈註〉上林 ・北浦 ・庄野・住宅工業化のための銘品系について( その 1 . 部品系の分額 ・構成

にいって) .  l l ! 築学会近畿支部研究報告集 . S41 ・5 。

同上 : 向上 ( その 2. I量倒コアの考察) . 遇策学会鈴文報告集. S41 ・10。

第 1表 [ζ 建築の工業化に関する部品系の構成を示す。乙の構

成は E P Aの考え方を基本と して，以後および将来の工業化の

進歩 [ζ マッ チするように考えられている。乙乙 lζ 導入した新し

い概念は，まず 2 ・2 ・2 装備用単位材， 2 .  3 ・2装備用集

成材， 3  • 2 装備ユニッ トなどに見られる装備という概念であ

る。 ζ れはアメリカにおいては Fi xt ur e ( 固定される器具 ・

家具の類をいう ) として設備 E q u i p ment と区別して用 いら

れている。建築のなかでも特に住宅を問題と し，また設備ーユニ

ットなどを研究の対象 lとする場合には ζ の二者は区別して考え

た方が合理的である。たとえば台所流しをとって考えた場合，

ステンレスの成型だけでは装備用単位材となり ，流し台として

第 1 表 建築の部品系の構成

1. 1 原材料 R a w Mat er i al s  

1. 材 料

1. 2 定形材料 Materi al s  wi th f i xed Fi g ur e  

! ¥Iateri al s 

1. 3 不定形材料 Mat er i als  wi thout  ・

f i xed  F igLIre 

2.1 切断面材 S叫 ecし ti ons  or  Mat er i al  

given  2  dement i ons 

構造用 St ruct ural

2. 2 構成単位材 2. 2.1 単位材 Mat er i al  Uni t s 

装備用 Fi xt ural

Materi al  2. 2. 2 単位材 Mater ial UrI it s  

Uni t s  設備用 Equipment al

2. 2. 3 単位材 Mat er ial 1. J rl i  ts 

2  構 成 材 2. 3. 1. 1 引f 宮す内t江*  
Pa n卦eミ見l LA  f つ

Component sAl  I  2. 3.1 構集成造材用 2.  3. 1. 2  伝加 B  子

.1-1ミ 成 材 S  Skel  t集on成A材

2. 3  京 t ruct ural  3314成11I与1主造d  14 成用メ材1=弘z、
A.  2. 3. 1. 

A sseml コlies I  I  C  
I  Compo 

| St ruct ur al  A.  

装備用 Fi xt ural

2. 3. 2 集成材 Assembl i es 

設備用 E qui pment al

2. 3. 3 集成材 A ssembl i es  |  

ノマネ J レユニット

3. 1 構造構成 3. 1. 1  ｓｴｾ ｵＢ ｾｴｾ ｲ ｡ ｬ Ｇ ｐ ｾｮ･ ｬ＠ Ur1I ts 

ユニット 3. 1. 2  開放スペースユニット

St ruct ural  . 'unとlosed Space 1. JIl i ts 

Uni t s  13. 1. 3  完結スペースユニット

1・ Cl osed Space Uni  ts 

3. 要素構成

ユニット 3. 2 装備ユニッ ト Fi xture U  ni ts  

El ement al  I  3. 3 設備ユニット E qui pment  Uni t s  

Uni t s 

合成ノマ不 J レユニッ ト

3. 4 合 成 3. 4. 1Compound Panel  Ur1i ts 

ユニッ ト 開放合U成ncス10ベse-d  スユニッ ト

3. 4. 2  0 7 W- ，^  ￼Ｇ ［［ｾ ｬ ｾｳ･､＠ C.  S. U  

Compound 

Uni t s  13. 4. 3 完結合成スペースユニッ ト

Cl osed C .  S.  U  

4.  ｻｾ←＠ 戸 4. 1  展開Jーャ 戸 ニL ニ二 ト House Uni  ts to 

1エ ・1 1l ' <1: J t : l 1 エツ De velope 

ユニット

House Uni t s  I  4. 2 完成住戸ユニット Perf ect  House  Uni t s 
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製品化されたものは装備用集成材となり ，キ ッチン ・キャビネ

ットとして一連のセッ トの部分として構成される場合は装備ユ

ニットとなる。乙れはユニット家具 というような言葉が常用さ

れているか ら容易に理解 して もらえると思う。次 tと新らしい概

念は要業構成ユニット E lement al Uni t s であるが，E P Aで

は大型の椛造用集成材 St r uct usal As s e mbli es を含んで現場

施工を要するものを エレメントと称しているが，東欧固に見ら

れるようなアパー トの 1住戸単位のプ レファプ化への進歩に乙

たえる工業化の段階と して規定したものである。とれも最近採

用されてきた構造構成ユニット ，たとえば池辺陽研究室設計の

東京大学宇宙科学実験場における開設スペース ・ユニットの実

例から理解されやすく なってきた。

なお住戸ユニッ トという考え方は住宅の工業化を考える場合

の最終段階をなすものであり ，アメリカには製品化されたもの

もある。 乙の概念はすでに一般的 lζ 示されてい るから何 ら新 ら

しい ものではない。 ただ輸送上の制約その他を考慮すれば形式

的には工業化の最終段階であっても， ζ れが建築の工業化の最

終目的でない乙 とも銘記せねばならない。たとえば最も 人件費

が高い固 といわれるアメ リカ において，住宅建築に見られる工

業化は ，現在のわが国のプ レファブ工業lζ 見られるよ うK 華 々

しさはない。 しか し一般に個別に設計される住宅においても ，

建築材料自の8096以上が構成材 C o mp onents として 3 次加工

された部品であるという。すなわち ， 乙れは部品系の各段階に

おいて工業化の屈の厚みが増す こと が基本的 lと重要である とと

を示していよう。

2. 設 備 関 係 室 の 工業 化 へ の 道 程

設備関係室lζ 用いられる装備と設備についての部品系を第 2

表にぬ きだし具体的 lζ 例示 しよう 。 2 • 2 ・2 の装備用単位材

はさきに説明したとおりで， 2 ・2 ・3 設備用単位材は設備機

械およびそれに速るパイピングに要する単位材である。すなわ

ち乙乙で設備と称しているものを装備と区別すれば，エ ネルギ

ーおよひγ1< . 空気などの給排と 直接的に関係、のある範囲をい っ

ている。 設備用集成材 ( 2 ・3 ・3) というのはボイラ ー ・ヒ

ーター ・ポンプ ・放熱器 ・エアロマ スタ ーなどの設備機器の個

々をいうが，ア メリカには主として排水系の管 と主管 ・岐管 と

もで工場生産されたものがある。との主管を垂直 lζ 立てると各
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第 2表 設備 ・装備に関する部品系

2. 2. 2 自衛生陶器，座金

2. 2. 3 エノレポ，雨樋，煙穴，通気管，パイプ，パイプ付属品

2. 3. 2 流し台 ，ガス台，調理台，パスタ ブ，照明器具

2. 3. 3 
ボイ 7 一，Nat i onal Hor ndPlurnmesbのi nPgl  ， 

Precesion  Bui l t  Homes o Pl umbi ng 

2. 3. 2+ 2. 3. 3  ファン付フード

3. 2 

キッチンセ ット

(流 し台+ ガス台↓ 調理台など組になったもの)

3. 3 Ingasoll 社の設備ユニット

3. 2+ 3.3 

Charl ot t e Perri andのde bl oc Sani  tair e， 

G.  K .  1. D 研究所の equi pment Core 

3. 4.1 

目立のパスセット Reybar n Home の

Uti l i ty Core 

3. 4. 2 

目立キッチンムーブネット ，パスブームネット，

トイ レットムー ブネッ ト

3. 4. 3 S K A NS K A  CE ME NT GJ UT E RI E T 才土の Core

校をもった立木のように見えるので， 乙の製品の ζ とを Pl u-

mbi ng  Tr ee 管工事の木と名付 けている。なおファン付 フー

ドのような製品は装備 と設備の両方の性格をもっ ている。

ζ とでいう設備ユニッ ト ( 3 ・3) は案外製品化されている

ものが少ない。最も有名なのは大戦直後アメ リカ で開発された

イン ガソ ーノレ社の設備ユニッ トで，給排水 ・給湯 ・暖房 ・排気

・配屯盤などがユ ニット化 されてまとめられ，鉄骨の枠組のな

かに収められている。乙のような設備ユニットは住宅の平面構

成をある程度制限する。たとえばインガソ ーJ レ社のものではユ

ニットと 隣接して，台所 ・洋式浴場などをとるべきであるが，

実際には多くの組合わせができるので平面の自由さはそんなに

そ乙なわない。わが国でも乙のような設備ユ ニット 開発するの

が望ま しいが，生活習慣および人件費などの経済条件の途いか

らまだ機が熟していないようだ。設備ユニット ( 3 ・3) と装

備ユニット ( 3 ・2) を組みあわせたものは C ・ペリアンの

D e  Bl oc  Sani t ai re や，わが国の G K工業デザ、イン 研究所の

設備コアなど多くの例が見られる。乙れらは早くより旅客飛行

機な どでは非畳産であっても考えられていたものである。しか

し現在のデザイン ・ブームlζ 乗って上述の例などの多くの作品

が発表されている。乙れらは F .  R .  P  ( ファイパー強化プラ

スチックス) によって手工芸的にモデノレが作られるので，専門

家以外から見る とすでに量産化されている ような 錯覚をうけ

る。 実際 には一部には感覚的な Vi si ual Ape al 外観の面白さ

だけを追求 したものが多く ，金属型枠を用い て量産しているも

のは絶無である。
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合成ユニッ ト ( 3 ・4 ) の段階では ，設備および装備ユニッ

トを含んだ構造体をとってランク分けがなされている。すなわ

ち室内の一面の完成されたバ才、 J レ部分として製品化されたもの

( 3 ・4 ・1 ) ，壁面 ・天井面 ・床面などの 2 面以上採用してい

る開放合成スペ ース ・ユニッ卜 ( 3 ・4 ・2 ) ，外装は別として

室空間として完成 してい る完結合成 スペース ・ユニット ( 3 ・

4 ・3 ) がある。前者には菊竹君のオ リジナノレ ・デザインにな

る目立の台所 ・パス ・便所などのム ーブネットがある。乙れら

はモテ J レなどの一時的使用 lと供する建物にはよくマッチする

が，使用者側からの生活学的検討が不足しており ，また量産 lζ

対する工程上の検討が不充分なように見うけられる( 目下モデ

ノレ ・チェンヂのためか一部製造を中止している〉。

完結合成スペ ース ・ユニットをなす設備 コア は，アメリカ ，

. スイス，イタリ ー， フランス，ソ速などでも開発し ，試作品を

提供する程度の生産をしている。一番畳産化を実行しているも

のはスエ ーデンの SKANSKA CEMENTG J UTERI E T 社の

ユニットで，月産 200 といっているが， 3 本の流れ動線をフ J レ

操業すれば 500 台の月産能力は充分ある工場施設をもってい

る。との社はスエ ーデン最大のセメ ント会社で， 設備 コア のみ

ならずプレファブ住宅のメ ーカーでもあり ，団地の開発もやっ

ている。コアの構造主体がコンクリ ー トであるので完成製品は

10 トンにもなっているが，屯気工業その他の産業との連携が上

手にできており ，細部 lζ 至るまでよくデザイン された製品であ

っ た ( 付図参照〉。工場とプレファブ住宅の建設現場を見せて

もらったが，アメ リカの多くの例のように地下室をつくる乙と

はせず，まず敷地にコアを据えつける乙とから施工を始める合

理的な工法をとっている。わが国で、もライ トゲー ジの構造体で

つくれば相当な需要があるものと考える。

く設備のユニット 量産に関する問題点〉

紙数もオノ f ー したので以下説明 を省き簡単に問題点を指摘し

ょう。

0 メーカーの問題 ・設備のユニッ 卜のメ ーカーは多岐にわたる

製品を製造 している 綜合的なメ ーカ ーがよい。 できれば現在

のプレフ ァブ住宅のメ ーカーが手をつける方が住宅の部分 と

して開発されるので有利である。ただ生活機器のメ ーカーと

の強い連携，あるいは系列化が必要となろう。

.  .  
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3 1l d  special  laundr y  sec ti on wi th washi ng  machill c  al l d dri cr. 

0 生活学的検討の問題 : 台所にしても ，浴室にしても ，あるい

は暖 ・冷房の設備にしても ，それが現在の生活を充足し ，か

っ将来の 生・活の変化 lζ 対応しうるものでな ければならない。

たとえば先にのべた目立のキッチン ・ムーブネットは現在の

食生活を満足せ しめない。したがって一般家庭にもち乙まれ

にくいのである。生活者( 消費者) の志向と生活の実際を知

らずには充分な設計をすることはできないのである。

0 構成についての計画的問題 : 乙れは実際計画して見れば当然

認識できる乙とであるが，大きい問題のみを指矯しよう。ま

ず採用 モヂューノレの問題，次いで前述の部品系のどの段階を

とらえて製品化するかという問題( 乙れは採用すべきプレフ

ァブ住宅の構成とも関係する) ，その他， 台所 ・便所 ・浴室

( 洗濯場) ・機械室空間などを単品で製品化し ，合成 しうる

ように計画するか，始めから綜合的機能をもった製品を計画

するかという問題などがある。
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サ タ リ ニッ トユ
-
-

東洋陶 llll 株式会社 取締役商品役計部長

百 木 茂 雄

サニタリユニッ ト， 乙れは与えられたテ ーマであるが，ユニ

ット化された衛生器具というととになると思う。乙の言葉の ニ

ュアンスからは立体的な感党は生まれて来ない。冷蔵庫やユ ニ

ッ トクー ラーのようにコンセン トを差し込んだだけで用を足す

ととのできる洗面器や大便器ができたとしたら ， さぞ乙の掲題

lζ ピッタリする乙とだろうと考える。乙れは電気を水道 lζ 変え

るだけで解決する問題ではない。そ乙 lζ 衛生器具の性格があ

る。

乙の ，他 lζ 例のない性格は給水と排水との関係位置を明確に

し， 建築空間の中にはっきりと位置づけられてコンパクトなも

のとなったとき ， 始めて掲題にふさわしいものとなるのであ

る。純粋には衛生器具単独のユニッ ト化はあり得ない。衛生器

具は建築の設備から切離しては存在し得ないので， 乙ζ では建

築生産の近代生産方式の 1 つの ，プロトタイプであるスペ ース

ユニットシステムとして浴室，便所をとり上げたいと思う。

専門的建築労務者が不足し自由労務者に建築の生産を依存し

なければならない現状 と，地価の高騰に伴う土地の高度利用は

不動産投資の金融経営条件も加味され建築の高層化と工期の短

縮の命題とによって，建築の生産はプレハブ化促進を余儀なく

されている。

建築生産過程で最も困難な問題をかかえている個所は水まわ

りの処置を必要とし ，給排水配管の錯そうする浴室と便所であ

る。すでに 多くの専門雑誌に紹介されたホテ ルニューオータニ

のパスルームユニットは ，わが国におけるサニタリユニットの

はしりである。以来多 くのホ テJ レで同じ方式のハ ーフスペ ース

ユニットが採用された。乙れはあ らゆる水まわりの洩水を防護

するための薄いステンレス綱板をスラブ上に据え，その上部に

浴室が組立てられるのである。 ζ の方式は現在も継承されてい

るが，輸送，搬入の問題および構成材の関係から完全なスペ ー

スユニッ トシステムにまではいたっていないのである。

現場で組立てる要素を多く持っている乙のユニットはオ ープ

ンシステ ムの欠点をそのまま受継いで，多分 lζ 平面的であり ，建
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築空間の構成という重要なテ ーマ 1(.対 して建築家の造形的意欲

を満足させるに足らない面を持っている乙とは認めざるを得な

い事実である。安価で優れた構成材の開発に真剣に とり組み，

スペ ースユニッ トシステムを確立する ζ とが将来の課題である

と思う。

一方，外的な問題と しては輸送，搬入について建築の現場生

産との関速において総合的に検討する乙とが重要な課題でもあ

る。 コスト の面ではとの ユニットもプレハブは高いの慣例通り

従来工法の Ｕ ＰＭＶＰ ｾ ぢアップはまぬがれない。商業建築なるがゆ

えにそのメリットはーに工期短縮， 早期開業にかかっ ている

が，一般の住宅においては割高なるがゆえに現状ではそのメ リ

ットをアッピー J レする 余地が少ないようである 。また住宅にお

いては給水，給湯，排水の配管との関係、が重要な要素となるの

で，平面計画上 コアーシステム が採用され，コア 一部分 lζ 給湯

器，空調機などの設備ユニット が設置されるよ うにな らなけれ

ば浴室，便所のスペ ース ユニットの利用価値は生じて乙ないと

思う。

一方，オフィスビ j レではさらに問題は困難である。オフィス

の便所 {ζ スペ ースユニットを採用する乙とは現段階においても

将来においても不可能 と思われる。オフィスの便器で可能なユ

ニット システムは三井霞ヶ関ビソレで採用されつつある工法で，

パイプシャフ卜から分岐する給水，給湯管ある いは各器具排水

管は建築から全く切り 離 されて，工場で組立てられ，乙 れも工

場生産された化粧ケー シングの裏面に止められる。 乙の配管ユ

ニ ットはすでに仕上った建築の壁面に化粧ケーシング どと取り

つけられ，配管ユニッ トはその端部をノ f イプシャ フト のメイン

と接続され，化粧 ケーシン グの表 lζ 器具づけ して設備工事は完

成するのである。との工法は将来高居化する建築に多く採用さ

れるであろうメリットを持っている。

いずれにして も，わが国におけるサニタ リユニッ トは近代建

築の生産方式にそった形で，欧米よりさらに大 きく前進するで

あろう可能性を残している。
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厨 房 ユ ニ ッ ト 化 の 方 向

松下電器産業隊式会社意匠郡

勝 文 研

厨房とは調理の拠点である。それは固定的な設備といわれる

もの ，可能的な道具機具と ， 乙れらを設置し使用するスペ ース

で構成されている。調理は家事労働といわれているが， もし設

備，道具などが完備したものになったならば，労働の意味を失

なって，純粋に味覚の創造となり ，積極的な余暇利用ともなり

得るわけである。

乙のような観点から厨房の計画は ，労力の節減 lζ 主力をそそ

ぐという ζ とを早急に終らせ，労力の場から創造の場としてと

らえて，創造意欲を増進し ， ζ れを妨げる要素を排除するよう

lζ 計画すべきと思う。

乙乙で，調理， 厨房というものの理怨は何かを考えてみた

い。乙の理想 lζ 対してわれわれがいかに接近するかが課題とし

て残り ，順次 ζ の課題を解決して生産に移していく乙とが，責

務と考える。

理想、とするものは何か。調理用の設備，器具，空間のすべて

にわたって， 自由な選択，制御をなし得る乙とである。熱系統

でいえば，その調理 [ζ 最も適した加熱方法が得られる。水系統

では ，水そのものが良質で，温度の調節が自在である乙とであ

る。調理途上で発生する汚水，汚気，厨芥等は自 動的 lζ 排除さ

れ，他に影響をおよぼさない。また装置それ自体も必要時 lζ 充

分なスペ ースが確保でき ，材質も適切な状態を得られるものが

望まれる。使用者の動作 lζ 適した機能の配置，感性 lζ あった色

彩，形状を有する ζ とも ，調狸自体が創造行為であるゆえに重

要な乙とである。食品も好きなものが常時供せるように，完全

な貯蔵がなされているべきである。

乙のように厨房の理想形態を考えて みる と，現在生産されて

いる厨房関係機器および設備はある面では乙れに近いものもあ

る。エネノレギー， 熱関係はいづれも技術が解決するといえる

し，移動性についても図で紹介するように便利なものが開発さ

れてきている。 乙の段階において，われわれがなすべきととは

厨房をどうユ ニ ッ ト化するかとい う乙とである。厨房設備をユ

ニ ット として扱 うζ とは ，生産面または配給設備においてかな

り理想へ接近 しているといえる。ユニット 化 とは文字通り単位

化であり ，分割と集合を容易にするものである。また工場生産

により均質性も保証し易い。また住宅内! [ 設置する際にも ，個

浮 上 装 置 断 面 略 図

床面との聞にできる薄い空気庖K より ，200kg ぐらいの物を浮すと

とができる。空気はJ，t ; 空掃除僚か ら得ふれる。乙のような装置は厨

房により多くの可能性を与えよう。

々の単一機能の物を集合させるよ り，あらかじめ集合されたも

のを設置する方が調整個所が少な くてすむ利点がある。すなわ

ち現場での調整時聞が減少する。

しかし残念ながら現在は住宅 の内部スペ ースとユニッ ト閣の

寸法の調整が充分になされて おらず，理想の実現にはま だ聞が

ある。

厨房の理想、の設定において形状，材質の自由性をあげたが，

ユニッ ト内にお ける単一機能部品はそれぞれ耐用年数 lζ 差があ

り，物理的な理由以外で寿命がつきる乙ともある。 乙のために

ユニ ッ トとユニッ ト， ユニッ トとそれに含まれる部品の互換性

はユニ ッ トを計画するときに充分な配慮を必要とする。乙の互

換性の向上は ，工業生産における画一性をあ る程度とりのぞく

ととも可能にし ， 形態， 色彩の自由選択性を使用者 lζ 与え得

る。

現在市販されている厨房ユニットは壁κ 水平面を与え各種の

機構を与えたものであり ， その全体をもってユニ ット と す る

か，分割 してユ ニ ッ トとするかの いづれかを採用 している。 乙

れからの厨房の ユニッ ト化を考える場合，重量の軽減，運送移

動が容易になり ，前述の互換性が確保されるならばユニットは

大型化 していくべきであろう。た だしその大き さの度合は何種

類かの標準を設け て，生活と厨房ユニットと住宅の関係を前も

って調整 して おかねばならない。

現在の厨房ユニ ッ トは機構をもった壁材とみな し得るが，将

来は技術の進歩に合わせて， もっと別のシステムが出現する乙

とも期待されよ う。
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住 宅 用 エ レ ベ ー タ

日本住宅公団 ・関査役

佐 藤 鉄 夫

住宅建設の要望はますます叫ばれる一方，住宅用土地の取得

は都心を離れた新たな 造成団地でさえ ，環境施設の不備等によ

り困難になってきた。また遠距離の通勤不便等のため ，住宅建

設地と して都市再開発が認識され，建築の高居化とと もに ，高

居住宅の需要が年々 どとに急速にふえ てきている。高層住宅の

交通機関として欠 く乙とのできな い住宅用エレベ ータが，注目

されだしたことは，当然といえるが，住宅用エレベ ータとは ，

何か，改めて再検討 して， 高層住宅建設に寄与すべき好機と考

えている。

住宅公団における エ レベ ータ開発

住宅公団では ，高層住宅における エレ ベータ の役割を明確に

し， 経済的設計により価格の低成化を図るため，住宅公団型エ

レベータ規格仕様を昭和33年lζ 制定 し，今 日まで 200台余りの

エレベータを辺転しているが， 乙れらの規格仕様の作成に当つ

ては ，次の各項を設計条件とした。

1. 速度は ， 30m/mi n とし交流一段とする。ただ し着床誤

差は ，3 0 mm以内とし ，乳母車ぐらいの出 し入れに支障

なければよ い。

2.  したがって電動機馬力をなるべく 少さくして，電力費お

よび保守管理費の節減を図 る。

3. 山入口 扉，三方枠等意匠的で，運転性能 l乙直接関係な い

部分の設計は ，実用的 lζ し冗貨を省い た。ただし 住宅用

としての，自 動運転，完全装置，制御方法は ，入居者と

くに婦人，子供の操作できるよ う考慮する。

4. ケージ の大きさも ，特殊の大型を除き ，家具運搬等を考

服する。

以上の条件に基づいて規格化した結果，計画，設計，生産の

流れ作業の実施により従来 lζ 比し約4096の コストダウン を行な

い， その後発注台数の増加とともにさらに コストダウンの結

果，本年度は ，発注台数 100 台近くで，価格は当初の弘となっ

ている。その後乙の住宅公団型エレベータは ，公営，公庫，公

団よりなる公共住宅規格部品協議会 ( K J 部品という) Iζ 採用

され，公共住宅用と してそ の役割を果 している。

なお建築基準法改正による 31mの高さ制限が解消される とと

もに ，高居住宅も 16階ないし20階が計画されているが， 乙の建

物高 さの変更に伴い ，当然 エ レベータ速度も変更されなければ

ならない。現在， 住宅公団では ， 英国地方自治 住宅省発行の

「高屈住宅 エレ ベータの選択と計画」の資料 lとより ， 1 階より
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最上階ま で 1 分間で到達し得ればよいという消防規程の最小規

程によっ ている。すなわち ， 住宅公団では ， 次表 lとよ って い

る。

Ｖ ｾ Ｑｏ 階 30 m/mi n 

Ｑｬ ｾＱＶ 階 ＴＵｭ Ｏ ｭｩｮ

ＱＷ ｾ ＲＰ 階 60m/ mi n 注 ・階高 2. 600mm 

エレベ ータ設備の選択に当り考慮すべき事項は ，次の各項が

決定されなければならな い。

1  ) 必要台数

2 ) エレベ ータのケ ージ寸法

3  ) 遂転速度

4 ) 操作方式

5  ) 用途の明確化

1  ) の必要台数に つい ては ，建築設計平面 lζ 影響をおよぼす

ので，そのつど計算すべきであるが，計算根拠となる ， 5 分聞

に居住者の何必を運搬すべきかについては，現在調査研究中で

生活環境の向上，主婦の暮らし方の変化によりエレベ ータの利

用度が非常 に変化し ているととが判明している。

2 ) のケージの大きさについても ，家具寸法の規格化や生活

居住性の向上により ，さらに検討されるべき事項が多い。

3  ) の迷度については，現在は建物高さ により対応すべきで

あるが，速度の早い乙とが直ちに ，モータの増大，管理費の増

加につながる乙とは ，技術関係者lζ ，今後課せられた大きな問

題と考える。

4 ) の操作方式も建物の屋上利用 の有無や，地階の庖舗の有

無等々により計画される問題と思う。

5  ) 用途の明確化は ， 2) のケー ジの大きさと関連するが，

たと えば箱型 ピアノを乗せるか， 自転車も乗せるか等 lとより設

置するエ レベ ータの性格を明示 して，居住者に迷惑のかからな

いよう すべき である。

現在来大吉武研究室に委託中の中間報告でも ，生活環境の向

上，屯話等の普及により ，居住者の エレベ ータの利用度が前回

に比し ，驚く ほど少な くなり つつ ある 。エレベ ータ利用の ，上

り，下 りの棒 グラフが，居住者の生活行動，生活動態の像を映

している。今後エレ ベータ 技術者は ，エレベータ が単に昇降機

械でな く，高層住宅居住者の日常生活の中に喰い込んでいる事

を認識 して，よりよい，より 安全な住宅用エレ ベータの開発に

努力していただきたいと願っている 。

、r- '

-・k

• 

• 



ド ア ホ ンの必 要 性
.  .  .  .  .  .  .  .  

と

昨 今 の 設 置 状 況

' - r  
ｾ止近の新しい住宅設備の 一 つに ， 玄関屯話ともいうべき「ナ

ショナノレドアホン」があります。部屋の仁|二! と門や玄関をあli ん

... 

で，訪問客と話のできる家庭用インタ ーホンです。ベルやブザ

ー と巡って訪問客を声で、確かめられる乙とができるため ，防犯

に役立つばかりでなく ，あらかじめ訪問目的を聞いて ，集金人

なら現金の用意をして玄関 lζ 行けるので，主制の労 j J の緩和 lζ

も役立ちます。乙のように話ができる「ドアホン」は ，ベJ レや

ブザーに代る商品として，新築家屋や近代的な総合住宅である

マンションや， コーポラスにはほとんど設置されているのが現

状です。最近の 7 ンションの入居者募集の新聞広告をみます

と，パス ， トイレ，電話， ドアホン付きとなっています。との

例をみてもわをるように， 今や「 卜アホン」は住宅 ICは，欠か

せる乙とのできない必需品となってきました。

ナショナルドアホン lζ は， rベノレホ ー ンJ ， r標準型ドアホ

ンJ ， 1同H寺通話 ドアホン」など各極ありますが，特に j王倒的

な人気で需要をひきおとしているドアホン lζ 《チャイミ - )) が

あります。，tk よいチャイムの H子山古を奏でるナショナノレ ドアホ

ン tチャイミ - )) は，明るい家庭のシンボノレとして ，2，300 万

世帯の必需品として話題になっています。家庭の合理化を図

り，防犯に役立つ 《チ ャ イ ミ - )) は，全国防犯協会から防犯器

具として推薦されています。

では tチャイミ ー)) についてど制介しましょう。

.ふ

く 品名 ・品番〉

ナショナノレ同時通話ドアホンチャイム付 tチャイミー ))

V  L - 125 A  ( 親機 1 ，鉱山型子機 1 )  

V L - 126A ( 親機 1 ，埋込型子機 1 )  

V  L - 704 ( チャイミ ー屯源部〉

く価 格>

正仙i 8，950円( ! 吃電池 ・取付工事J !( 月11)

屯源部 2，300円

〈 ナショナル同時通話テレホン〉 チャイム付 、チャイミ "

.. 

V L -125A (親機 1 ，露出型子機 1)  

玄関とリヴングルームに設置された 、同時通話テレホング

く特 長 >

会お客の訪問を快いチ ャイムで告げf ます。

会電車; と同じように話せますので，老人や子供でも使用でき

ます。

大電源は乾電池あるいは屯灯線のどちらも使えます。

* 親機は壁 lζ 取り付 けても ，机の上 l乙置いても使えます。

女子機は埋込型と鼠出型の 2 種類があり ，防雨型です。

< 新築工事にあたってのお願い>

女 tチャイミ - )) 在日込型子機は J 1  S 規格 3 コ)'1' 1 スイッチボ

ックス( カパ ー付〉を使用します。新築工事の時 lζ 門 位 lζ

スイッチボックスを埋込んでいただきますと外観は美しく

仕上ります。

*  (( チャイミ - )) の配線は 4 線式です。新築工事の l時あらか

じめ設置する個所玄関の1 ' 1] + 1 と居間の間等 lζ 4 線配線して

おきますと配線が外 lζ 山る乙となく部屋の装飾をそ乙ない

ません。

く仕様化のための図面>

通 話 距 離

( m m/木) I  O.  18/ 20より線 o. 18/30より線

級 種 ( m同 |  0 8単心線 I  1: 0単心総

se 出11. (メ ート川 3  0  I  4  5  

|醐 開 園 子被

即

1  2  3  .1  

wr 
埋込型子機 ( V L -52BA) をボックスを利用して取付ける方法

取付の順序 仕上のご注意

円

出

配

働

一

十

l

A

川

川

叫

ん

い

l

内

川

M

W

…

一
l

h

u

wu

一

向

附

判

松下通信工業株式会社 ｾ毘・

イ ン タ ー ホ ン 事 業 部 u 空酒

情 ［ 兵市 Ｔ 北区桝凪町 ＸＸＰ ・ｾｾ・
電 砧 州 浜 4 5 - 1 2 3 1 大代田 ・・t 司・・

松 下 i豊 信
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新 し い 住 宅 の 冷 暖 房 機 器

KKKシーズンマスター〈空気調和器》

K K K シーズンマスター は弊社が長年の経験と優秀な技術により作り出し た空調器

で四季を通 じて快適な Eli- 境を作りま す。 可申 J

特 長 ・強 力な冷暖房能力 ・静 粛 運 転 ・美しい デザイン ・堅牢な構造

0 冷水， 温水を使用する乙とにより四季を通じて冷暖房を行なう乙とができます。

o 極めて コンバク 卜lζ 設計しでありますから据付スペ ースは僅かですみます。

Ｐ 独特な組立式キャビネッ ト は拐 付 ， 配管等の ｾ Ｇｬ 用を極度 ｬζ 怪減いたします。

o 既設の建物にでも容劫 lζ 振付 ける ζ とができます。

0 配管勝手は簡11りζ 変える乙とができます。

0 エヤー フィルタ ーは宗内空気を清浄に保ち ， また新鮮な空気を自由 lζ 取入れることができます。

また 7 イナスイオン発 'I:. - ? l 品の組込みも可能であります。

。消費電力は僅かですみ風ー日は押ボタンで 3 段階 lζ 切換える乙とができます。

0 1次出空気は V . H レデスタ ーにより風向調節が自由であります。

0 床 置 型，床世隠日夜型，天，lr'J 型 ，天吊 w:}!{，夜型の 4 つの型式があり

それぞれ能力によって 12砲- 62型までの 6 機種があります。

.. 

. 冷 暖 房装 置 の 一 例

置 型

.. 

天 吊 型

区 K Kコンベ クタ ー K K Kベースボードヒ ーター K K Kウオールライ ンヒーター

自由

司

いずれも蒸気または温水をｊｦｊいる Ｑｉ ｾｽｪｪＮ 総であります。熱効率のよいヒ ー テイングエレメン卜が美麗にして堅牢なキ

ャビネットにおさめられ， 室内装fjfli とよくマッチしかっスペースは僅かで、す。 臼然対流による 空気の流れは極めてス

ム ー ズ ｬζ 行なわれます。設置の室の大きさ ， 形状 ， も ｾｭ 門的 ， 設置場所lζ 応じ機極を選定してください。また必要放

熱 l止によって日さ ， ｉｉｊ ， 長さｾは名郡あります。 ー

営 業 品 目

フ。レートフィンヒータークーラ ー

ファンコイノレユニット

ベースボードヒーター

コンベクター

ウォ- ) レラインヒータ ー

ユニットヒーター

冷蔵庫川ユニットクーラ ー

。
木 村 工 業 株 式

A

Q

一
品

社

本 社

東 京 営 業 所

名古屋出弧所

福 岡 出 弧 所

工 場

大 阪 市 点 i丘 上 町 1 3 器 地

耳!.!i J:tJ li 千代 UI 区神間和泉町 l 帯地ノ 1 ( 山江ピル)

名 古 屋 市 中 区 錦 l 丁目 4 若干 27 ，} ( 羽野ピル)

福 岡 市 大 名 l 丁口 1 2 需 5 2 I} ( 内雌ピル)

大阪府八尾市北久 Ｓｴ ｾｦ Ｒ ｔ｛Ｑ Ｒ 番 Ｗ 号

m話 (761) 6921  ( 代〉

i l1J.li ( 862)  0741  ( 代〉

m話 (211 ) 5048  ( 代〉

包 括 ( 77)  0628 ( 代)

m話 ( 3  )  0621  ( 代)
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横型

( 巴ボイラ MH- SBS型)

に、，

-・v

立

型

(

巴

ボ

イ

ラ

2倍の銘力て小都伏

B

B

S

型

)

巴ボイラ 形式 使用圧力 用 途 使用燃料 缶発熱量

S 型

低圧用

給湯用 B 重油焚

60，000 

立形

( 水頭圧10m迄)

暖房用 A 重油焚

償形

中圧用

灯 油 焚

600 ，000 

( 水頭圧30m迄)

蒸気用

kcal  /  h  

4阜

- 安全確実な全自動運転のための特許「トランジ‘スター操作盤 J ( 七7 ティタイミング'41J;)

・オイルプレヒーターはポンプヒートユニ ット方式による特許 「キャス トヒ

ーター ( 8 重油焚) で完全燃焼

. オープンタイプの煙道で、煙突によるドラフト (ヲ|き ) の必要なし

. バーナーはヒンジタイプの新型式。又開聞はロ ックで-簡易( ユニバーサルジョイノト伐 ITJ)

・パンチングメタルによるケーシングで据付は容易、かつ外観は優美

d 合、

ｾ＠商巴株式会社
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大阪市北区堂島上 2 - 38 T E L  (344)( 大代表) 1441 - 9  

* 京加千代田区神田鍛治阿 3- 3 T E L 来京 (254 ) 2611(代)

仙台 (25)6937 名古屋 (561)代表4421- 5 稲岡(29)代表2166

17森 ( 2 )4713 金沢 (31)0465 阿山 (25)1778 熊本 (55)1371

支 庖

木 社

蛍 業 所

出張所
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建設業界史話
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中 井 大 和 守 の 謎御 大 工 頭

大工頭の侠定について侠陽奇観( 巻←) は下記のように伝えている。

「大正十年午ノ 九月山 3 武将白ら 指図し給い奉行は浅野担ii .i E 少判長政，

地図右術門附長盛 l乙命ぜらる 。右b占tE-j !? にイ、1・-ifi:匠の棟梁を御11今l引とありし

所， 聖徳太子より以来内大工の株主起の家あり。多門( オカ ド) 氏， 辻

氏，金剛氏，rl :J 村氏 と して代々相続なしけるが，辻，金剛の両家は当国

王寺に住し多門，中村の二家は大相1凶法隆寺に住 しけるが，此皮秀吉

公御尋ねあり し所先頃本願寺ー乱の WJ ，辻，金剛の両家は一向宗 lζ て顕

如上 人 に し たが い ， 天王奇を立退きイ ｅ 所女｛ｊれず 。 両家は大平ｾ 11ζ.(:Eとて吋

ね求め給いけるに 中村氏は伏見の方lζ 行し とて知れず。法隆寺の門前 IL:

多門兵介とて幽なる詳しにて ｪ 苫けるを御行Ａと預り ， 多門氏ｬｉ ｾｦ の ｬ 回目をほ

と乙し大阪去に罷出けるに Jt 身老哀せしゆえ御用儀{ 判ζ 仰イ、j られ被下べ

しと阪いければ，Jl山則|リl御目見得仰イ4付付、JナJ'勾られ御1前1予拘Ij!κζ 山ける所兵介{)，作J乍戸兵兵占J太ミ犬が人

lJI川

lば正，兵介御 l眼力 lζ 驚 き，切々 i - ' ，j守かな。J，lf 土の老子 lζj 協りし上芯，兵太

夫は私笑 [-1ζ ては御座なく彼が先組は応仁天皇の大老武内宿必の後出iL

大f r . l 巨勢の庄lζ 住し ，11 勢大和て「金問の未来E 勢孫兵衛正義とて和州三

輪大I!! J事1
1
の社頭職を代々相勤めi長処9i 武の谷あって松永勝正久秀に頼ま

れ大和国吃の械にて討死をなすH寺，11-1友のよしみあるを以て; ! i } ) ドなく義

を立謀反人の l blL : 命を務せし 'j c残念至純也。依之一子を= RIζ f:i jけ f とし

て縫い務匠の luを教えてくれ られよと籾み必し候。幸 lζ 荘、 Iζ .9J1! 時御座候

故子とイJ : り- i f i : 匠の口伝俗訣太寸こよりの伝米の法を譲り{ 段。とrjl 上げしか

ば秀吉公御感あって日Ij 兵太夫を1何l線裂に仰付けられ今より多門の l'l'i すとを

改め rll )1' 大和織正目l?と名来るべしと御前あり ，吉日をi i J i み鍬初め ，新初

めあって幾万の人夫を以てj点就なし平山以と号したり 。」 とある 。

Gtl )  jJl j記の大阪城の街! 大工顕は }jl ]l L: '1' 村大問縁正消とする( 大阪城誌

小野浩氏) 説や1
1
j)l' 又右i桁f"J (城，ｾｬｬ 忠と工夫の足跡 ， 。ト版ていじＩ氏

の諸説がある 。本文では業界の一般を知る芯味で文献の糾まっている徳

川笑紀，j其阪1. ) - 観 ，TI i 俺太|品l記( 右i &: 文}<j i 本) を主として話を進める乙

とにする 。 Ｈ大阪 ｲｬｩｾ も不明とす。Ｉ

、，，_.J

虫日次村
{
昌

.. 

4・

秀吉が天下を取り大阪lζ 城を築いたとき街! 大工頭 lζ 登用された天下の

大島11架巾井大手口繍正治の乙とについては ，諸説まちまちでいずれが正か

の判断に苦 しむ状態である 。信長以下の三傑の家系さえあや しいとされ

ているのであるから ，当時のーl殺人の親方の信ずるに足る家系や文献な

どはない方が本当かも知れない。 しかし ，それらをいろいろ と見て感ず

るζ とはわが国の辿築業が，乙の l時代にようやく形が整い ，戦国11寺代ま

で支配者や武士たちによって指導批進されてきた大規模の建造物の施工

のill : 1 l ! な部分が，かなり建築専門家の手lζ 渡ってきた絞様がうかがえる

乙とである。しかもそのうちにわれわれの先輩たちがいかにも戦国時代

末期 らしい縦横の活践を見せて， しだいに業者の地位を拡大 して行く姿

はま ζ とに額もしくもうれしく感ぜられるのである。しか し， それを正

確に知る 資料の乏しいととはま乙 とIL : 残念である。その理由は ，当時の

ｾ ｾＱ ＱｽＦＱ 両氏の政 権争 奪をめぐって角 ｩ 遂が激しく ， やがて徳 川の 天下 と なっ

て後も請佼たちの内には ，112臣家に近い者や徳川氏に不満を持つ者も多

かった。徳川氏の乙れらの諸伎の強理仰が; の過程において，豊臣家 (ζ 縁

故の深いと疑われる，m資料は ，大部分消滅の立li 命にあったがためと忠わ

また同 ｈ 寺代のＭ￦ＺｾＱｦ矧もその芯味や ￭ ，ｾ川氏の御都合主義で‘改訂され

たものが多く ，他の理山もないではないだろうが，たとえば太聞記など

はその極矧も十数極におよぶといわれているし ，徳川|家の1{!j lm史占であ

るｬＮ ｊｾｦ 川災紀は ＷＴ Ｔ Ｑ 日 ｽ の Ｇｊ IJTJ 占一回を E!? き上げてはいるが，同家lζ っとうの

よいような引 JTJであることは切らかである。乙のようなととは八代将軍

ぐらいまで続いているのでおおよその見巧はつ ζ うというものである 。

したがって乙 ζ では適立誠占を引川はするが，文献にはしいて乙だわ

らず業界火活を 目的に進める ζ とにする 。とはいっても ，もちろん唱者

の独断を泣くべきは吋然の乙とであり ，よるべきと乙ろに高IJ って叙述は

して行くつもりである う乙の長Il 文で' . J . f . ! } I . の大先-til たちの活躍ぶりや親分

ｾＱＮる

子分や，総張り ，組と称するもののでき初めの脱線や，当時の業界の指

導者たちが，むしろill 築雇というより経営者，事業家，: m士，政治家的

に活躍して，その後の一部業界人のあり方と何か共通するものを史J ; 5 的

ｬ ζ 浮び ｼ こがらせることができれば ， 一 応の日 Ｈ ｉ Ｏ ｾ を ｩ 主した ζ ととなり幸い

可. .  

| 三勢氏は綜我，平J洋，ｪ 尚氏とともに武 ｼ 付制弥の後 ｪ 乱で］ 三 ｾｾｉ ， ｴ との ｼ 刻係の

深かった乙とから公 IL仏教がわが| 同 lζ 政米する以前からすて、に仏教に関

係があったろう( 楽師寺稲本1 ' i 'J ミ) とされている位で，地理的にも法隆

手J'Iζ 代々工|圧としてJ削上してきた多川氏とは占くからの縁であったのだ

ろうコ多門家と '1-1村家は乙の説訴によると ，法隆寺の門前III J IL座を作っ

ていた{'I'I 日lで代々 技術をl U: W して伝統を巡り ，ぷ下の木匠のある程度の

数の者を擁した工|疋の家であった。乙 の内座衆の数が明らかでないのが

残念だが，法隆寺がけ' I1Uζ 施工した ill . i f i 物の規般や数から見，仮りに末寺

などの関係の{ J : おをしていたとしても ，他の同絡の寺の座と較べて多数

の配 ｆ を持っていたとは考えられない 。 乙の乙 と は本論にとって ｩｬｬＺｾ な

ことである。 '1' )1' )三和 l倫正行lj は乙のような法隆寺門前町 lζ 人と なった。

と乙ろでこの有名な米曽イJ の大i i;id工事の御大工頭が ζ の正11';でもなく

と思うのである 。

立l: i 秀吉が大阪城を築いた場所は ，; r i 山本願 Jj のあとで織田信長が 卜

年余攻めあぐんだあげし以後に IE親IIIT天弘の)c F、1<拘! のためという: I i IJ

命を45約する乙とでようやく顕如11二人 IL: I有紀雑貨の地lζ ')1退いてもらっ

てJJI'J 城したという ，ゆわくつきの227!? の地であって ， ーli リ: 哀の惣本山と

してj蛙きとしたt m領主の減: i l1の椛えであった。

4J が城というのもおかしく思うが「神社仏聞にでもうI: L 兵千員箔る H寺は

かならず城と号く J と版協奇観! とあり ，顕如上人がイムー長 K 対戦したとき

は兵参)J と号していたのだから城としても立派なものである。 19]智光秀

を亡ほした秀吉は ， 信長の ｬｾ￭ 将たちの機先を ｦｬ 日 ｩ してノ Ｔ 下経略の依拠地と

上記のように諸説まちまちなのはまことに不思議に恩われ，わずか 400

年足らす・の過去のわれわれの夢の人が，乙の有様では何 とも心細いと恩

して大 ，[ 10年 9 月石山本願寺ーの城邦の一郎の品il や以を不IJm して，まず応

急の天守を '1
'
心 と した大阪城の建設に采り出したのである。同工事の御
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うのはｾ王者ばかりではあるまい 。先生 方の研究にも確たる文献に欠け ，

たまに見当る文献もあてにならぬ歪曲されたものや，後からデッチ上げ

たもっともら しい系図であったりするためであろう。また研究する人の

立場目的により解釈がつい偏よりがちになる乙ともいたし方ないととで

ある。ととでは史実の追求より謎の話を追いながら業界の在形を主とし

て頭 lζ おいて御大工頭の話を今少し詳しく進めて見ょう。

徳川家に仕- えた中井主水正次の経歴を東京市史稿皇城間第一 ( 518)

中井藤三郎先在l容によると ，下記のとおりである 。 ( ) 内数字は同

頁とす。

付 先 祖 本 名 巨 勢 巨勢孫太夫実子

中 井 大 和 守 初 名 藤 右 衛 門

天正十六年子年，権現綴( 家康) ，御代被召出，御知行弐百石拝領仕

候。 E霊長十一年。従五位大和守に被仰付候事。中井藤右衛門祖父巨勢孫

兵衛与申候和州ニ罷在万t&. 1i1ll 前守は与力仕候。乾之方出城預リ申候ニ付

和州之者共乾孫兵衛与和州兵家村石橋ニ而討死仕候。件武人御座候。巨

勢孫、太夫，巨勢甚太夫と申候。和州 lζ 浪人任罷在候。藤右衛門孫、太夫作

ニ而御座候。被召出候。町名字巨勢相改，中井ニ仕度旨酒井雅楽頭殿え

申上候事。

ζ の文によると孫太夫が摂陽奇観の兵太夫とすると大体話が合い，正

次は正清の子 lζ 当るようである。そして甚太夫が前記兵太夫とあるもの

とともにその後の消息が不明になっている。乙のへんが主題の謎の第ー

である。また疑問は改姓の年月をいかに見るかでいくつかの違いができ

ょう。

H  関東御陣之後，五幾内近江之大工仙人数壱万六百人余高役の事，御

料私領共lC御免被成向後御軍後可相動旨上意ニ而大和守支配可仕旨被仰

付候事。

乙の文でー悉注意されるととは関東御陣( 小田原役のとと) 後とある

所K 当然明記すべき年月日の記載が省略されていると とであり ，疑問を

抱かざるを得ないと乙ろである。簡単な一文だが業界としては見逃がせ

ない大問題で実施のl時日と内容が不明だが，乙のため五幾内と近江の大

工柏( 元禄から大鋸木挽を含) はすべて中井主水の鑑札をうけなければ

営業ができず，その他ノミ代などの名目などで頭をはねられる! L 至った

のである。その金額の増減はあったと想像されるが，いずれにしても明

治 2 年までその特権が続いたとされている乙とから見ると関ケ原戦の年

からでは 269年となり ，当時の公用の大工の飯米一日一升五合，作業は

平均して一人一日一勿五分であったとあり ，一人当りの口銭は少なくと

も人数から計算したら想像に絶した金額となろう。 ζ 乙! L 謎の第二が出

てくる。遠l恨の家康が当面の何かの重大な取引と自軍の工兵隊の充実の

ためとはいえ，一大工棟梁にとれほどまでの特権を与えた理由には，納

得のいきかねる何かを見逃がすわけにいくまい。 ζ のため業界の一般人

の迷惑ははなはだしいものがあり，日本では珍らしい 2 千人余の大工の

大騒動が，中井家支配人の不満のために勃発したり してと の乙とを実証

している( 摂陽奇観巻三一) 。との特権を一部の者に与えたととが縄張問

題の源を制度化したような結果となり ，ニュ ーヨークポストの D. Ber-

ri gan IC r家康 ζ そは現代の親分子分制度の基礎をきずいた張本人であ

るばかりでなく ，その制度を今日まで伝える役目をつとめた中央集権制

度をも確立した人なのである」と決めつけられる材料のーっとなったの

である( 同氏，日本社会の内幕) 。

H  同 慶長十四年十月八日御加増被下被大和国添下郡城村，小和田村

(外，川村脱か) 三ケ所ニ而都合千石之御黒印頂戴仕大和守名を御ZiE被

遊被下置所持仕候。とある。

乙の文からまた別な問題が考えられる材料が出てくる。それは同文中

の「外，川村脱か」の補正の文字である。筆者の手許の奈良県地図 lζ は

添下郡。 川村。がともになく添上郡山村がある ( 宮本又次氏大阪商人も

同〉。内，川村は山村のまちがいと思 う。 とす ると山村は法隆寺村から

直線距離三里余の所である。 乙の山村は大阪の三町人の一人として名を

なした徳川家の御大工山村与助の先狙与三郎( J l . 1j 房〉の出身地であり ，

その子与助は家康の伏見在城のとき召出されて御大工杉本仁左衛門の跡

役として御大工となり ，大阪落城の後元和二年配下の諸職人を卒いて大

阪に移り伏見組の頭領 として，幕府の大阪の工事一切を引受けていた大

阪の三町人の一人としての有力者である( 宮本氏向上書) 。後の中井家

と山村家の関係を考えると何か孫太夫の弟占皇太夫の行方や多門と中村家

の間柄が気になってくる。小野清氏の大阪城誌( 上191頁) !L r徳川氏

の治世大阪城大工棟梁 IC山村と云うものあり.，明治維新の頃当主は 山村

与助と云ひき。余曽て ー ー云々 J とあって，小野氏が山村に会った とき

の話として，山村は真喜太| 剖記にある中村大羽縁正清の後である とい っ

たとし，また山村氏は初め中村と称、し後山村と改めたるもの乎 として真

書太附記と符節を合せたる如しと断じて元和l時代の山村与助が御大工頭

中村大隅縁正滑に近いように書いてある。乙の山村与助の伏見組が大阪

の公儀の工事をする場合にはさすがの中井家も手を出さない決りがあっ

た乙とからしても ，山村家と中井家との間に前から何かの iili りがあった

と考えられるし，その上四代目山村与助が京都の中井主水の名跡を継い

でいるのも事実であり ，同じ法隆寺 IC永年あって姓乙そ違え断ち切れぬ

ぐらいの縁があったのではないかと考えるのにも無理はなさそうであ

る。猿強附合のようだが，摂陽奇観の「中村氏は伏見の方え行しとて知

れず」とあるのと関連もあり ，中村氏が伏見 lζ 出る前に添上郡山村 IC居

住 していたと見 るのが妥当のように思える。さて中井家の謎の道をたど

る乙とは一時お預けとして別の道を廻って見ょう。

大阪城の築城は三十余カ国の諸侯の助普誌で進められ中井大和橘正清

はもっぱら技術上の御大工として・活躍したと思う。一部の人の窓見とし

て自分と関係のない莫大な職人群を管理統卒し:釆配を振ったように説 く

ものもあるが，大部分のものは諸侯の建設集団がそれぞれの武士の指揮

にしたがって作業したものであろう。そして一部の作事( 建築工事〉が

幾内近江などに布令を廻し ，狩集めたI殺人集団が当り，中井はその技術

上の総棟梁であった と考える。そして武士がその統制のj ' l 任を持ってい

た乙とはまちがいあるまい。その乙とは秀吉は主信長の事業を忠実に継

承した節が多いので，大阪城も安土城の経験を生かしたと見てよい。諸

侯の助普諮といい，京，奈良，堺などの悉匠やその他の職人も秀吉自ら

が解放 した座衆が多く集まった。その数は数万といい職人も数千と伝え

られる。参考としては，ｾ夜楽第のとき町中の大工八千 人を超える も のが

働いていたとある名簿を見たというポルトガJ レの宣教師の記録( 岡本良

知氏，豊臣秀吉南蛮人の記録! とよる) があり，ややl時代が下って中井の

一万六百人の大工柏がある。大工は大略その弘- lj3位と見ると約三千人

余である。緊楽第の大工はは柏木挽が含まれたとすると二千二，三百人

となり ，両方の工期を考えると ，全くのでたらめでもなさそうにも思え

る。それはとにかくとして乙れに近い人数を一糸乱れず使い廻すととは

容易ではない。普請奉行 ｉｌ 浅野長政 ， 増団長ｾが援任され ，強力な組織

が作られ強行されるのである。岡本氏の前渇容の76- 80頁の宣教師た ち

の本国へのリポート はその苛酷な工事遂行の模械を諮っ ている 。信を置

けぬにして も武士たちの統卒の許でなけれは到底実行困難な工事であっ

た乙とはまちがいない。武士の関係したのは元来普誌は武士の武役の一

つであったか らである。武道初心集Ｈ大道寺友 山 がｾ築 したと 伝える 〕

の武役の項に「総じて武士の役義と 申すは陣，普tfT両役 lζ て候。天下戦

国の時は明ても暮ても愛 IC陣彼所の軍としてー臼たりとも武士としては

身を安く置く事は不罷成候J とあって侍たちの重要任務の一つであった
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左図 lζ 「点秀の喜世JJ 織を築く J を掲，f る

五窓平点秀は 1807- 1873 ( 文化四年生) の

人。班長級の仲が監督 している のに注意さ

れたい。幕末が約 270 年 も遡ぼって直いた

想像画と して見ると一周興味があ るe

のである。 ζ のた めに心得のある侍は普初については日頃から十分の心

掛けがあったのである 。大工事に経験があったとは間かないが，武術の

虫ともいうべき宮本武蔵は彼の有名な兵法苫五輪B の内の地の巻1<:: 大工

棟梁の職務を通じて兵法を説いている。実 lζ 敬服lζ 価するぐらいに建築

工事の施工法を観察して余すところがない。

また知恵伊豆といわれた松平信網は江戸城の天守の外壁が剥脱して落

ちるのを見て自ら油漆食様と 恩われるも のの見本を作り ，自分の居間の

庭先 r<:: 置いての観察していた。たまたま天守の修理 r<:: 際し棟梁たちの怠

見が納得いかぬので: 自分の実験材を見せたので頭領どもも全く頭が上 ら

なかった話が東京市史稿皇城京iに見える。 乙のぐらいになると今の建築

屋でも頭の上が らぬ人の方が多 l 、かも知れない。事務的の面でも武士は

知識人としての任務を果した。奉行の士自国長践はその方面の達人でt大阪

の玉造 ｬζ 算 用曲輸を作って 諸色算用の ｴｾ ｊ 協とした ら しいから ， 大阪城工

事々務所の経営，会計の場であったと思う。長盛のやり方について本阿

弥行状記の( 三五) に長束や増田が小身者より立身し第勘に達者なととろ

から入札をさせていつも下直なる札へ落すので，物入りは少なくなった

が rillt 負のものと・も工手聞を盗み候故見分けばかりにて甚だ粗末に相成

候」とし「乙れには御心得も有度事に存 じ候J (本阿弥行状記「光悦J

正木篤二氏) といってい る。相手が光悦だけにど注意恐れ入るしだいで

ある。とのような武士による現場の監理施工指揮は当初の江戸城の完成

ぐらいまでは大体同じように思う。江戸城も最後に近くなるほど公儀の

練梁たちの監督の立場も確立{ こ向t 、，武士の普諮役が公儀の線梁たちに

移って行く傾向を見せている 。しかし封建制の続く限り ，いざ鎌倉の場

合は武士の手を借 らざる を得ず，業界の進歩の巡れた重要な一因であっ

た乙とは見逃がすとと ができない 3 さて次に角井又右衛門の謎の話1<:: 移

ろう。

角井は大阪城用済後，大阪冬の陣に家康! と飽かれ周波の内状を漏 らし

たために大阪方のJ f [ 1ζ 法隆寺村の自宅を翌年の互の陣の前に焼かれ，家

族とともに吉野の山奥に逃げのひ・ていた。 その後徳川頼宣 ( 1592- 1671)

が元初五年 ( 1619) 和歌山 {ζ 入国したとき ，紀州藩 iと迎えられ大工練梁

になったとされている 。なおその本の中で中井主水も同様な理由 と相手

lζ 法隆寺の邸を鋭かれているとしている。 その説を紹介して次に紀州侯

の御大工頭について考えて見たい。頼宣が生まれたのは [592年と ある

が，彼が髪位式を伏見域内て‘ しているのは成長 8年であるから髪置式は

三才でするものだから 1601年慶長六年の出生であるようでもある( 実紀

第六巻紀務古記) 。とするとその年は関ケ原の戦の翌年であ り，中井大

和守正次が徳川家lζ 召抱えられたのが，同i政2 年前で大阪落城まで16年

間ある。徳川実紀もあてにな らぬがまた謎の面白さでもある。大大阪城
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の建築の技師長が誰か判らぬのも情ない。大阪の会員の方lζ 解明願いた

い考えで筆者から紀州侯の御大工頭の謎を投げかけて迷路か糸口かをも

う一つ加えてお ζ うっ

大阪滅。同普詰奉行。御大工頭。法隆寺の番匠たち。と並べて見ると

頭に浮ぶの は奉行浅野長政の乙とである 。その嫡子浅野左京太夫幸長は

関ケ原i践の功によりその直後紀州三十七万石の大名! と封ぜられている。

( 実紀，附録巻十一， 駿河土産， 改訂地補国史大系第三十八巻236P)

そして長政も当時なお健在であった。慶長十年lζ 秀忠か ら常州兵壁で五

万石， 江州愛知川で五千石を下される沙汰のあったのを辞退したと乙

ろ，秀忠から「いらぎる謙. i j g ぷりかな」と の言葉に辞みがたくそれを受

けている ( 前書239) 。秀吉の屈指の服心てあった長政の遠慮であったに

逃いない 3 浅野家の向背のいかが問題でt関ケ原役まで嫡子幸長は江戸も

近い甲州 lζ 引き付けられていたのであろう。幸長の配された紀州は徳川

を敵 [ζ 廻せば背水の地でtある。また長政の愛知川は安土域の東北 7 ，8  

粁，石田三成の旧城佐知山まで15粁ぐ らい，その他の増田 ，長束などの

12臣の奉行たちの旧領を南にしたちょうど中央 lζ 位する地である。勘ぐ

って見ると徳川方ては長政が山臣家のために動くには，一審邸合のよ さ

そうな ととろをわずか与えたわけで，長政!として見れば動けば絶体絶命

の死地になる。彼程の男が動くはずはない。累は幸長におよぶ ζ とも必

定である。関東には下りたくなし，配下の諸将士はすでに幸長の下にあ

ったと思われるが，彼の周りには，場所柄なお笠臣縁の人の出入も多かっ

たろ う。少 しでも人の出入の少ないととは彼の保身の絶対的要件であっ

たに迷いない。乙れに反し，その子幸長は急1<:: 大々名にな って人の必要

があった。徳川家に院まれず，むしろ縁故のある者， しかも ぜひ必要な

建築集団の敏梁なら申分ない。長政の直接部下であった大工頭が浅野親

子のl i J j lζ 思い浮んでも少しも不審のない状況下にあった。ましてすでに

名古屋城は竣工，諸侯は競って城郭の建築を心 [ζ 抱いて機運が熟してい

たときである。大阪城の準々 しい工事に自分の部下と して使いなれ，{也

の諸侯 lζ も一歩も譲らぬ御大工頭と して長政の眼鏡にかなった浅野紀州

侯御大工頭ができても少しも不思議ではない。ときは経って元和五年

( 1619) 幸長の子長曇が広島 lζ 移封になり ，代って主筋の頼宣が五十五万

石の紀州侯として乗込んで来たのである。その際居城や城下町その他当

時としては分散 して登録してあった付近在郷の職人たちの腕や数を知悉

していたはずの腕のある 浅野家の株梁の誰かを残 し置くよ う頼宣方か ら

懇話される のも当然であり ，また幸長にしても強いて拒否で きる乙とで

もなかった。

また多数の建築集団の大量移動は，事実上困難な時代で，諸侯の移封

の例』ζ 見ても ，藤堂家のような徳川家の常 lζ 総普請奉行格の藩で も技術
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者の迎行はわずかであった。乙乙 lζ 徳川紀州藩の御大工頭として法隆寺

に何か縁りのある者が再び同落の御大工頭 として再登場したように恩わ

れるのである。信をおけるに足る資料に欠けるととろがないではない

が，謎の内では文献聞に大きな矛盾の少ない糸口でありそうに思うので

ある。ただ し再び断るが史実を論じてい るのではなく ，当時の業界史話

として十分考えられる話として紹介 したのである。

仮りに この仮定が正しいものとする と，幸長の居城和歌山 lζ は既定の

事実であった大阪城攻めのための徳川工兵師団たる京都の中井師団と呼

応す るように気脈相通じ ， しかも大阪城内を知怒した指揮官を持つ独立

工兵旅団が配備されていたのである。

中井の謎の話を終り ，次lζ 徳川家の関西の御大工頭中井大和守の技術

者というよりむしろ家康の雌幕の人として縦横の活躍振りを見せた彼の

話に移る。世には万能lζ 優れた人もないではないので一概にはいえない

のが，正次の動きを見る限り優秀な技術者と しては両立し兼ねるような

動 きを している。彼の子分に弁慶小左衛門という者がある。 I此人の名

大阪役権現様左之通り御呼なされ候J ( 承伝記) とある。名付けからし

ておそらく器用な人で主として中井方の技術面の担当をしていたように

思う。中井の技術面のととで江戸城の失敗の話に 「殿守窓戸漏滴如雨」

とあり大工源右衛門という者が「大和守不入念故也」 といっている( 皇

城鰐第一，518) 。欠点をひろい出しては気の毒だが文献に見えるのも ，

その一面を装警するように恩われでも仕方のないような話が次に展開す

る。すなわち彼の行跡も関ケ原の戦功を境として表立って活発にな って

きて，乙れも初代か二代か覆面の者があるような謎の一つに恩われる余

りにも政治的な影の動きが多く自につくのである。

当時の冒険商人，死の商人的な豪商たちの一般的な傾向ではあるが，

派手な建築家であるだけに特に自につき- 12の時代小説ができそうな内

容を持っ ている。 I茶日山 lζ 御陳替えあり大工頭中井大和守正次兼て用

意 して功組置きたる小屋を持来り取立てむとす。 本多上野介正純か程広

くては御意lζ 叶ふま じといひて伺ひし に九尺梁二聞にすべ し。六畳より

広きは無用なりと宜へば大和{ 誌に功つめて仰の どと くにして建てたり。

六畳を上下二間 lζ 分ち。巾をば布交の幕も てへだてとせしゅへ速に出来

せ しなり。そがうへの三畳を御ましとし諸大名の参謁するときはっ下の

三畳に出ま して御逢ありしとぞ。六畳の御陣屋 とて，其此世 lといひ伝え

て御素朴の様を詞 したてまつりしとなん」とある。経営者読本徳川家康

の一節にでもなりそうな話であ る。三者三様のの気の使い方も考えさせ

られる。

当時の仮陣屋は大阪城攻では町屋を取乙わして利用したり「陣小屋を

取おきにして馬二駄に付るやうにf存えたるは細川| 越中なり。一間半 lζ 五

間也。柱は樫の木を細くし根lζ 鉄を以石突とす上四方は桐油布也，本国

と江戸と京と三ケ所に乙しらえたり J (老人雑話) と用意のよ い大名も

あって，I侍そのl侍の人の智恵と工夫が見えまととにおもしろい。摂陽奇

観に「元和記に云。元和元年四月二十六日大阪勢和州法隆寺lζ 火かけ焼

払うといへ共伽践は残。僧坊武家二百余悉く焼亡。此霊場を焼かんとし

ける其放は中井大和の一子今法隆寺の順学也。大和東軍lζ 在て去年淀君

の居間を大砲にて打崩したる時も此 もの下げ盤をして打入けると也。其

外攻具など皆乙の中井が計ひなさずと いふ事なし。去に依て今此事lζ 及

びしとぞ」とある。中井のために世界IC誇る法隆寺も危く烏有 IC帰する

と乙ろであったのである。謎の内の角井と一日速いで中井ととのl煩学の

三人が焼打lζ 会っているのはおかしい。どうもこの一文の紙背 [ζ 秀吉の

大阪城の御大工頭中井大和橘正清が頭に浮んでくるのである。乙の砲撃

の射程や射角などの決定などを考える と一周おもしろく ，当時の新輸入

技術の西欧式の方法であったか。 中井とする と随唐時代の今日まで伝わ

るi海島算経には「直測 し得ざる高， 距離を測る方法」が記載しである

( 明治以前日本土木史) と あるから ，やは り技術家肌の橘正i清が，思いだ

される。乙の法隆寺村攻撃は元和元年四月 二十六日の出来事で，その六

日lζ 家康が大阪征伐の号令を発している。

その他大阪城攻に当つては大阪近郊の地図を作り (715頁) 城攻 とな

っては「城買に用いん為梯熊手若干を製せしめ諸将毎に梯五十づっ配分

して授くべし」と本多正純に命ぜらる ( 749頁〉。など百方lζ 奔走 して

いる 3 と乙ろがとのような本職の仕事は当然、の乙とだが牒報機関の乙と

にまで関係して中井正次の唯者でない乙 とを立証している 。

たとえば「照高院准后道澄弁三井寺僧七人大阪よりの命なりとて関東

調伏の法を修する由 ，三井寺の僧本党坊密訴する旨大工中井大和守正次

告奉J (715頁) とあったり ， 京都「大仏新鐙の銘を馨し密かに駿府 lζ

奉る J ( 674頁) とあって，鐙の銘中の国家安康とあるのは家康を亡ぼす

祈願の願文なりとする有名な関東方の笠臣家 lζ 対する難題作りに協力し

「中井大和守正次より大仏殿様札を馨して駿河に献ず。此札は照高院道

澄J佳后の書する処なり J I大仏糠札検査の為大工中井大和守正次。南都

興福寺，法隆寺，聖霊院の棟札君主写して献ず。 乙の棟札みな大工棟梁の

姓名を記したるに ，今度の練中L l cは二人の名を除くを以ていよいよ御不

審あり J ( 676頁〕など陰険な活躍が目ざましい。東山大仏殿は中井大

和守が棟梁であり ，おそらく名儀が除かれたのが癒K 触ったのであろう

が情けないと思える心情である。しかも二条城で家康と対面し，その帰

途大仏殿の造営現場を見 fC来た今は敵方にしても旧恩があったと恩わ

れる豊臣秀頼から御苦労の礼と して銀二百枚を素知らぬ顔で拝領すると

いうチャッカリ振りを見せている (546頁) 。乙の ときとそ加藤清正が

! 日主の子の危機を察 し万を懐にして秀頼の身辺を寸刻も離れず徳川方の

寓ーの暴挙 lζ 決死の覚悟で身をもってかばい，ぶじ大阪城 lζ 帰って秀吉

の旧恩の一端 fC報ゆる乙とができたと いって男泣きに泣いたという有名

な説話のときである。加藤清正は藤堂高虎と並称された普請の大家て、あ

る。ともに大事業家としてのあり方の差に考えさせられる。乙のような

中井大和守正次の表裂にわたる活躍振りはいわゆる乱世の英雄型の冒険

事業家で，ちょっとまちがえば命のない生き方であり ，その身そのとき

になって見ないと簡単に批判もできないが，とにかく動乱期にたくまし

く生き抜いた格別な傑物であったととにまちがいない。

それだけに狸親父の異名のある家康が遊ば しておくわけもなく ，恩 う

存分貌腕を援わせたのが以上の記録に残ったものと思う。彼は前述の他

生前関ケ原役前すでに名古屋城の棟梁を勤め駿河城久能山廟，日光廟，

江戸城その他徳川家縁の増上寺他多数の寺社を手掛けている。関西の彼

が関東 [ζ 堂々進出し，関東の大工が公儀としては関西に進出 しなか った

乙とだけを見ても，彼の徳川家における実力と建築家としての力置を知

る乙とができょう。家康の彼を重用し愛した乙とは深く ，家康はわざわ

ざ彼の法隆寺の家まで訪ねているという。その家康も豊臣家が亡びる と

間もなく元和二年四月に死去し ，その後わずか三年K して元和五年正月

二十一日中井大和守正次も後を追うように死亡，子長太郎忠侶つぐ と徳

川実紀は彼の最後を伝えている 。

中井大和守の後も代々中井主水と称し続いて近江五幾内の大工柚 (後

に大鋸木挽まで) 支配の特権を保持し京都の二十組の大工集団を擁 して

業界を牛耳って明治維新に至っている。その閏多くの消長はあった にし

ても大工集団，仲間，鑑札料，縄張，親分子分その他組織を守り抜かん

とするための力の組織，それに対抗するやくざとの関係などさま ざまな

問題を生み育て残してきた乙と は， 業界史として最も重要な問題であ

る。その乙とは後日 lζ 譲る乙とにして，雲の切れ間から一時月の光が差

し出てたような桃山時代の前後約五十年間の聞に出現した業界の巨大な

惑星の ζ とき存在であった謎の中井大和橘正清，大和守正次の話を終る

ことにする 。
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技 締T の 頁 ヤ
5 7 設 備 部 門

生物化学処理による大型汚水処理装置について

問中ヱス ・エJ レ・エ ンジニヤ リング株式会社技師長

鍋 谷 信

回 概 要

最近都市の人口過密にともない，河川の汚濁ならびにその周辺の滋淑用水路などに対す

る汚染が公害上重要な問題となってきたことは周知のとおりである。

乙のためとくに都市の分散と企業合理化にともなう住宅および企業の団地化傾向が非常

K 目立ってきている。

大都市のどとく ーカ所で大規模の処理場を主主設する乙とが，経済的諸問題をともなって

非常に困難な乙とは現状の示すとおりである。したがって分散された集団どとに処理して

行く乙とは，下水配管の短縮，処理場面積の節減となる。

また現今1 (.おいて専門技術者を必要とせず，衛生的で外観美の整った装置を設置する乙

とは上記の諸問題を解決する唯一の方法と も考えられる。乙うした処理場は団地建設上重

要な部分を占めてきており ，つぎに その装置に関して設計上の一般的理論とあわせて田中

ヱス ・エJ レ社のオ キシジェスト汚水処理装置について説明を加える勺

国 プラントの機能および特徴

1 . 処 理 方 法

装置の大きさはその処理対象人口ならび ｾｉｃ 汚水足により決定される。当社Ａとて取扱われ

るプラントは活性汚泥方式による生物化学処理で， 乙乙でいう大型とは，処理人口 5.000

人より 30.000人程度までの処理装置である。

処辺の程度はその周辺の公害K 対す る立地条件により定められる。昨今各関係官庁ある

いは管理当局の水質規制が強化 されているため，衛生的な好気性消化方法をともなう活性

汚泥方式中の完全酸化方式あるいは接触安定化方式による高級処理が必要とされる 3

当社にてはオキシジェス トと上記処理方式を現況に即した独自の設計による装置の二種

IC区別している。

一般的な処理装置の紙略系統は図一1のどとく示される。

2. 処 理 工 程

① 沈 砂 池

立地条件によるが，一般的に 3. (別 人程度あるいはそれ以上の処理人口に対しては，比

較的に下水配管函積が大となるので沈砂池または砂溜を設けるのが通例である。沈砂方法

は矩形の池が普通用いられる。沈澱に要する時間は大体 1分間以内とし ，池内平均疏速を

O. 3 m/sec 程度K 設計する。除砂作業を考慮 し，二池併列しー池は予備とされている。ま

た乙のほかUi 気式のどとく空気吸込みその旋回流の利用による方法もある。

② パースクリーンならびにコミュニター (粉砕機)

パー スクリ ーンは通常間隔15- 20務程度の平銅製にて手掻により挟雑物を除去し，かっ

乙れとバイ パスとに粉砕機を設けるのが通例である。粉砕機の型の決定は 1 日の処理水ロー

によるのであるが，時間最大水誌が決定のポイントとなる。

③ オキシジェス卜による処理方式

前述のどとく ，完全酸化方式 ( Tot al Oxi dation) と接触安定化方式 (Cont act Sta-

bil i zati on) とに区分され，比校約処浬水量の大なる場合は，後者の方が経済的であるョ

イ) 完全酸化方式によるプラントについて
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図- 1 処 理 系 統 図

成 品

図- 2 R E型オ キシ ジェスト 平面図
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図-3 オキシジェストの組合せ
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図-4 R 型オキシジ ェス ト平面図



乙れは長時間根気 ( 16- 24時間〉方式により ，好気性完全消化を特徴

とする 。乙 の方式κ よれば活性汚泥微生物の細胞内呼吸の休止するまで

十分酸素を与え酸化消化を目的として汚泥の生成を少なくする もので，

乙のため汚泥処理の工程がはぶける 。 しかし長時間曝気のため槽容量が

大きくなり ，し たがって処理場面積も大となるので 10，(別 人 以 上K は適

さない。オキシジ ェスト丸型は二重円筒裂であり ，外側uはl爆気機で内筒

は沈 澱池である。沈澱 池は汚泥かき寄 せ機を 備え ， ｾめられた汚泥はエ

アーリフト でi爆気槽へ返送される 。また沈澱池表面 11 : 生じたスカムはス

- カム エジェクタ ーによりやはり返送 される。( 図- 2)

- '  

• 

B O D負荷も平均 O.48kg/  rrf を越えないよ うにしている。オ キシ ジェ

スト一基にては大体 6，0∞人程度まで処理可能で，それ以上の場合は二

基併列，あるい は三基，四基と適当に組合す乙と が で き る 。 ( 図-3)

ロ) 接触安定化方式 (Cont act St abli zat ion) によるプラントについて

完全酸化方式K 比して，その過程はやや複雑であるが，比較的汚水fE

の大きい場合，すなわち 150ni' /day 以上の場合は，乙 の方法によって処

理されるのが経済的である( 図ーの 。まず流入する下水は再ni 気槽で濃

縮された活性汚泥と等置混合され暖気される。乙乙で生下水中の有機物

は急速に濃縮活性汚泥に吸着 されてフロックを形成する。その後 11:沈澱

糟にはいり ，上澄水は直ちに放流される。算定基準としては ，混合曝気

時聞を約 1 - 1. 5 時間，再曝気時間を 4 - 6 時間，沈澱時間を 2 - 4 時

聞に とっている 。乙れら はいずれも B O Dで90%以上の除去率を得るた

めに必要な時間である。乙の方式では再i爆気糟での汚泥濃度を高く保っ

とと が必要で通常6，( 削p pm - lO， ( 別p p m程度が良好とされている。こ

れ以上の汚泥は余剰汚泥 として，好気性消化槽に返送され乙乙 で約 15-

30日間消化を行なわれ，有機物質のほとんどない消化汚泥とな り取除か

れる。オキシジェストにおいては一基最大処理能力は 10，( 別人程度で乙

れ以上の場合は図ー3のどとく適当に配列される。

ハ) 二方式を併用する方法

入居の状態が数次にわたりその間相当の期聞を要する場合は，維持経

費の上か ら経済的な運転が必要となってくる 。乙の場合は槽を区分し ，

少数の場合は完全酸化方式を採用 し，他の糟の使用は見合せる。また機

械もその計画 K i ! まずいてしだいに台数を増すように設計しておく乙とが

肝要であり ，漸次入居数に応じ接触安定化方式lζ 移行するよ う| とする。

写 真ー1ならびに写真そは乙の方式を採用している 。

④ 沈 澱 槽

it 澱糟は 1 日の計画流畳をも とにして滞留時間を 2 - 3 時間 IL考えら

れている。接触安定化方式は ，吸収効果をよ くするため全酸化方式古克

し滞留時間を多くとる乙とが必要である。表面積負荷は 25- 40rrf / nf/

day ，溢流率は 150cuI /m/dayを標準としている。

⑤ 汚泥処理について

全酸化方式にては前述のどとく汚泥処理は さほ ど重要では なく ，tこだ

写真 1 大阪府和泉市石尾団地( 処理対象 ま治人)

写真 2 神奈川県公社相武台団地( 処理対象 11， 5∞人)

槽 lζ 漸増する無機物は適当な時期 lζ バキュ ームカ ーlとより取除く ， との

場合あらかじめ汚泥濃縮槽を設け . 汚泥容積を少なくする乙とが経済的

で=ある。

接触安定化方式では好気性消化槽よ り取出 された汚泥は98% の含水率

を有し次 lζ 浪縮糟にて9796になり ， これlζ石灰の混入を行なって後，分

離機lζ て脱水し 7596- 7896の含水率の ものを焼却，乾燥し処理する。

固 オキシジェストプラントの特徴

1. 各装置は非常にコンパクト! と設計さ れているので操作に特別の技術

を要せず， したがって管理賀も安くつ く。

2. 機器11 : 互換性を もたせているので，補修，維持が容易でかつ経済的

である。

3.  好気性消化方式を採用しているので衛生的である。

4. 長年 にわたる鑑定な経験よ り耐久力 ，美観，防音などに特別の配慮

がなされている。 ( 以上〉

〈訂正〉 本箆昭和42年 4 月号，技術 の頁 「合成ゴム 防水 について」の包司Iについて，つぎの

とおり訂正いたします。

ｾ＠ 正

68頁 上から 6 行自 鐙淵実業 鑓訓告成化学

69頁 図- 2 大阪建設 大成建段

下から 35行自 引湿 り強さ 引強り強さ

下から 23行目 引張り かか 引強りがかか

70頁 下から 24行 自 合成 ゴムラテ γ ク訪水 合成ゴムラテックス

72頁 上から 14行目 潟水のおれ 潟水のおそれ
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日 本 建 築 協 会

月間の動き

口 昭和42年 4月分 口

理 事
4

2

 

13日 正午- 1時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 畑 ，塚本正副会長ほか15理事，

海上監事，宮飼兵庫支部長

新旧役員会食懇談会を開催した後開会

議 事 ( 1  ) 理事会務分掌の件

( 2) 理事会務主幹選任の件

( 3) 理事会定例開催日決定の件

( 4  ) 常設委員会委員委嘱の件

( 5) 入退会者承認の件

( 6) 報告事項

編集理事会

14日 31時半- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者政聞編集理事ほか 4 名

編集委且長推せんの件と編集の方針について

協議

主計理事会

18日 2 11年- 3時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 梶 本，田中 ，伴，中原各理事

事務局職員の昇給案査定

| 編 集 委 員 会

表紙デザイン小委員会

6 日 61時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者松田委員ほか 6 名

本年度の表紙について協議

委 員 会

14日 411寺- 7時 於 会 館 集 会 室

出席者長谷川委員長ほか 19名，旧委員 3

名

議事 1. 委員長選出

2. 前年度よりの引謎事項

1)  編集の技術的内容と企画の説明

2)  建築と社会特集号一覧表

3) 担当幹事，小委員会一覧表

4)  4 月号= 社会と建築特集経過報告

5) 5 月号= 都市と流通空間特集経過

報告

6)  6 月号= 住宅と設備特集経過報告

7) シリーズ もの( 技術の頁ほか) 報告

8)  作品作風報告

9) 表紙デザイン 報告

3.  本年度の編集方針

4. 7 月号と 8 月号の経過報告

5.  9 月号以降の特集テ ー7

6. 小委員会委員選出

1  )  常任幹事会幹事選出

2)  作品作風小委員会委員選出

3)  技術の頁小委員会委員選出

4)  表紙デザイン小委員会委員

7. 定例委員会開催曜日の件

8  委員会終了後乾杯
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表紙デザイン小委員会

18日 正午- 1時 半 於 会 館 集会室

出 席 者 松田委員ほか 3 名

本年度の表紙テーマ について協議決定

作品作風小委員会

24日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 長谷川委員長，出江主査ほか 4 名

本年度の方針および 5 月号，6 月号の作品作

風選定

生産施設特集幹事会

26日 4 時- 8時 於会館集会室

出席者猪沢委員ほか 5 名

7 月号特集としてその内容について協議

モントリオール万博特集幹事会

27日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者初谷委員ほか 3 名

8月号の特集としてモントリオ ール万博号の

企画について協議

出 版 委 員 会

建築の知識打合会

11 日 3 時- 5時 半 於 会 館 集 会 室

出席者大沢編集幹事ほか 6 名

事 業 委 員 会

データシート編集打合会

17 日 6 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者岡本副委員長，松村幹事，中原茂

議事 編集委員会発足につい ての詳細討議

住 宅 委 員 会

委 員 会

19日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会室

出 席 者 向 橋，黒谷正副委員長ほか17委員

議事 1. 委員長，副委員長の選任

2.  前年度ま での事業報告と継続事業

3  新 らしい事業企画! とついて

4. 定例開催日の件

住宅展小委員会

26日 5 時半- 8 時 半 於 会 館集会室

出 席 者 黒 谷，坂井，山本，吉岡各氏

住宅展の企画

法 規 委 員 会

委 員 会

25日 3時- 6時 於 会 館 集会室

出席者佐野委員長ほか14名

議事 l  委員長の件

2  建築基準法改正要望案の検討

3. 委員追補の件

4  定例委員会曜日の件

建 材 委 員 会

28日 3 1時- 5 時 於 会 館 集 会室

出席者堀内委員長ほか9 委員，政岡前委

員長

議事 1. 委員長，副委員長選任の件

1. 今年度の事業について

1. 定例開催日の件

役 員 委 員 懇 談 会

15日 l  時- 6.時半

出席者 52名

中央公会堂裏口 lζ 集合して l 時発 名神高速

道路~琵琶湖大橋~奥比叡ドライプ ウェイを

経て比叡山観光ホテルに おい て懇親ノ守一ティ

を開催

見

声 叫

すー

. 6.  

=  

西阪神ピル見学会

設計 日建設計工務株式会社

施工 阪神土木工業株式会社

8 日 111寺半- 3 時

参加者 22名

50 周 年 記 念 事 業
、、r ・

ボウリング大会

21 日 2 時- 5 時於野田ボウリングセ

ンター

参加者 104名

第 2 回特別見学会

「高松の建築と淡陶タイル見学と鳴門観潮の

会」

27日- 29日

参加者 24名

50周 年 記 念事 業 総 務 委 員会

特別見学会小委員会

3 日 5 時半- 8時半 於会館集会室

出席者

議 事 第 2 回以降の企画について

モントリオール万博視察団結図式

5 日 11時半- 5 時 於 大阪科学技術セ

ンター

出 席 者 東 畑 会 長，高橋団長ほか92名

議 事 結 図 式，幹事会報告，旅程説明，第 l 回

セミナー ，懇親パーティ

記念事業写真打合会

10日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者近藤主査ほか 4 委員

議事記録写真の検討と乙んどのスケジ ュール

打合せ

運動会小委員会

12日 61時- 9 時 於 会館集会室

出席者窪田委員長ほか 5 委員

議事 ボウリング大会，ソフトボー J レ大会企画

打合せ

特別見学会小委員会

12日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者中出委員長ほか 3 委員

議事 第 2 回見学会と第 3 回見学会打合せ

特別見学会分科会

13日 正午- 2 時 於 会 館 l 階会議室

出 席 者 駒 委 員，松村慶三

議事中国方面見学打合せ

展覧会小委員会

17日 5 時半- 8時 於 天 心

出 席 者 佐 野 主 査，谷口幹事ほか 9 委員

関西の建築50年回顧展について経過報告並{ζ

懇談

モントリオール万博視察団幹事会

19日 正午- 3 時 於 会 館集会室

出席者鈴木幹事ほか18名

慰霊祭小委員会

20日 4 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者政岡委員長ほか 6 委員

諸準備について

. t、

"  

6 団 体 事 務 局 長 会 議

1 日 正午- 2 時於大阪科学技術センタ



、， 

.. 

信用&>6技術ど伝統の

7X771LトZ車専 業 大J吉

誓言矢偏商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 側10 di ＧＱ Ｚ Ｎ ｉｕ ｾｾ ｴｌ ､ 史 ｪ 凶 Ｔ ー Ｑ (央fll ビル )

1([;ili' ，[1，/i 事11戸 (33) 0881- 3  

支 底 大|仮 di.1じ1)(: キij j'i :!Uf50( 堂 ピ ル 51; 持 502 1). 熊)

1([; ili'，l!. J;fi 大|坂 (364) 2031- 4  

倉 庫 仲t
i
di i'i イ干|互八怖j凶 l ー 5 (' ，[1，/i @i 2923)  

石 綿 セ メ ン 卜 の 最 高 水 準 を 行 く . グ 建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気 室 、 発 屯

所 、 配 電 室 、 製 鋼 、 ガ ラ ス 工 場 の 壁 、 製 糖 、

アスベストパリヤ

製 油 製 薬 工 場 の 床 、 ス カ ー ト 壁 な ど に 最 迎。

A sbes t o 8ar r i ev  ( 硬質石綿板)

(呈 カタロ グ)

@  
泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心悶T 1 の 11 電 話 ( 3 51 ) 3442・4078

“テε ュープレックス"

強イヒガラス・ドア “ テンパレックス・ドア"

セントラル蛸手株式会社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 1 - 4  ( 大手町 ピル) 電 話 東 京 ( 201 ) 7711代 表

大 阪 支J苫 大 阪 市 北 区 梅 田 7 番 地 の 3 ( 梅 田 ピ ル ) 電 話 大阪 ( 312) 6431代 表
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社

空 調 設 備 の 頁

境

ヰ ｬ￟ｾ 営業所
金沢. ; : : ; 議所

ｴＧＮ｜Ｑド ｈ Ｎ ｾｾ 長所
高位仕15民所

間山出強所

本 社

出張所

暖 冷房 ・ 換 気 ・空 気調 和

病 院諸 機械 - 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

庖 東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 階 6 7 6 区

包 括 東 京 (201) 3  7  6  1  - 4  

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 大 同 ピ ル 616号

電 話 大 阪 (443) 3  3  6  1  - 6  

札 帆 市 北 十 条 西 1 8 了 目 3 6 番 地

包 括 札 幌 (61) 4  3  7  1  - 3  

名 古 屋 市 中 区 栄 3 - 5 - 2 9 千代田ピ J レ514号

官官 話 中 局 (261) 0  6  4  1  - 3  

創 業

大 正二 年

庖

席

名 古 屋 庖

阪

幌

‘

 

l

司『

エ

+

φ
t

h

 

株

会

東

大

ヰL

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備 設計・ ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ  
郡新目玉業社

大 阪 市 東 淀 川 区 加 島 町 3 5 7 電 話 ( 302) 2271- 9  ( 代)

大阪支社 同 上

東京支社東京都港区芝浜松田J 2 ー 7 包 括 似34) 6171 (大代)

支 底 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

営 業 所 盛 岡 - 到11 路・徽 ・ ｩｾ

冷 暖 房 y  6 S サ γ シ

給排水、衛生水道 Dt.. 環 境 衛生 施 設

匂 気 1 =、荷 役 速 搬 機械

厨 房 ' T " ーー可? 化 学 鉱 山 機 械

三機 工 業 室 主 大 阪 支 庖

取 締 役 紅 長 大 前 玉 男

取 締 役 支 庖 長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電話 大 阪 (202) 代表3071

本 1苫 東 京 日比谷・ 三 f冒 ピ ル

支庖 ・出張所名古屋、福岡、札脱、広島、仙台、

富山、金沢、静岡、高松

A

Q

一

A

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

社 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 2 - 1  

電 話 ( 451) 3  3  9  1  ( 代 表 )

東 京 ・ 仙 台

神 戸 ・広 島 ・高 知 ・千 葉 ¥八 戸

株式会社

本

支 庖

出 張 所

空 気 闘和 ・ 衛 生設 備

設 計 施 工

株式会社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6  11U舌( 淵) 代表7031

支 庖 東京都千代田区神田小川町2丁目 l 電話( 初) 代表7751

広 島 市 紙 屋町 1 丁目 2 番 2 2 号 電 話 (47) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁目 8 番 1 2 号 電 話 (76) 代表3795

出張所名古屋市中村区広小路西通3丁目9 電話( お1) 2  9  4  8  

富 山 市 堀 川 小 泉 町 2 8  6  1電話 (31) 2  2  7  4  

金 沢 市 下 新 町 8 電話 (34) 4  0  8  9  

福 井 市 西 宝 永 町 2 丁目 1 1 3 電信 (22) 1  5  9  6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 1 4 7 1 1 1路 (21) 5  0  9  8  

設 計 施 工

生

気

* . 衛

房 ・換

排

冷

給

11是

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 士 豆 町 一 ・包 括 大 阪371局7151 ( 代表)

京都市東山区大和大路正面上ル屯話京1 i s56局4945( 代表)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

水 道 ・衛 生 ・暖 冷 房 ・其f也管工事

設 計 並 施 工

( 旧斎藤久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田J 1  1 番 地

電 話 大阪 (443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 の 8 番地( 日本ピ J レ)

包 括 東 京 ( 270) 7  4  1  1 番 ( 代 表 )

ｴｬ￟ｾ 市南大通西 Ｔ 丁目 ｬ 叫脳銀ピ ｊ レＢｉｬＡ，Ａ，ｉ ｩ ｾ酬 ⑫
宮 沢 市 高 間 町 2 ｾ昨 ＭＱＭＭＶ ｾｽ＠ 1II J再会沢⑤

筒井市御幸 Ｒ の ｬ ハ ｪｾ iijj t-ぬ

高 位 市 2 m: T  9  ￭￬ｮｾ＠ ［｜ｾｾ＠ ｈｾ 喜志 Ｕ Ｑ ＹＵ
間 山 市 大 f J t 3  8  0 の 1 Ｎ， ｩｄｾ＠ i:t ji.iJ⑫5486 

暖冷房・換気・温湿度調整・衛生諸設備

設 計 ・ 施 工

建 設 工 業 株 式 会

代 表 取 締 役 回中 喜久雄

大阪出張所長 猪 俣 英 雄

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 3 - 1  電 話 ( 201) 0181( 代)

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 5 電 話 ( 363) 4108 - 9  

名 古 屋 市 中 区 丸 ノ 内 2 - 1 7 - 10  電 話 ( 231)3046 ・6007

福 岡 市 東 淡 町 3 8 m諮 ( 74) 6  8  6  3  

( 75)  5  4  8  2  

株 式

会 社

社

t 、

Z ミ
業 株 式工賀須

電 気 ・暖 冷 房 ・水 道 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備空 気 調 和

社暖 房 株 式

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6 0  'I{!，J古 (441) 8231 大代

東 京 ・ 名 古 屋 - 福 岡

京 占13 ・神 戸 ・ 岡 山 ・高 松 広 島 ・熊 本 ・繍 i兵

札 帆 ・仙 台 ・新 潟 ・富 山 ・ 金 沢 ・福 井

A

Q

一

A

昌

明

川電大 阪

本 庖

支 庖

出張所

電 話 441- 5171
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第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  
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東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

包 括 (811) ( 代表) 6  2  9  4  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・福岡・ 札 脱 ・ 仙 台 ・ 高 松 ・広 島
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設 計 施 工
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空 調 設 備 の 頁

<i"，1T ‘ 舎町震房副S

温 湿 度調 整 装 置、 暖 房

冷 房 、 水 道 、搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工
， 
Ｍ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ 咽 ｖ 司了 ｾｾｕ 唱 ｾｉ

ー....
売 庖 ・特 約 工 事 庖

株式会社

場通 1- 16(石川ピル)

c  

ー1=.... 

③指j語器;

百1- 51 

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店

:  ( 361)  5  1  7  7  ( 代)

大 阪 市 北 区 2吉田町 3 0  電 話 I(364) 0  9  :， :， ( 代)

本 社 東 京 郎 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 - 2  (新 東 京 ピ ル )

司! ，]舌 (211) 8  5  1  1 ・8 5  6  1  ( 代 )

仙 台 市 新 f云 』 尋 問T 6  0  

司! ，1.5 (21)  4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

司! .l! o  ( 971)  3  6  2  1  

仙 台 支 1;5

名古屋支底

日差 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

"  

暖冷房設備給 ・排水 ・衛 生 ・消火 ・

品主04

一←

釜拘
6!!! 高回

所大阪庖西原衛生工業
株式

曾 社

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ピ J レ8 1渚)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁 目 2 番 地

大 阪 支 庖

電 話 大 阪 ⑩ 3531 番
大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11

社本

調和設備

工

給 水 衛生 空 気

設 計 施

Ciinø• 空気調和装置 各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

社

A

Q

一

A
式株業工山平

平京山
取 締 役 社 長

阪 市 西 区 江

大 阪 ( 441) 代 1 9 9 4  

平
大 阪 市 北 区 堂 ぬ 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ピル)

司r If ; ! i 大阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東 京 都 中 央 区 日 本 陥 本 石 田T4 ー 2 ( 三井第二別館)

東 京 ・名 古 屋 出 張 所 九 州

鳩 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 郎 足 立 区

1色丁 目

( 443) 代 o3  3  1  

番2  2  堀
大

電 話

社

腐

場

本

支

工

生・消火設備

工

暖冷房・給排水・衛

設 計 施

空 気 調 和 設 備

宅計施工

換気・ 除塵設備関

c: : : : f f i 哩胆コ

東 洋 烈 工 業 械 式 会 祉 大 阪 安 倍

工 務 庖森 野
株 式 会 社

T  E  L  (443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 姻 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

電話 (361) 附 6571

電話 ( 269) 2833- 4

大 阪 市 北 区 菅 原 町 7 5  

東京郎新宿区新小川町 3 - 32  

本 社

支I苫

，晶』

温湿度調整 ・暖冷房 ・換気給排水 ・衛生設備

設 言|‘ 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

ヰ土 京 郎 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の l

電 話 ( 68) 5101 - 5 ・ 夜 間 専 用 ( 69) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 綿 筋 1 - 37  ( 天満崎 北詰)

電 話 ( 352) 3501 - 3  

四日市市浜 田 西 末 広町 1t!，1古⑪7431 - 3  

ｩ ｾＡ 市 栄 町 Ｒ - 1  1  1  電 源 ⑥ 3 6  1  0  

整 - 水 道
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工

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調
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設 計 施
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理 研

大 阪 支 庖

会 社

。 暖 冷 房 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

、rI f / 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 町 5 0  

大阪事集本附 電 話 大 代 必 (312) 8  6  7  1  

東京事禦本部 東 京 郎 新 宿 区 三 栄 町 1 8  

111 ，! 古大代ぷ (353) 9  1  5  1  

名古屋市中村区下広井田T3  - 15  (中京市気ピル)

m ，1舌 (581) 9  3  7  6  - 8  

京 j盤 、 下 関 、 新 潟 、 金
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部
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設計施工

電 気設 備 の 頁
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社

営 業 所

朝

本

社

社

東京支社

本

営 業 所

支 1苫

;:5; ;!R fi.庁

、、. J  

会 社

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高鹿嶋五丁目 二八番地 屯，!li 大阪 (202) 0325- 9 書

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 悶 1 丁目 4 番 地

支 社 札 脱 仙 台 ・丸 ノ 内 名 古 屋 ・悩 1M)

出張所旭川・白河・儲ｩｊｾ
.  111' I刈 ・ 富 山

工電 気 工 事 設 計 施

ネ土A
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式株
信
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刈電藤工
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大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九 ' ，tt ぷ ・大阪 (313) 代表3456

東京支l左 京 京 邸 中 央 区 西 八 丁 堀 二 「 目 十 二

2日，¥. 5 (551)  8  3  3  0 ・ 8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・|凋 山 広 島 ・ 北 九 州

電 気 設 備 ⑤

気 株 式

代 表 取 締 役 山 本 博 三

大阪市北区中之臼 3 の 3 . : 1日日ピルデイング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 仁 位 殿 通 り 4 の B

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京昔日市中京区凶ノ京中合町 2 0 の 1 1  

T E L  It 友 (81 ) 9  2  9  6  

西 村 正取 締 役 社 長

蛍 業 所

設 計 ・ 施 工

司'

電 気 工 事
電 気 工 事 - 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役社民 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 1"8: ｾｦ 江Ｊ之町三「目一五
i' lI Mi 大 阪 (931) I¥:: 1< 7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 ・2 1 9  3  

大阪市城東区肝江* 之町- : fl l - - ，1!，¥占大阪 (931)7ω4

1i' f良県御所市御用泊り 3 6 0 ・官制卸所 ② 2ω7 ・4259
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式ネ来
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一
刈

e e‘  
弔，本中

本

社

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 高 垣 間T 1  6 帯地( 東阪急、ピル 7 階)

電 話 大 阪 (313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞 鶴 ・広 臼 ・八 幡 ・福 岡 ・富 山

A

Q

冨式株業エ原栗

資 材 倉 庫

奈良営業所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

4 ‘ 、

J を

大 阪 市 西 区 北 嘱 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

qJ 且l取締役社長

社イ=

電 気 工 事 設 計 施 工

血i，、

代表取締役 林 敏 夫

大 阪 市 北 区 制 i 笠岡J 5  0  ( 堂ピル 7 階)

i'U ，¥1; ⑩ 3  6  7  1  ( 代)

点 京 都 中 央 区 日 本 僑 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

"包 括 ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 様 原 . ey . 福 山

社
株 式 会 社

キ土

庖

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 総 町 / 丁 目 2 2  

電 治 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 港 区 赤 坂 1 丁 目 5 昏 7 号

旬 以 (481) 8  6  2  1  It JA 

名 古 屋 ・ 札 幌 . ｾＮ｜問
旭 川 ・ 倣 浜 ・浜 訟 ・ 姫 路 ・ 高 松

本

支

話業所
出 張 所

選 択mlJil 卸 監 視 装 鑑 A - ご¥ 空側衛生投( I f f l 埋ま級銀

M U 笠 動 力 制 御 盤 7r- Ci 1  各般動力自動 ￭ｍｩＮ 卸ｾ
グ ラ フ イ ッ ク 鍛 亡づ/ 分 m豊島・各種警 報 盤

高 低 圧 受 自 己 m悠 一 ｾ Ｎ量骨十・製作

森 井 電 業 株 式 会

取締役社長 森 井 定 1) 罪

専務取締役 佐 里 子 春 吉

東 京 郎 港 区 芝 三 圧l 網 開J - 1IF !也

1It J[; 東 京 (451) 代 必 9 6  1  1  
東 京 郎 品 川 区 南 品 川 町 4 丁目 l 帯 3 号

電 活 東 京 (474) 3  2  2  1  ( 大代表)

大 阪 市 北 区 1:t 安 P l f 1  6 帯 地
電 3舌 大 阪 (443) ＨｾＦＸＳＸ Ｑ 俊 Ｑｭ (441)  0502 
名 古 屋 ー 広 烏 . ｾ ， ｉ＠ I珂 仙 台

東 京 ・ 大 阪 . ｾ， ｉ＠ I凋 名 古 出

社

本 社

東 京 支 庖

大 阪 支 成

出 張 所

工 場

ネ土
電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝

大 阪 市 北 区 制 笠 岡T 五 O ( 堂 ピ ル 三階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピ J レ)

電 話 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 兄 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . t! fI. 市 ・高 槻 市 ・姫 路

，..6... 

':z:a;' 

電 気 ・ 吸 冷 房 ・ 空 間工 事 設 計施 工

宝

本土

庖

本

支

';;J; 業所

市

事ド出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

取締役社長 山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新編 5 - 3  4 - 6  相馬ピル 5階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪南 -北海道 ・名古屋・ 四日市・福山・福 岡

-・

電 気工 事・言十装 工 事言宣言十施工
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社
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気 工 業 株 式

今 村 騰

中 央 電

取締役社長

本

東京営業所

大 阪 市 北 区 侮 ケ 枝 問I 五 六 番 地

電 話 大 阪 代 表 ( 341) 8  1  3  1  - 7  

本土本

所張出

東 京 ・名 古 屋 ・四日市・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 都 ・草 津
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右 祉 ヲ ノ 雇 俳 誌 吉 社

大 阪 市 北 区 老 松 町 3 - 56{ 西 天 満 ピ ル ) m話 (364 ) 2238(代 表)

東 京 都 中 央 区 箆 持 品 1 ー 1 0 包 括 (551) 1079 ・1617

名 古 屋 市 南 区 大 破 通 2 - 7 包 括 (821) 3  5  5  8  

八 幡 浜 市 大 県 町 3 包 括 八幡浜 514・1 4  

本 社

東 京

名 古屋

四 国

. 内 念 志 向 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

. 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 エ パ テ ッ ク ス 吹 付

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

言十 ・ 製 作

」 、Ｎ ｾ

( 351)  4927代

( 328)  033併吃

( 328)  033併t

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 (天 六 阪 急 ピ ル)

大 阪 営 業 所 ( 351) 4927代 サ ー ビ ス 事 業 所

東 京 営 業 所 ( 822) 0995ft 工 場

本社営業所1 、ホボ匠市東住吉区駒川町 3 - 54 電話(702)代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・広島 ・今 治 ・福 岡

窓掛、鍛帳、 R際、壁紙 室 内 装 飾 級車毛、舗床材一般

東洋リノリュ ームの東リ' 1 1 - ぺ. Vト発売元

社

A

Q

一
品

大 阪市 東 区 南久宝寺町四丁目 ( 心 斎 橋 筋 )

電 話 大 阪 (251)1353 ( 代) - 6 ・9996

式株井亀

庖の説t

Board &'Slate 

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

s s s  タイル新発売

Standard ( カタロ グ進呈)

フ タ パ 需 3阪
大阪市東住吉区桑津町三丁 目 1 0  1  番地 電話大阪 ( 717)4561- 2  

⑪ 認 '11 j手窯業歳月S

電 話 大 阪 ( 532 ) 0 久6 1  - 4 番

...... 

近代建築 にマ ッチした

八ンケンの

ホームルーパー

〈アルミ ・ステンレス・スチ ール製〉

〈建設省防火戸認定〉

回羽板の開閉は軽い連動式。雨戸 ・格子 ・ブラインドの三

つの役目を果します。

回台風防災 ・通風換気 ・日除け ・盗難防止 ・防火 ・虫除け

回縦型・横型 ・ひさし型 ・レヂスター型 ・はめ込み型両聞き 型

'] 1分け型 ・繰り込み型・・

ユ ニ ー ク な ホ ー ム ル ー パ ー ン リー ズ 。

回取付けに特別の ご設計はい りま せん。

ン ケ ノ

株式ご悶 ｚ 幸 ｾｉｊ J Ir:: 百存

会社。. . 誕王事罰1 : ' : I  t- r n 

大 阪 市 此 花 区 酉 島町 3 - 15 m話 (462) 4661代

〈総合カヲログ呈〉

'  
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屋上自然換気装置はこれでいこう

建物の外観をグット引立てる

全くすばらしいデザインです

そして効率は抜群です

建 材 の 頁

|五iみと長スベコ手レートI

' v - '  

ある人が云いました… … 新幹線列車を想わせる… … と

ただしそれをマネたのではありません

当社はそれ以前、既に開発して居ります

N. G. C. 式

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施 工

肉升互業株式会結

。

大阪市東住吉区桑津町三 ノ一六工場

品 』

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -武川、 f 実米 特寺言午

11¥俣シャ11/9- 工業椋式会社大阪支庖

工

イ乍

施

4

1

 

製

言5t

近代建築の要求する

-・

サ ッ シ

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

ド ア ー ハ ン ガ ー

ド ア ー• ス チ ー ル

y ) レミ

ス テ ン レ ス

• 

雲ft 三 高 製 作 所

本 社 ・工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8  0 番 地

電 話 大 阪 (401) 6158 ・6159 ・7939 ・9463 ( 4  

句

-s~

M

圃

K

-

M

-

T

-

J

』
下

M

F
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建 材の 頁

陸屋根防水には 奥 山 式 特許絶縁工 法 を

訓 ＮＷｉｩＭ 阻ｾ帯

トな 紅法 亨 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎社

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 - 3 電 話 (571) 2703- 4 ・2370 ・4064 .  0264  

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 品 区 制 邸 中通 り 5 - 4 電 話 ( 92 1) 2497  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電 骨舌 (811) 3660 

* 左 官 工 事 の ス ピ ー ド 化 *

仕 上 が 自 在 ・ 日 本 塁 に も 、 洋 室 に も 、

( 一 週 間 て'立 派 な 和 洋 壁 仕 上 が 出 来 ま す )

Y Nヌ ヲ 叉 タ ー

吉野厄雪株式会結

本 社 ｊｬ､Ｚ ｲＮ ｮ イｾｕＡ区［ｬｌｬ ｉ 句 Ｓ 丁 目 Ｒ 番地 Ｈ 新 車 京ピル Ｖ 階Ｉ東京 ＨＲ Ｑ Ｖ ＩＰ ＹＵＱ Ｈ 太代表 Ｉ

大 阪 支 } ，I; 大阪 d"北区立ぬ浜通 1 の 25( 新大ヒソレ) 大阪 ( 34 1) 2556( 代)

網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス

( スレート 小波

スレー卜大波) 長 サ 附Ym 1，818引z

夕 、 イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波 板 ・平 板

( 硝子繊維 強 化 ポリエステル板) 各種波 、寸 法 ( 長 尺物 有)

製 造 敗 売 大 日 本 硝 子 工 業 株 式 会 社

大| 仮文，.I[ 大 l以 ""-1ヒ灰 E 江 "'f 2 ノ 4 ( 三菱介庫ビノレ ) ＧｾｉｬＺ， ｩ 吊 ＨＴＴ Ｑ Ｉ ＱＳＸＹ ・ ＳＳＸＹ ・ ＳＲＸ Ｑ

4= 社 相|1 4;モ 川 県 州 政 原 市 小 山 宇 久 保 2 2  4  ｾ｛ｌｊｦ￯＠ (  7 2 )  3  1  0  1  - 4  

キ 寺 許 ・ 耐 酸 ・耐 ア ル カ リ ひ ふ く 鉄 板

オ ＱＩ 工Ａｊ ｾｊｾ 来場ル
. 永 久建 材 の 超 ひふ く 鉄板

スーJ¥:- J t リ王レヲル克明ル (S P M)

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フゲスにも/ 季初=ι

函すを・薬品 l三毛J

大丈夫でオ Ｂ弓 ー スー ｊｴＭ 苅 Ｇｊｉν ｊＩ ｊＮｾ ヲル Ｈ ｃｓｐｍＩ

. 責 任 施 工 ・型 録 送 呈
. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 砲 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7f IJ 1  !J -9 ｊｾ＠ s  I j ル製造株式会祖

本 社 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電結大阪(481)80 85- 9

大 飯 宣 車 尼崎市北軒町 4- 41(古川ピル) 電信大阪(481) 808 5- 9

東京支唐量工場 埼玉県車市東町 2- 20 - 4 電 歯 車(32) 311 5- 7  

主 底 回出 彊 所 廊山 八幡 名古畠川 崎 岩国宇都・抵岡・教寅 三原 革島革山
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本 社 工場 大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工場 大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 ( 471) 0  4  2  6  
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亡コ亡コ

空調用容量 ＷＵ ｾ ＲＰＰｒｔＮ

弊 社 は 豊 富 な 経 験 と 提 携 先 マ ー レ イ 社 の 技 術 を も

と に 、 業 界 の 要 望 に 答 え て よ り 軽 〈 、 コ ン パ ク 卜

な 空 調 用 冷 却 塔 の 開 発 に 成 功 し ま し た 。 た ち ま ち

数 十 台 の 受 注 あ り 爆 発 的 人 気 を 呼 ん で 居 り ま す 。

. 軽 量 、 コ ン パ ク ト で 高 性 能

圃 所 要 馬 力 、 騒 音 が 少 い

. 耐 食 性 、 難 燃 性

ガ ラ ス 強 化 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 ( F R  P ) 製

. 据 付 面 積 が 小

多 セ ル の 場 合 、 接 合 設 置 が で き る

. 保 守 点 検 が 簡 単

詮 !?jmフアウドラエ言明|
本 社 ・ 工 場 神 戸 市 葺 合 区 峰 浜 町 i 丁 目 T E L 神戸( 大代表)(23) 4  I  5  I  

東 京 支 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲4丁目 3番( 住友生命八重洲ピル) T E L 東京( 代表){ 272)1511

営 業 所 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 北 九 州 ・ 札 幌
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m
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一
⑧

F  

.  .・

、..... 

⑨ お 部 屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調和 で ・・・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

香

蘭

( デーやE 織品，11，".r: 材)

・龍 鳳

・金 龍

- 欝

・金

壁

殊

和

( 村

・大

- ほ た る か ベ

・清 流

・ 錦 上 壁 K

・ 蛍 光 壁

・日 本 壁

・ す ず ら ん

・ ｾｅ 山

- マ マ ウ オ ー ル

く よ か べ

り あ

z

「

コ
リ

ビ

エ

L

.

、

-
-

d

J

 

，t  

コ

壁

壁

壁

コ ニ

光

手口

日 本

- あ

ニ

明

昭

新

ン

- パ ー マ エ ー ス

雲

Ｂ ， ｾ＠ H )  

壁

壁

ロ

キIt

上

阪

組長

品

山

川

瑞

干

錦

大

村 )

r 、;

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル

. ス- ，/ ' ーウオール

. セ ン カ ウ オ ー ル

・あ け ぼ.

- 新 興

の

壁

I: t-

.一

カ、

品桂

‘P  

3・

純 織

す.  1..、

_， 

Ｈ Ｑ 坊火繊維壁材 としてご 使 ｊ 日 の 節は上，記商品 にシン ケ ン ｼ坊火剤 を ｩ ｬｾ 入の こ とＩ

( 全固 有 名 建 材 活 に 有 )
- 化'γ. 抑j スー パ ー シ ン ケ ン制!

. 耐 温 剤 オ ー トンＮ Ｑ Ｑｽｪ ｾ￭Ａｬ 持 ｉｊ エ パ コ ン
. ; . ，- ンケン | 切火斉IJ

T  E  L ( 538) 2951代 ( 541 ) 5757代

阪・明石広島・福岡

大 阪 市 西区 四 ッ 僑

営 業 所 』 在 京 ・新 興 建 材 工 業 所
株 式 会 社

石膏壁は

- J -

( 発泡軽量コンクリート下地用 )

5 5 5プラスター S P
( セメントモルタル下地用 )

5 5 5 プラスター C

5 5 5 プラスター P

-

-

B

1

4

 

色)自用塗(上
5 5 5混合プラスター

( ペイント下地用・金銭仕上 )

各種焼石膏・美術工芸用用築.建• 

中部営業所 - 瀬戸工場 ・瀬 戸 市 首 [ 場 町 1 1  3  

T E L  i頼戸 ( 82) 9  1  8  5  - 6  

大阪営業所 ・大阪市西区江戸堀 1 - 24(三輿ピル 2 階)

T  E  L  ( 441)  0  0  9  4 ・5 3 7 5  

福 岡 営 業 所 ・ 福 岡 市 七 附 2 8  2  - 3  

T  E  L  ( 82)  9  4  1  9  

.  

サンエス石膏株式会社

本 社 工 場 ・姫 路 市 神 屋 町 4 - 7  7  

T E L  姫路 ( 22) 3  8  3  7  (代表)

東京営業所・東京都新宿区東大久保 1 丁目 3 3 1 番 地

T E L ( 351)  0 3 9 6 ・(351) 6  9  6  2  
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日本建築協会優麗謹明
セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

型仕

係

録 .'f

ヲ'-;t - qイトB雪

株式会社日本セメント防水剤製造所

本

並区 総

社 大 阪 市 東 区 船 越 町 2 - 3  1  ( 船越 ピ ル) 電 話 ( 941) 乙626 ・ 2628

所 宝 塚 市 町 台 上 司 池 電 話 宝 塚 ( 36) 215 3  

電 話 東 京 ( 431 ) 86 4 8・名古屋 ( 32 1) 1331・仙台@0 7 2 1 ・札 帆@l l l l

電 話 大三 工 業 高 松 ( 2) 0016 安 藤 工 研 稲 岡 ( 28) 5  2  0  7  

主 主 永 住 材 広 ぬ ( 61 ) 6  3  7  1  

贈

呈

出 張 所

ウォータイト式防水

工 事 代 行 底

モ ル タ ル ・コ ン ク リ ー ト 周

防

司E
， 1 6， 

... 
急

- 防水 工 事 責 任 施 工

製 ロt:Iロ A  

'岬

ILU・

-，-

~1EEI11 

- セ メ ン ト混 和 剤 の ト ァプ・・ ・

接

ご一 報 次 第 カ タ ロ グ 進 呈 し ま す

表。

水 剤

結 剤

E ヨ

τヲ

着 剤

離 剤

コ璽
株 式 会 社 2由 周 昌 仕 工 事 土

本 社 東京都 品 川 区 大 弁 l ニ1 5 電話 (774) 4111 ( 代表)

大 阪営 鍵所 大阪市東成区西今呈 2 - 48 電話 (971) 4765 . ∞63 

- 基 礎 施 工 の 悪 候 件 を 克 服 す る

議 置 式 自 信 三 品 杭
A  

判。

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4号
本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 縫 2 - 2  O ( 高 麗 新 ピ ル )

T E L 大 阪 ( 202) 3233( 代 ) ・7501 ( 代)

特 許 ・ 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 村 区 船 入 町 l ー 12( 服 部 ピ ル )

T E L 名 古 屋 (582) 3  0  3  6  ( 代)

株式会社 武 智 工 務 町

大 阪 工 渇 大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3 ・ 3 2  2  4  

名 古 屋 工 場 愛 知 県 海 部 郡 弥 怠 町 佐 古 本

T E L 弥 富 ( 7 ) 1  1  9  1 ・1 1  9  2  

• 

β 日 本 建 鉄 の

PS型レテ・イ〆ードサッシ

ァIL:2 サ ッ シ ド ア

ー 日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L 東 京 ( 270) 6511( 大 代 )

大 阪 支 唐 大 阪 市北 区 梅 田 町 4 7  ( 新 阪 神 ビ l レ) T E  L 大 阪 ( 361 ) 6758 (代 )
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建築と社会

空 気 の 調 合 な ら お ま か せ 下 部 、
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発
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1

J

す ぐ れ た 主 な 特 長

全 密 閉 式 圧 縮 機 に よ る ず ば

ぬ け た 冷 房 力 。 感度 の よ い

自重力i E度調節器の{ 動きで{ 建

康 冷 房 を 、 お 約 束 で き ま す

ボ タ ン を 押 す だ け で 、

自重力i軍車主力ぐ は じ ま リ ま す 。

完 全

室 内 の 環 境 を 左 右 す る 大 き

Y主 要 素 に 、 充 満 し て い る 空

気 の 問 題 カ〈あ リ ま す 。 温 度

湿 度 、 新 鮮 な 空 気 、 こ れ ら

を 理 想 、 の 状 態 に 保 つ た め に

言宣言十さ れ た の が パ ッ ケ ー ジ 形

エ ア ー コ ン デ ィ シ ョ ナ ー で す

水 冷 式 / R p - 5 0  6 / R  P - 7  5  6 / R  P - 1 0  0 6  

ど ん な ご 希 望 に も お 応 え で き る 理 想 的 な 空 気 調 和 装 置

。 目 宜It.yケージ膨

日立製作所大阪商品常業所 T E  L( 06) 313- 1401 (大代表)
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阪
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一
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百

八

・

九

百

九

・

九

六

回

口

女 特 長 *

1  m
2

当り 1 0 Okg  /  hも 蒸 気 を 発 生

50% も 多 く 蒸 気 が出 る の で、 数 多

く の ボ イ ラ が 不 要

3  T パ ー ナ の 組 合 せ て ¥ 燃 焼 負 荷

20% から 100% ま で、何 れ の 負 荷 で

も 、 ボ イ ラ 効 率 は 、 い つ で も 87%

以 上

ウ ー タ ー パ ッ ク です か ら、 ボ イ ラ

背 面 か ら の 熱 の 放 散 や 後 部 鏡 板 の

過 熱 は な い 。 従 っ て 断 熱 材 の 脱 落

も な く 、 補 修 費 も 節 約 で き る

1  .  

2.  E司区u  
3.  

〈新開発〉

平 川 鉄 工 所
本 社 ・工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 の 11 T  E  L  (458)  8681(代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 九 州 ・ 滋 賀 工 場
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株式会社
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